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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　天野　英




　Contents







序章


第一章　真しん武ぶの姫ひめ君ぎみ


第二章　内なる壁かべ


第三章　獅し子し身中の魔ま性しよう


第四章　因果の魔弾デイヴアインターゲツト


第五章　天からの呼び声


第六章　第参鎖式戒放シエリシー・リミツター・バースト


終章





　あとがき





[image: ]


　人じん刀とう振ふるわれしとき、其そ処こに三者の姿すがたあり。





　人刀を駆かりし者、王にして〝刀とう神しん〟。


　人刀を守りし者、軍ぐん師しにして〝剣つるぎ守もり〟。


　人刀に宿りし者、御み魂たまにして〝剣けん者じや〟。





　かつて剣者は告げり。





「我はもう何者にも非あらず」


　と。





　ゆえにその名を呼ぶことあたわず。


　ゆえに剣者。


　されど、その魂たましいは常に我らと共に。


　我ら、剣つるぎ守もりと共に。




──『三さん剣けん抄しよう』人の巻〝剣者の章〟より抜ばつ粋すい







　序章







　空気には、血けつ臭しゆうが立ち込めていた。


　無む秩ちつ序じよに床ゆかに放られた異い形ぎようの死体が、さらにおぞましさを助長する。


　常人なら立ち入っただけで嘔おう吐とをもよおす醜しゆう悪あくな墓場を、その老人は涼すずやかな色無地の和服を着こなし歩む。


　歩くたびに人の天敵たる獣じゆう人じんの死体を踏ふみつけることになるが、その表情には恐きよう怖ふも憂うれいも無い。淡たん々たんと奥へ進み、深しん奥おうに潜ひそむ魔ま窟くつの主ぬしを目指す。


　やがて、拝はい謁えつは叶かなった。


　主は玉座に腰こし掛かけている。


　十体を超こす異メ魔ギ人ドの死体が無造作に積つまれ、その上に君臨する異形の影かげ。


　驚おどろくべきことに、玉座を構成する死体は全すべて中級クトニアだ。しかも頭部や喉のど元もと、心臓が抉えぐり取られ、おぞましき共とも喰ぐいの事実を容易に想像させる。


　同どう胞ほうを喰くらい、あまつさえその死を踏み台に君臨せし存在。


　人はまだ、その存在を机き上じようの「知識」でしか識しらない。


「食事は済まれましたかな？」


　見上げながら、老人が言う。


　この場所で平常心を保っているのは、さすがに剣けん翁おうと呼ばれる男だけのことはある。


　それでも己を見み下くだす紅あかい瞳ひとみを見たときは、背中に冷たいものが走った。


「量はあれど、この程度では満足なさりますまい。そろそろ……極者アダム・バルフの試食はいかがかと」


　剣翁は頭こうべを垂れ、ただ主の返答を待つ。


「喰うに値あたいするか？」


　重く、禍まが々まがしい声だった。


　冷たく、昏くらい声だった。


　対する剣翁も、邪じや悪あくに嗤わらう。


「満足されるかと。候補は複数おりますゆえ、手て駒ごまもお借りします」


「よかろう」


　主は即そく答とうし、剣翁は一礼してその場を去った。


　背後でまた、咀そ嚼しやくの音が聞こえる。それに〈武ぶ街がい〉に集つどう若き戦士達の運命を重ね、剣翁は口元を綻ほころばせる。


「さて……〝天てん剣けん〟にも話をつけておくか」


　どこか愉たのしげに言い、剣翁は血臭の中を軽やかに歩む。


　もう少し、もう少しで宿願が叶う。


　捧げられるべき極者、その中には全ての〝神理の欠片〟の頂点に君臨する〝王〟がいる。それに付き従う〝軍師〟もいる。


〝王〟の危機に、必ず奴は動く。いかに智ち謀ぼうを張り巡らそうと、それだけは絶対に揺るがない。


「本気を見せてもらうぞ、要。〝王〟が愛しければ、星を繰くれ」




　第一章　真しん武ぶの姫ひめ君ぎみ







「頼たのもう」


　古風な言葉と共に、その少年は槍そう術じゆつ部の道場を訪おとずれた。


　剣けん道どう着ぎを纏まとい、左ひだり腰ごしに打うち刀がたなと脇わき差ざしを差した姿は、まさに現代の武士と呼ぶに相応ふさわしい。


　長ちよう髪はつの美び丈じよう夫ふは、向けられる視線に動じることなく、堂々と告げた。


「稽けい古こをつけて頂きたいのだが……主将はいるか？」


　それを言葉どおりの意味に取った者は、道場にはいなかった。


　剣けん術じゆつ部と並んで学園でもトップクラスの部員数と実績を誇ほこる槍術部──そこへやって来たのは、何を隠かくそう剣術部の元主将、四し門もん朱す雀ざくだ。


　この弐に年ねん武ぶ系けい最強の男が、すでに剣術部を退部した身であることは周知の事実だが、それでも槍術部の面々にとっては対たい抗こう勢力が殴なぐり込みをかけてきたとしか思えない。


　部員の総意を代表し、袴はかま姿すがたの少女が進み出る。


　小こ柄がらで黒くろ縁ぶちの眼鏡めがねをかけた愛くるしい少女だが、一いち文もん字じに結んだ口元には強い意志が表れていた。身長に不ふ釣つり合あいな重く長い練習用の棍こんを握にぎり締しめながら、彼女は凜りんとして答える。


「残念ですが、主将は部活動会議で不在です」


「そうか……では、君の権限でどうにかならないか、副主将？」


「駄だ目めです。主将無しで勝手なことはできません。まして……相手が貴方あなたとくれば。お帰り下さい」


　厳きびしい口調で、留守を預かる槍術部副主将、十じゆう文もん字じくるみが告げる。


　だが、朱雀は簡かん単たんには引き下がらない。


「それはできないな……では待たせてもらうか。いい見取り稽古になりそうだ」


「強ごう情じようですね。素す直なおに稽古ではなく、道場破りと言ったらいかがです？」


　挑ちよう発はつ的な一言に、部員も呼応した。それぞれ得え物ものを手にしつつ、朱雀へ敵意の視線を向ける。


　一方、朱雀は数多あまたの敵意を受けつつも動じない。相手の解かい釈しやくがどうあれ、自分はただ稽古に来ただけだ。それでも不ふ穏おんな空気は消えない。


　一いつ触しよく即そく発はつ──そんな張はり詰つめた場に、[image: ]のん気きな声が響ひびく。


「そう固いこと言わずに相手してやってよ。この人部活辞やめて稽古相手いないのよ」


「そうそう。後先考えず部活辞めて、練習場所さえない、不器用通り越こした壊こわれかけのレディオに手を差し伸のべてやってくれ」


　朱雀は嫌いやな汗あせが額に滲にじむのを感じた。


　振り向くと──いた。


　那な斬ぎり蒼あおいと飛ひ流りゆう要かなめ──多分壱いち年ねん最強にして、ある意味全すべての元げん凶きようの眼鏡めがねコンビ。


「な、何な故ぜお前らがここにいる!?」


「「ただのヒマつぶしですけど、何か問題でも？」」


　おぎやはぎもビックリの息ピッタリの台詞せりふに、朱雀は二人の首根っこを摑つかんで道場の隅すみへ引っ張り出した。


「お前らな……俺おれは真面目に出で稽げい古こに来てるんだぞ!?　何邪じや魔ましてくれてんだ!!」


「邪魔以前に相手にされてなかったくせに」


　と冷たく言う蒼。


「むしろフォローしてやってるんだから感謝しろ。大体お前は無む駄だに態度がでかすぎる」


　とさらに冷たく罵ののしる要。


　溜ため息いきを吐つきつつ、朱雀は結構真面目に語る。


「あのな……俺はようやく得た力を最大限に活いかし、かつ、より高みに昇のぼりたいんだ。そのためには鍛たん錬れんを惜おしむ気は無い。真しん剣けんにこれからのことを考えた結果なんだ。わかったら邪魔せず下がってろ！」


　有う無むを言わさぬ口調で告げ、朱雀は二人に背を向けて再度の交こう渉しように赴おもむく。


「じゃあ、部活辞めなきゃよかったじゃん」


　身も蓋ふたも無い蒼の言葉に、朱雀の足が止まる。ついでに両りよう肩かたがビクッと震ふるえる。


「……あれは、〝神エ理クのス欠ト片ラ〟を得るために、だな」


「いや、まあ気持ちはわからなくもないけど、要から聞いた話じゃ、特に辞める必要無かったよな？」


「そうだな。結果論になるが、正直無駄だった気がする」


　要の冷ややかな指し摘てきに、朱雀は返す言葉も無い。


「つーかさ、槍そう術じゆつ部に来たのって、やっぱ自分より長物持ってる俺対策かな？」


「だろうな。そう簡単でもないだろうが、槍やりとの戦いで培つちかった経験を、お前との再戦で活かそうというところか」


「じゃあ、ますます剣術部辞めずに、部員に大おお太刀だちとか持たせて稽古した方がよくね？　やっぱ刀と槍って違うし」


「もっともだが、そこまで頭が回らなかったんだろう。一度辞めた手前、戻もどることもできずに、よそでくだまいてるわけだ。剣術部の連中も可哀かわいそうに……身勝手な元主将に、実は人類を裏切ったクズな副主将……最大の被ひ害がい者しやは彼らだな」


　したり顔でうんうんと頷うなずきあう二人。


　ちなみに朱雀は顔を強こわ張ばらせたまま俯うつむいている。


「あ、もしかして今自分の失敗に気づいた？」


「結構騙だまされやすいタイプだな。実に扱あつかいやすい」


　トドメを刺さされたところで、朱雀がキレた。


「う、うるさい、黙だまれ!!　大体さっきから何だお前ら!!」


「「ただのヒマつぶしですけど、何か問題でも？」」


　蒼と要はまたも完全なるシンクロを成し遂とげ、やりとりはループしていく。


　見かねたくるみが、心の底からめんどくさそうに投げやりに言う。


「あの……コントしに来たなら帰ってもらえます？　こっちもヒマじゃないんで」


「いや、違う！　俺は真ま面じ目めに出で稽げい古こに……」


「んじゃ土ど下げ座ざでもすればぁ～？」


「そうそう、泣きの一回的な感じで」


　なおも背後からかかるおちょくりの声に、朱雀が腰こしの大小の妖よう刀とうに手をかける。


　とりあえず斬きっとこう……と文字通りキレる若わか者ものに変へん貌ぼうしたとき、軽い調子の声が場に割り込んだ。


「いいじゃん、相手してやろうよ副主将」


　部員達を搔かき分け、稽古用の棍を携たずさえた少年が進み出る。肩まで伸のばした茶ちや髪ぱつにカールをかけ、耳にはピアス、丁てい寧ねいに揃そろえた眉まゆにほのかに香かおるコロン──道場には不ふ似に合あいだが、軽けい薄はくそうな表情からは自信が滲にじみ出ていた。


　携たずさえた稽古用の棒も、木製ではなく一部の者しか許されていない鉄製の物を使用している。彼は両りよう端たんに布が巻かれたその棒を軽かる々がると振るい、先端を朱雀と──蒼に向ける。


「興味あったんだよね……俺を差し置いて弐に年ねん武ぶ系けい最強と呼ばれるアンタと、それを斃たおしたっていう壱いち年ねん」


　立ち込め始めた不ふ穏おんな空気を感じ取り、くるみはすぐに功こう名みよう心しんに逸はやる部員を制した。


「ちょっと……主将の留守に何勝手なことしてるの!?」


「いいじゃん、勝ちゃあいいっしょ？　この二人相手なら箔はくもつく」


　不ふ敵てきに笑う少年。


　対する朱雀も、ようやく巡めぐり合えた稽古相手に顔を綻ほころばせる。


　そして蒼は──怪け訝げんな顔で要に問う。


「なあ、誰だれだこの劣れつ化か版ばん冴さえ木きさん？」


「さあ知らん」


　真面目に首を傾かしげる要。


　無礼な壱年に、少年は顔を歪ゆがめて声を荒あらげる。


「こらこら……槍そう術じゆつ部にその人ありと言われる俺おれを知らねーのか？　俺は……」


「うるさい、黙だまれチャラ男お」


「チャ、チャラ男……」


　蒼に言い捨てられ、ちょっとよろめいてしまう。部員からもクスクス笑い声が漏もれていることからすると、共通の認にん識しきらしい。


「テメェ……ふざけんのもいいかげんにしろよ!?」


「ふざけてないよ、チャラ男先せん輩ぱい」


「黙だまれ！　大体、刀で槍やりに勝てると思ってんのか？　間合いが違うんだよ、お前とは！」


「ん～距きよ離り詰つめれば別に」


「はっ……素人しろうとかお前？　実戦でそんな簡単に……」


　言いかけたとき、もう目の前に蒼がいた。


　間合いにおける槍の優位性──崩くずすためには懐ふところへ。


　シンプルすぎる解答は苦もなく実行され、槍はその矛ほこ先さきを失った。


「クソッ……！」


　優位を取り戻もどすべく、少年──もといチャラ男は後方に下がり距きよ離りを取る。それを武器たる棒が阻はばんだ。


　静観していた要が棒を摑つかみ、チャラ男をその場に留め置いたのだ。


「お前……」


「槍……この場合は棒かな？　どちらにせよ、返しづらい武器だ。リーチが長すぎると、自分自身に当てさせることは困難、我わが飛ひ流りゆう鞘しよう術じゆつを以もつてしても、軌き道どうを逸そらす程度しかできない。だから……」


　瞬しゆん間かん、棒にかかる圧力が増した。


　チャラ男は総毛立ったが、要の視線に棒を手放すことすら許されない。


「筋トレでもしてみるか」


　要が腕うでに力を込こめる。


　同時に、握にぎった箇か所しよが大きく曲がった。


　電話の受話器の線のように形状が変わり、最も早はや再使用は望めない。


「なっ……」


　チャラ男がその場にへたり込み、決着は着いた。


「あなた……！」


　くるみが要に敵意の視線を向けると同時に、部員の矛ほこ先さきも彼に、そして傍かたわらにいる蒼へ向けられる。


「仕し掛かけたのはそちらだが？」


　平然と微び笑しようする要。蒼も荒あら事ごと上等といった感じで周囲の視線を受け流している。


　ただ一人朱雀だけがおいていかれた感じで気まずい顔をしていたが、ある意味望みどおりの展開だけに何も言えない。


　だが、大乱は勃ぼつ発ぱつすることなく終わった。


「おい、どうした？　練習はどうなってる？」


　いぶかしみながら、顧こ問もんの茂も木ぎが道場を訪おとずれた。体育教官室最強と呼ばれる男だけに、入ってきただけで道場の不ふ穏おんな空気を察する。


「……どうした？　おや、お前は弐年の……」


「…………」


　嫌いやな汗あせが流れるのを感じつつ、朱雀は目を逸そらした。


「部活間の争いはご法はつ度とだぞ。まして剣術部の主将ともあろう者が……いや、確か退部したんだったか？」


「……ええ」


　また傷を抉えぐられたせいか、朱雀の声はか細い。


「じゃあ道場破りか？　何にせよ、真しん剣けんで殴なぐり込んでくる奴やつを相手にする気は無いぞ。しかも、すでに暴あばれてくれたようだな」


　茂木の視線は、曲がった稽古用の棒とへたり込んでいるチャラ男に向けられている。


　しかしそれにはさすがに反論したい。


「いえ、これは壱年の二人が……大体俺は普ふ通つうに出で稽げい古こに……」


「壱年？　どこにいる？」


　はっと朱雀が振ふり向くと、もう蒼と要はいなかった。


　ただ、面めん倒どう事だけを残して。


「あ、アイツらどこに……どんだけ気配消してんだ!?」


「……お前なぁ、恥はずかしくないのか、壱年に罪をなすりつけて」


「い、いえ、違ちがいます！　アイツら……!!」


「わかった、話は生徒指導室で聞こうか」


「ちょ、ちょっと待って下さい……！」


　嘆たん願がんは受け入れられず、朱雀は襟えり元もとを摑つかまれずるずると引きずられていく。


　四門朱雀、彼の苦難はまだまだ続く……気がする。








　翌日の昼休み、蒼は食事もせずに机に突つっ伏ぷしていた。


　不ふ機き嫌げんな彼に、隣となりで手作りの弁当を広げる月つき島しま琴こと美みが心配そうに尋たずねる。


「那斬君……食事は？」


「……要の手作り弁当を期待してたのに……あの野や郎ろう、昼休み始まったらどっか行っちまいやがった」


　口を尖とがらせて不平を零こぼすが、別に約束などはしていない。勝手に期待していただけだ。


　そんな背景をおぼろげに感じ取った琴美は、とりあえず現実的な対策を提案する。


「購こう買ばい部、行ったら？　まだ少しはパンとか残ってるだろうし……」


「う～気分が乗らない。この胸の空白と空腹は要じゃなきゃ埋うまらない」


　性た質ちの悪い愚ぐ痴ちを零こぼす蒼。


　琴美は苦く笑しようしつつ、優やさしい姉のように彼を諭さとす。


「でも、飛流君だって用事あるだろうし……」


「い～や、アイツは最近俺の嫁よめとしての自覚が欠けてる。那斬蒼、亭てい主しゆ関かん白ぱく宣言」


　真顔で言い切った蒼に、琴美の笑えみがいっそう深くなる。


　こうも断言されると、笑うしかできない。


「でも、お腹なか空すいてるんでしょ？」


「……うん」


　しゅん、と頷うなずく蒼に、琴美はおずおずと手作りのおにぎりを差し出す。


　以前は玉ぎよく砕さい、今度は……どうだ？


「よかったら……食べる？」


　蒼は俵たわら形がたに握にぎられたおにぎりを見つめ、押おし黙だまる。


　やがて重おも々おもしく口を開く。


「具は？」


「鮭さけ、だけど……」


「いただきます」


　無愛想に言い、蒼はおにぎりを頰ほお張ばり始めた。


　ようやく念願叶かなった琴美は、何とも言えない顔でそれを眺ながめる。


　穏おだやかな、ほんの少しのやすらぎの時間。
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「那斬君……具は鮭が好きなの？」


「まあ」


「そう……他ほかに好きな食べ物は？」


「要の作る物全ぜん般ぱん」


　思わず身を乗り出しての質問は、あっけなく散った。何かもう味以前に全すべてを否定された気がする。


「そ、そうなんだ……」


「うん。あ、そういやアイツ、槍そう術じゆつ部とかに絡からまれてたりして……」


「何か……あったの？」


　琴美が尋たずねるが、あまり心配はしていない。


　蒼と琴美、二人が心配するとしたら……むしろ槍あ術ち部らだ。


「まあ、チョッチね。下へ手たすっと部活一つ壊かい滅めつしかねないからな……アイツを怒おこらせると、もうマジ恐おそろしいから」


　恐こわ々ごわと語る蒼の口調は、誇こ張ちようしているようには見えない。


　未いまだ要の実力を間近で見ていない琴美も、蒼が真実を語っていることだけは理解できた。


「そんなに強いの？　飛流君……」


「強いっつーか、エグイ。もし奴やつにテーマソングができるなら、第一弾だんは『Sadistic Prince』で決まりだ。初回限定版はよりハードなドＳバージョンを収録予定」


「そ、そう……」


　ちょっと顔をひきつらせる琴美に構わず、蒼はさらに親友の凶きよう暴ぼうな一面を語り続ける。


「もうドＳが服着て歩いてる感じだからな……本気で怒ると……」


「怒る……と？」


「嗤わらう」


「笑う？」


　首を傾かしげる琴美に、蒼は大おお真面まじ目めで頷うなずく。


「そ。もう嗤い声聞いた瞬しゆん間かんわかる。そうなるともう止められない。勝ち負けじゃなくて、もう苦しませて殺すこと前提で戦やるから。始まった時点で死体をどう処理するか考えてるから。ジェイソンのパワーとフレディの狡こう猾かつさとブギーマンの非情さを足して、レクター博士の知能をかけた殺人マシーンって感じ」


　琴美がドンびきしていることも気づかず、しみじみ語る蒼。


　かろうじて琴美は原点に立ち戻もどって、要の身を気き遣づかった。


「でも、槍術部って揉もめると大変だよ？　主将は……会長だし」


「へえ～生徒会長？」


「うん……」


「立候補者同士のトーナメント戦を勝ち抜ぬいて、選ばれる感じの？」


「ううん、普ふ通つうの選挙だったと思うけど……」


「理事長の孫とかで、校長を超こえる権限を持ってて、学園はおろか教育委員会とかも配下に治めた感じの？」


「違う、と思うけど……うち公立だし」


　苦く笑しようする琴美。


　その可か憐れんな顔は、視線の先にある教室の引き戸が開いた瞬しゆん間かん、凍こおりついた。


　同時に教室の喧けん騒そうが一いつ斉せいに止まる。


「会長……！」


「登場早っ」


　[image: ]のん気きに言いながら、蒼もそちらを振ふり向く。


　歩いて来る人物に、さすがの彼も、へえと目を見開いた。


「うそ……何で会長がここに!?」


「まさか……那斬が何かしでかしたか!?」


「しっかし、いつ見ても……」


　教室のあちこちから、男子生徒を中心に驚きよう嘆たんの声が上がる。


　無理も無い。


　蒼の前で足を止めた少女は、確実に学園でも五指に入る美び貌ぼうの持ち主だった。


　緩ゆるくカールのかかった豊かな黒くろ髪かみに相応ふさわしい気品と、それに負けない強い意志を秘ひめた鮮せん烈れつな美び貌ぼう。口紅を引かずとも、その紅あかい唇くちびるはひどく印象に残り、甘かん美びな口づけの味を想像させる。


　女じよ傑けつと呼ぶよりは、女王の方が相応しい圧あつ倒とう的な風格と完成された美がそこにあった。


　スタイルも豊かに張り出した胸むな元もとを筆頭に、非のうちどころが無い。特に思春期の男子には、それだけで目の毒かもしれない。


　改造したわけでもないのに、制服自体が妙みような色気を持ち出した感覚さえある。長く白い脚あしゆえに、スカートの裾すそが短く感じられ、ひどく挑ちよう発はつ的だ。


「私が来た理由……わかるわよね、那斬蒼？」


　尊大ともとれる口調だが、異を挟はさめる者などいまい。


　真武学園参さん年ねんにして、生徒会長──九く曜よう綾あや姫ひめ。


「いや、全然。あんた誰？」


　周りが凍こおりつくのも構わず、蒼は平然と答えた。


　綾姫は柳りゆう眉びを寄せ、敵意を隠かくさずに蒼を見下ろす。


　共に〈武ぶ街がい〉に覇はを唱えるべき立場の二人──今ここに相見あいまみえる。








　天気のいい昼下がり、校舎の屋上で心地ここちよい陽光が肌はだを照らす。


　だが朱雀の心は晴れない。


　座り込んで、はあ、と溜ため息いきを吐つきつつ昨日の出来事に思いを馳はせる。


「アイツら……覚えてろよ」


　燃え上がる復ふく讐しゆう心しんを肴さかなに紙パックのコーヒー牛乳を飲み干すと、諸悪の根源の片割れが眼前にいた。


「何か言ったか？」


　ブッ、とコーヒー牛乳を吐はき出しかけ、朱雀は思いっきりむせた。


　ゲホゲホと喉のど元もとを押おさえつつも、何とか宿敵を指差す。


「お、お前何な故ぜここに!?」


「ことわる必要があるのか？」


　憎にくたらしいぐらいに平然と要は答えた。


　そのまま朱雀の周囲に散乱するビニール袋ぶくろに冷たい眼まな差ざしを注ぐ。


「四門工業の跡あと取とりが購こう買ばい部のパンとコーヒー牛乳の昼食か。庶しよ民みんの夢を奪うばうなよ」


「……うちは普通に小こ遣づかい制だ。しかも最近は少し下げられた」


「生々しいな。何ならあのメスブタに弁当でも作ってもらったらどうだ？」


「……頼たのまなくても作って追いかけてくる。俺だって昼食ぐらいは静かに食いたい」


　疲つかれた声の朱雀を、要は鼻で笑った。


「それだけじゃないだろ？　素す直なおに弁当がまずいと言ってやれよ」


「……食うたびにマシになってるさ」


　ささやかな弁護の後、朱雀は不ふ機き嫌げんな顔で要を見み据すえる。


「で、何か用か？」


「機嫌が悪いな」


「当たり前だ……！　昨日俺があれからどうなったと思ってる？」


「さて」


「みっちりしぼられた上に、槍そう術じゆつ部出入り禁止だ……お前らのせいで、稽古先が一つなくなった。大体お前らは…………」


　果てしなく続きそうな愚ぐ痴ちにうんざりしたのか、要は右手に持っていたノートを朱雀の前に放ほうった。


「何だ、これ？」


「『三さん剣けん抄しよう』だ」


「何!?」


　朱雀が驚おどろくのも無理は無い。


　その書物の名だけは覚えがあった。


　あの剣けん翁おうが父に渡わたしたものであり、会長室で熱心に目を通す姿も見たことがある。おそらくは異メ魔ギ人ドとの戦いの真実に触ふれる書物。


　それが……目の前に。


　しかも、こんな形で。


「そう驚くこともない。元来『三剣抄』とは口くち伝づてで代々の〝剣つるぎ守もり〟に伝えられた伝承の総そう称しようだ。必要があれば書き写して他者に渡わたすことも珍めずらしくないし、それぞれの時代で添てん削さくも為なされた。極きよく論ろんすれば〝剣守りおれ〟の言葉や文章は全すべて『三剣抄』と言えなくもない」


「そう……なのか。待てよ、しかし何な故ぜ剣翁がそんなものを持っていた？　アイツは……」


　要は答えず、放ったノートの内容に触ふれる。


「そこには最低限お前が知るべき知識を要約して記しておいた。雑ぞう兵ひようと騎き士しとの本質的な差は、戦いくさの真実を理解しているか否いなかによる。早めに目を通しておけ」


　命令口調の物言いに反感は覚えるものの、貴重な情報には違いない。


　釈しやく然ぜんとしない表情を留とどめつつ、早さつ速そく朱雀はノートの中身に目を通し始めた。


　それを確かく認にんすると、要はそのまま踵きびすを返して立ち去ろうとする。


「待て……訊ききたいことがある」


「何だ？」


　要は足を止めて言った。


「お前は、俺を〝騎士〟と呼んだ。そして那斬を〝王おう〟と呼んだ。どうしてそう断言できる？　運命とでも言うつもりか？」


　それは切実な問いだったのかもしれない。


　蒼の実力を認めつつも、朱雀はまだ完全なる差を受け入れる気はない。


「あるいはそうかもしれない。だが〝神エ理クのス欠ト片ラ〟の属性とは、〝剣つるぎ守もり〟が対異メ魔ギ人ド戦の観点から勝手に分類して決めただけだ。元来〝神エ理クのス欠ト片ラ〟とはそれぞれがオンリーワン、貴き賤せんは無い」


「ならば……視点を変えれば、俺の〝神エ理クのス欠ト片ラ〟もまた〝王〟であるわけか？」


「半分正解だな。考え方は悪くないが〝王〟の称しよう号ごうはそう軽くない。蒼の〝神エ理クのス欠ト片ラ〟はそう呼ぶに相応ふさわしい絶対性を持つ。お前も理解しているはずだが？」


　冷たく現実を突つきつけられ、朱雀は押し黙だまった。


　確かに強くなった実感はあるし、己おのれの力が蒼と比べて劣おとると思っているわけでもない。


　だが〝神エ理クのス欠ト片ラ〟を得ただけで、蒼に並んだとは到とう底てい思えないのも事実だ。


「……頂は、まだ先か」


「何わかったふうな口叩たたいてる？　昨日今日目め醒ざめたくせにエラそうなことを言うな」


「言ってくれるな。お前らはいつ目醒めたというんだ？」


「六歳さいのときだな。蒼も同時期だ」


　さらっと言ってのけた要。


　朱雀は無言で立ち上がり、両手を腰こしに当て、要に背を向けた格かつ好こうで天を仰あおぐ。


　今日は実に空が澄すみ渡わたっている。


「……俺は、つい最近リアルに死にかけて目醒めたんだが」


「かなりの遅おそ咲ざきだな」


「……希望の果てに絶望が……とか言ってなかったか？」


「絶望したさ、六歳のときに。これからは属性云うん々ぬんだけでなく、先達としても俺達を敬え、属性パシリ」


「パ、パシリ……」


　両手で顔を覆おおいながら、朱雀が崩くずれ落ちる。


　多分人生最大の侮ぶ辱じよくに、肩を震ふるわせながら朱雀は要にくってかかった。


「お前……言うに事欠いてパシリだと!?　今すぐ訂てい正せいしろ!!」


「確かに、どう考えても蒼の方が足は速いな。王より足の遅おそいパシリなどありえん。すまなかった、属性足あし軽がる」


「あ、足軽……」


　両りよう脚あしをふらつかせながらも何とか体を支え、朱雀は一ひと握にぎりのプライドを糧かてに再び猛もう烈れつに抗こう議ぎした。


「誰が足軽だ！　俺は誇ほこり高き武……」


「黙だまれドサンピン」


「ド、ドサ……」


「足軽抜ぬきで徳とく川がわ家いえ康やすは天下を取れたか？　豊とよ臣とみ秀ひで吉よしはその辺のポジションから這はい上がったんじゃないのか!?」


「いや、まあ……そうだが」


　何か納なつ得とくしてしまった。この辺が〝騎士〟と〝軍師〟の差だろう。


「わかったら黙だまって精しよう進じんしろ。目醒め一いつ瞬しゆん、極きわめ一生と呼ばれてる世界だからな」


「は、はい……すいません」


　何か謝ってしまった。


　多分絶対口ではこの男に勝てない。


「で、質問はもう終わりか？」


「あ……いや、まだある」


　はっと正気に返り、朱雀は以前から秘ひめていた疑問を口にした。


「異メ魔ギ人ドのことだ。ざっと目を通したが、この『三さん剣けん抄しよう』には記されていない……お前は、上級レリウーリアについて知っているのか？」


「……何故知りたい？」


　要も目を細め、先ほどまでとはうって変わった真しん剣けんな口調で問う。


「情報が無いからだ。下級エナリアや中級クトニアなら、図書室に行けば事足りる。教科書にだって載のっているさ。だが……上級レリウーリアに関してはほとんど記述が無い。正直、俺は〝地ち刃じん〟とやらの存在を目まの当たりにするまで、実在を疑っていた」


　朱雀の疑問は、多くの生徒が漠ばく然ぜんと感じているものでもあった。下級エナリアや中級クトニアは嫌いやでも授業で習う。中には実際に剣けんを交えた者もいるだろう。


　なのに、上級レリウーリアに関してはほぼ全員が無知だ。


　いや──おそらくは教師ですらその全ぜん貌ぼうを把は握あくしてはいない。


　だが、要ならば。


　淡あわい希望に対し、返答は昏くらく冷たかった。


「身の程ほど知らずだな。今のお前では知るだけ無む駄だ、余計なことに気を回す暇ひまがあったら、とっとと〝神エ理クのス欠ト片ラ〟を使いこなせ。どうせまだ自由に発動もできないんだろう？」


「それは……って、話を逸そらすな！　真ま面じ目めに答えろ！」


「俺は大真面目だ。今のお前が知ったところで、上級レリウーリアに敵かなうべくもない。お前だけじゃない、一体侵しん入にゆうしただけで、〈武ぶ街がい〉は半はん壊かいするだろう」


　虚きよ偽ぎも誇こ張ちようも無い声こわ音ねに、朱雀は口を噤つぐんだ。


　去っていく要を、ただ見送ることしかできない。


　それでも意を決して声高に問う。


「待て！」


「何だ？」


　要が足を止めた。


　振り返りはしない。


「那斬なら……那斬ならどうだ!?」


　何な故ぜ蒼のことを訊きいたのかは、朱雀自身にもよくわからない。


　目の前にいる以上、要でもよかった。他ほかにもっと具体的な対象もあっただろう。


　それでも──蒼を選んだ。


〝王〟たる少年と、今の己おのれの立ち位置を知るために。


「──愚ぐ問もんだな」


　回答は冷たかった。そこには一いつ切さいの希望的観測は無い。


「今のアイツでは確実に喰くわれる」


「…………！」


　言葉が出なかった。


　断だん崖がいに突つき落とされたような感覚が脳を貫つらぬく。


「苦にが手てなんだよ、アイツ」


「…………？」


「上級レリウーリアが……心底苦手なんだ」


　最後の一言は、どこか心配しているようでもあった。


　いずれ来る対決の時を、少しでも先延ばしにしたい──そんな声だった。








　九曜綾姫。


　真武学園参さん年ねん、武ぶ系けい最強にして生徒会長。


　文武共に学園の頂点に立ち、毎週の全校朝会で朝礼台にも立つため、全校生徒で知らぬ者はいないはずの少女。


　例外がいた。


　はて、と首を傾かしげ、蒼は隣となりの琴美に訊いた。


「このパッツンねーちゃんが会長？　スカートの短さで校則違い反はんじゃね？」


「…………」
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「ずいぶんと、世間知らずね、那斬蒼。昨日は私の部活で暴れてくれたそうね？」


「はい？」


「しらばっくれないで！　稽けい古こ用の鉄棒もダメにしたでしょ!?」


「あ～……」


　ようやく合点がいったが、あれを曲げたのは要だ。


　それに、暴れた覚えも無い。


「何、あのチャラ男先せん輩ぱいの敵かたき討うち？　向こうが自じ滅めつしたんだぜ？」


「あんなチャラ男、どうでもいいわよ」


「へえ、部内でもチャラ男なんだ」


　やはり自分は間ま違ちがっていなかったと頷うなずいたとき、襟えり元もとが摑つかまれて綾姫が顔を近づけた。確かに美少女なのだが──とかく気の強さが滲にじみ出た顔は、ちょっと怖こわい。


「私が怒ってるのは、アンタが四門朱雀と共きよう謀ぼうして、うちに道場破りをしかけたことよ！」


「はあ？」


　何言ってんだコイツ、と顔をしかめ、蒼は綾姫そっちのけで携けい帯たい電話を操作し始めた。何かもう相手にすること自体が馬ば鹿からしくなってきた。


「ちょっと……この期ごに及およんでシラきる気？」


「ワタシ、日本語よくわからないアルよ」


　普ふ段だんは両目と鼻の中間にかけているサングラスを引き上げ、蒼は片言で言った。


　それは無理だよ那斬君……そう訴うつたえかける級友の視線は、あえて無視している。


「噂うわさ以上のふざけた男ね……痛い目見ないとわからない？」


「知らない、弁護士呼んでアル」


　なおも片言を続ける蒼に、業ごうを煮にやした綾姫は教室にいる者全すべてに聞こえるよう、高らかに宣言した。


「いいわ……なら正式に公式戦を申し込んであげる。あなたも特待生で男なら、受けるわよね？」


　教室中がざわめく。


　生徒間の真しん剣けん勝負は基本的に禁じられているが、学校側に書類を提出した公式戦なら話は別だ。厳正たる立会人の下もとで行われる戦いは、成績とは無関係だが公的な記録として語り継つがれる。


　学内の成績より、むしろそちらの戦績の方が卒業後の進路に関かかわるという噂もあるぐらいだ。


　それゆえに、その勝敗は重い。


「主将、いくら何でもそれは……」


　綾姫に付き従う形で傍そばにいた、槍そう術じゆつ部副主将のくるみがなだめる。


「あら、私が負けるとでも？」


「いえ……ですが、今年に入ってもう四回も公式戦をして、部活も二つ潰つぶれてます……」


「いいじゃない、私がこういう女を馬ば鹿かにしきった男が大キライなの知ってるでしょ？　後々のためにも、今叩たたき潰してあげる」


　ビシッと指差された蒼。


　心の底から面めん倒どうそうで興味ゼロ、やるなら一人でやってろパッツン女と表情が語っている。


　その一方、教室のあちこちでは心配そうな声が湧わきあがった。


「訊いたか、佐さ藤とう？」


　と瘦やせて小こ柄がらな少年が、向かいの席に座すわるやや太めで眼鏡めがねをかけた少年に言う。


「ああ、鈴すず木き。ある意味武系の頂上決戦だな」


「お前はどう見る、佐藤？」


「武器で見れば会長だ。よほどの実力差が無い限り、刀では厳しいだろう」


「ではやはり会長か？」


「どうかな……那斬は会長と並び称しようされた四門朱雀に勝ったって話だ」


「確かにな……男女差の問題もある」


　訳知り顔で頷うなずきあう二人。


　真しん剣けんな顔で鈴木が続ける。


「だが相手は会長……勝敗はどうあれ、あの顔・胸・尻しり・太もも・腰こしのくびれは絶品だ」


「まったくだ」


「何より、あの女王様的なところが……一度でいいから踏ふまれたい……」


「俺もだ」


　熱く答える佐藤。


　見つめあう二人。


　教室の隅すみで繰くり広げられるどうでもいい会話はまとまったが、蒼と綾姫はまだ対たい峙じしたままだった。


　はあ、と溜ため息いきをつき、蒼は投げやりに呟つぶやいた。


「冴木さ～ん、どうにかして下さいよ、このパッツン女」


「え？」


　綾姫と琴美は共に目を見開いて、蒼の隣となりの席を見た。


　いつの間にか、いるべくもない青年が腰こし掛かけている。


　冴木蘭らん丸まる──二年ダブった参年にして、仲裁屋。


「さ、冴木さん……」


　驚おどろく琴美に、冴木はいつもの軽かろやかな表情で笑いかけた。


「こんにちは[image: ]」


「ど、どうしてここに……」


「那斬クンに呼ばれて。ねえ、どこで僕のメルアド知ったの？」


　先ほど携けい帯たい電話をいじっていたのは、このためだったらしい。


　面めん倒どうなので、冴木に仲裁を頼たのんだわけだ。


「要から聞きました」


「やれやれ、何でも知ってるよね、彼」


「気をつけた方がいいですよ、そのうち抱だいた女の数まで調べられますから」


　噓うそとも本気ともつかない言葉に、冴木は肩かたを竦すくめた。


　まあ要ならやりかねない。


「……で、早さつ速そく揉もめ事処理か。ねえやめなよ、いくら君でも、那斬クン相手じゃ荷が重いんじゃない？」


　真しん摯しな忠告だったが、綾姫には届かない。


　むしろより敵てき愾がい心しんを増し、蒼と冴木をワンセットで「敵」として見ている。


「……私を誰だれだと思ってるの？　まさか、昨日の件も……」


「ちょっと待ってよ、僕は無関係だってば」


「弐に年ねんの四門朱雀といい、男が寄り集まってうちの部を潰つぶす相談でも？　いいわよ……まとめて相手してあげる!!」


　聞く耳持たずの綾姫に、冴木は軽く頭を搔かいた。


　何を言っても無む駄だ、そう理解しているようだ。


「……もしかして、知り合いスか？　何か、俺よか怨うらまれてるっぽいスけど？」


「まあね」


　苦く笑しようする冴木に、蒼と琴美は顔を見合わせた。


　この男が女性に怨まれる理由なんて、一つしかない。


「冴木さん……ダメですよ、ちゃんとひっかけた女は後あと腐くされなく別れないと」


「耳が痛いねぇ。僕としてはキレイに終わったつもりなんだけど……」


「向こうが未練たらたらたらこスパと。ちょっと、何で俺おれが痴ち話わ喧げん嘩かに巻き込こまれなきゃなんないわけ？」


　綾姫に向かってブーたれる蒼。


　ここに来て彼女の怒いかりは頂点に達した。


「くるみ……教室から私の槍やり持ってきなさい……」


「え、でも……」


「いいから……今この場で二人ともぶち斃たおしたげる……！」


　美び貌ぼうの夜や叉しやと化した綾姫を、最も早はや止められる者はいなかった。


　教室の壱いち年ねんは言わずもがな、教師を呼びに行こうと考えていた琴美さえその冷たく美しい怒りに怯おびえ、身動きがとれない。


　ただ蒼と冴木だけが[image: ]のん気きに会話を続けている。


「やっぱあれですかね、胸のでかさと態度のでかさって比例するんスかね？」


「いや、そうとも言えないでしょ。ちなみに大きいと感度が鈍にぶいっていうのは、確実にウソ」


「さすがは冴木さん」


　ためになる、と頷うなずく蒼。


　槍が届き次し第だい、その脳天をかち割る気の綾姫。


　すでにくるみは教室を出て行った。


　次に教室の戸が開いたとき、惨さん劇げきの幕は上がる。


　そして、戸は開いた。


　教室中の視線が集中する。


「……？　騒さわがしいな」


　入ってきたのは、要だった。朱雀に会いに行っていた彼には、事情など知る由よしも無い。


「あら……飛流要ね」


「生徒会長が何か用か？」


　いつものポーカーフェイスを崩くずさない要。


　険悪なムードは察しているが、彼自身にはどうでもいいことだ。


「アンタも昨日うちで暴れたそうね？」


「喧けん嘩かを売ったのはそちらだ。器具の弁べん償しようなら考えんこともないが。恥はじを晒さらしたければ、ご自由に」


　無表情の要に、挑ちよう発はつの意図があったかはわからない。ただ、綾姫はそう受け取った。


「気に入らないわね……その人を舐なめきった目」


　──舐めてんのは人じゃなくてお前だ、メスブタ。


　口に出したかったが、要はあえて黙だまっていた。ここでは始末するにも人目につきすぎる。


「アンタもまとめて相手してあげましょうか？」


「ずいぶんな自信だな。俺はさておき、後ろの二人は一ひと筋すじ縄なわではいかんぞ」


「聞いたふうなこと言わないでよ。まあ、あの女たらしはともかく、あんな長いだけのなまくら振ふり回す壱年に、私が負けるとでも？」


　絶大な自信と共に言いきった綾姫。


　それ自体は別にいい。


　ただ、侮ぶ辱じよくの対象を誤っていた。


「オイ……誰だれがなまくらだって？」


〝正まさ宗むね〟を携たずさえ、蒼が立ち上がった。その蒼そう茫ぼうの瞳ひとみの奥おくで揺ゆれる怒りに、冴木はありゃりゃと天を仰あおぎ、琴美は総毛だった。


　ちなみに要は右みぎ腕うでにつけた腕時計を見つめている。


「決まってるじゃない、その刀よ？　噂うわさじゃ〝正宗〟なんて呼ばれてるらしいけど、そんなサイズのものが現存してるとでも思って？　まさか信じてるのかしら？」


　嘲ちよう笑しようを浮うかべる綾姫に対し、蒼は無表情だった。内心に反比例して、ひどく──無表情だった。


「……受けてやるよ、勝負。とっとと槍用意しろ。その巨きよ乳にゆうごとぶった斬ぎってやる」


「あら……ようやくやる気になった？　別にいいわよ、このままでも。ハンデにはちょうどいいわ」


　綾姫が両手を上げ、構える。


　刃は物もの相手にも引かぬその姿勢に、蒼も冷たい瞳のまま〝正宗〟の柄つかに手をかける。


　先ほどまでとは違う一いつ触しよく即そく発はつの気配、さすがの冴木も厳しい顔で割って入る隙すきを窺うかがっていた。


　他の観客も皆みな、手に汗あせ握にぎり激げき突とつの一いつ瞬しゆんに思いを馳はせる。


　ただ一人、要だけが教室の時計を見ている。


　そしてタイムリミットは唐とう突とつにやってきた。


　お馴な染じみのチャイムの音と共に、一時の休息の終しゆう焉えんを告げるメッセージが流れる。





「あと五分で、掃そう除じが始まります。後片付けをし、掃除場所に向かって下さい」





「蒼、昼休みは終わったぞ。掃除だ」


　空気を無視して要が言う。


　無論二人は動かない。


「会長さんよ……俺のことはどーでもいいが、コイツへの侮ぶ辱じよくは取り消せ」


「本当のことじゃない？　銘めいでも彫ほってあるわけ？　あっても贋がん作さくでしょうけど」


　蒼の顔が険しさを増した。


　かなり本気で斬きる気だ。


「蒼、掃除だ」


　少し声のボリュームを上げたが、蒼は気づかない。


「冴木さん……邪じや魔ましないで下さいよ？　二人も斬りたくないんで」


　投げかけられた牽けん制せいに、冴木は答えなかった。止めないわけにはいかないが、この状じよう況きようを無傷で収められるか、さしもの彼にも自信が無い。


　蒼の右手が動く。


　一いつ瞬しゆんにも満たない「抜ぬき」の動作。


　身構える綾姫。


　だが始まる前に、戦いは終わった。


　二人の間に黒い影かげが割って入り、疾しつ風ぷうとしか言いようのない蹴けりが蒼の顎あごに叩たたき込まれる。


「はあっ……？」


　斃たおすまでもなく倒たおれた敵を、綾姫は構えを解いて茫ぼう然ぜんと見つめた。壁かべまでぶっ飛ばされた蒼は、完全に昏こん倒とうして白目を剝むいている。


「掃除だって言ってるだろ」


　事も無げに言い、要は蒼の首根っこを摑つかんで引きずった。表情からは、罪悪感など微み塵じんも感じられない。


「ほら行くぞ、廊ろう下かの床ゆか磨みがきだ」


　掃除どころか午後の授業にまともに参加できるか怪あやしい蒼をつれ、要は教室を出た。


　獲え物ものを持っていかれた綾姫は、ポカンとそれを見つめている。


「どうだい、今年の壱年は本物だろ？」


　冴木に肩を叩たたかれ、綾姫は顔を引きつらせながら頷うなずいた。


「そう……ね。一ひと筋すじ縄なわじゃ……いかないわね」


「でしょ？　特に飛流クンはやめた方がいい。勝ち負け以前に、お嫁よめにいけない体にされちゃうよ？」


　要を知る者ならば、誰もが頷く言葉だが、綾姫は反発して冴木の手を振り払はらう。きっと彼を見み据すえ、


「保護者面づらしないでよ……！」


「いつまで経たっても心配なんだよ。しょうがないでしょ？」


「じゃあ、何で私と同じ学年なのよ……お兄ちゃん!?」


「お、お兄ちゃん!?」


　取り残されていた琴美が、驚おどろきの声を上げる。


　確かに見み比くらべると……似ていないこともない。二人とも男女問わず人を惹ひきつけるし、顔立ちも似ている気がする。


「もう邪じや魔ましないでよ。次は……お兄ちゃんでも斃たおすから」


　吐はき捨てるように言い、綾姫は教室を出た。


　微び笑しようしてそれを見送る冴木に、琴美の問いかけが届く。


「本当なんですか、今の……」


「うん。親が別れたから、姓せいも暮らしも別だけどね。ああ見えて、かわいいところもあるんだよ？」


「はあ……」


「琴美ちゃんは、兄弟いるの？」


　何気ない問いに、琴美は顔を曇くもらせた。


「はい……います。私が……末っ子です」


「へえ。お姉ちゃんがいたら紹しよう介かいしてほしいな♪」


　さらに曇る琴美の顔に、冴木は珍めずらしく軽かる口くちを後こう悔かいした。


　そのとき、彼は武術の名家、「月島流」の落ちこぼれとして生きてきた琴美の過去をほんの少し垣かい間ま見みた気がした。




　第二章　内なる壁かべ







　暗い正方形の部へ屋やだった。


　硬こう質しつなコンクリートの部屋はひんやりと冷たく、ぬくもりを感じさせない。


　居住には向かず、むしろ牢ろう獄ごくのような閉とざされた印象を与あたえる部屋だ。


　その部屋の中で、今低い喘あえぎを漏もらしながら、床ゆかで踠もがく少年がいた。


「あ……ハァ……ああ……」


　上半身は裸はだかであり、鍛きたえぬいた肉体は冷えきっている。汗あせばむ全身は弛し緩かんし、疲ひ労ろうと苦痛に彩いろどられていた。


「ク、ソッ……」


　床を這はいながら、右手を伸のばす。その先には、刀身を帯に似た奇き妙みような鞘さやで包む太た刀ちがある。


　彼とその大太刀の繫つながりを知るものならば、この光景に驚おどろくだろう。


　あの少年が、まさかあの刀を手放すとは。




[image: ]


　それが意図しない結果であれ、驚きよう嘆たんに値あたいすることには違ちがいない。


「もう……一度だ、要かなめ……」


　肩かたで息をしながら、少年──蒼あおいは言った。


　まだ立ち上がることはできない。ただ、〝正まさ宗むね〟を手にしたことで幾いく分ぶん気力を取り戻もどし、口調も力強い。


「無む駄だだ。今のお前ではな」


　蒼から一メートルほど離はなれた先にあるパイプ椅い子すに腰こし掛かけながら、要が言う。


　彼は両りよう脚あしを組み、つまらなそうに悶もだえる蒼を見下ろしていた。レザーグローブは外され、蒼の背の紋もん様ようと共に、左手の甲こうに刻まれた紋もん章しようを晒さらしている。


　放課後、蒼を伴ともなって自宅地下の修練場にこもったが、成果は上がっていない。


　汗あせ一つかかず、学生服のまま悠ゆう然ぜんと参考書に目を通す要に対し、まだ立ち上がれずに床に倒たおれる蒼の姿はあまりに対照的だ。


「決め……つけるな。続、けろ……！」


「無駄だと言っている。やる気を出したのはいいが、今のお前では第参鎖式シエリシーを使いこなせない」


「…………！」


　冷たく突つきつけられる事実に歯は嚙がみするが、自分でも理解はできている。


　何度繰くり返しても、結果は変わらない。その理由も──自覚している。


「鍛きたえ直せ、などとは言わない。お前はその年ねん齢れいではすでに限界に近い強さを手にしている。肉体の成長を待つ余よ裕ゆうも無い。第参鎖式シエリシーの戒かい放ほうは、すぐにでも超こえねばならないハードルだ」


「なら……」


「それでも今のお前には無理だ。自分がよくわかっているだろう？」


　要は再度現実を突きつけた。


　それは諭さとすようでもあり、達観しているようでもある。


「お前には物事を極きわめるうえで、最も重要なものが欠けている。その意味では極者最弱、四し門もん朱す雀ざくにも劣おとる」


「…………」


　蒼は反論しなかった。とうの昔に気づいている。これは、海外への武者修しゆ行ぎようなどとは次元の違う、もっと根本的な問題だ。


「わかったら今日はここまでだ。明日は神か奈な川がわでの校外学習、朝も少々早い。服を着て休め」


　蒼はよろめきながら立ち上がり、ボンデージタイプのストラップシャツを着て、肩を回す。


「……腹減った。何か食わして」


「夕飯はもう少し先だ。言こと伝づてを預かっている」


「はあ？」


「四門帯たて刀わきが会いたいそうだ。面会時間の終わる前に行ってこい」


　思いがけない名に、蒼は目を丸くした。


　三十分後、要に促うながされるまま、蒼は〈武ぶ街がい〉の総合病院を訪おとずれていた。


　さすがにＶＩＰだけあって最上階の個室に彼はいるらしい。


　受付の案内に従い、部へ屋やに向かう。ノックをすると、錆さびた声で入室を許可された。


「ちぃっ～す」


　部屋は四門の趣しゆ味みか、広さはあるものの余計な装そう飾しよく品は排はい除じよされていた。様々な名で贈おくられた見み舞まい品ひんや花束だけが彼の権力を示し、部屋を飾かざっている。


「何か用？」


　無愛想に告げ、蒼はベッドの横の椅い子すにドカッと座すわった。


　見み舞まう気など毛もう頭とう無く、単に呼ばれたから来た──それだけだ。


「相変わらずだな」


　上半身を起こした四門は、力無く苦く笑しようした。


　まだ腫はれのひかない顔、全身を覆おおう包帯やギプスが本調子でないことを感じさせるが、それ以上に明確な変化が存在した。


　壮そう健けんな風ふう貌ぼうは明らかに老い、髪かみにも白髪しらがが目立つ。入院生活を差し引いても、全身の筋肉が衰おとろえて一回り小さくなったような印象を受ける。


　その原因は、眼前にいる蒼と〝正宗〟だ。


　彼に死ぬ寸前まで痛めつけられ、〝正宗〟には生気を根こそぎ吸い取られた。


　本来ならば、こんなふうに面会することなどないはずの二人。


　共に違ちがう道を歩む、〈武街〉に覇はを唱える二人。


「……真しん剣けんに引退を考えたよ。健康にはそれなりに気を遣つかっていたが、こうも衰えると、な」


「あっそ。リンゴ食べていい？」


　蒼はベッドの傍そばの棚たなに置かれた果物くだものカゴを指差す。おそらくは見舞いの品だろう。


「……好きにしたまえ」


「サンキュ」


　相そう好ごうを崩くずし、蒼は手て摑づかみでガブリとやり始めた。


　モグモグ口を動かす彼をどこか遠い目で見つめながら、〈武街〉の主ぬしは淡たん々たんと呟つぶやく。


「惨みじめなものだな……結局、私は〝地ち刃じん〟の手助けをしただけか。さらに、築き上げたものは君一人に及およばないときた」


「バナナ食ってもいい？」


「……好きにしたまえ」


　リンゴを食べ終えた蒼は、バナナに手を伸のばした。間違いなく興味は四門ではなくこちらにある。


「奴やつらに対たい抗こうするには、圧あつ倒とう的な『個』でなくてはいかんらしい。私は、神に愛されなかったということか」


「ぶどう……」


「好きにしたまえ」


「……はいいや。ラ・フランス食ってもいい？」


　もう返答する気力も無い四門。


　蒼は無言イコールＯＫだとみなし、三つ目の果実に移る。


「私の望みは絶たれたが、まだ終わってはいない。君なら……やれるのかね？」


「勘かん違ちがいすんなよ」


　ラ・フランスを食べ終え、蒼は四門を見み据すえた。〈武街〉のトップに対しても、一歩も引かない胆たん力りよくと眼光。これが属性〝王メレフ〟たる少年の威い厳げん。


「俺おれは俺のためだけに戦ってる。アンタの思惑おもわくなんざどーでもいい。テメェが才能も実力もなくてボロ雑ぞう巾きんにされたからって、未練たらしく人様に希望かけてんじゃねーよ。俺にも……センパイにもな」


　言い放たれ、四門は自じ嘲ちよう気味に笑った。


　敗者がどうあるべきか、数多あまたの戦いを潜くぐり抜ぬけてきた自分が一番よくわかっている。


「……違いない。だが、私の本業は経営者だ。経営とは、最小の費用で最大の利益を生むのが基本中の基本だ。この手で奴らを処断できないのは物足りんが、君が本ほん懐かいを遂とげれば私の望みは達成されるとも言える。せいぜい頑がん張ばりたまえ」


「素す直なおに自分じゃ力不足なんで、那な斬ぎりさんお願いしますと言え、このかさつきオールバック」


「…………」


　指し摘てきどおり、艶つやと潤うるおいをなくした額に青筋が走る。


　忘れていた。


　飛ひ流りゆう要はもちろんのこと──那斬蒼も案外容よう赦しや無い。


「言いたいことはそれだけか？　言われなくても、〝天てん剣けん〟と〝地ち刃じん〟は俺が斬きる」


「……〝地刃〟に関して、少し気になる情報がある」


「あン？」


「神か奈な川がわ県けん西部の山地で、異メ魔ギ人ドの死体が頻ひん繁ぱんに発見されているとの報告があった。非公式だが、〝魔の裂門シヤアル・ゲヘナ〟の出現も観測された」


〈武街〉からさほど離れていない脅きよう威いに、蒼も顔を引き締しめて耳を傾かたむける。状じよう況きよう次し第だいでは、すでに要と共に遠えん征せいする覚かく悟ごも固めていた。


「非公式の理由は何だ？　異メ魔ギ人ドの出現なら、隠かくす必要も無い」


「出現……には違いないな。だが痕こん跡せきから察するに、群れは出現直後に全ぜん滅めつさせられた」


「何？」


　四門が口にしたのは、異メ魔ギ人ドの群れの拡散と被ひ害がいを防止する最善策でもある。ただし、実現はかなり困難だが。


「数は少ないが、かなりの精せい鋭えい揃ぞろいの群れと言っていいだろう。発見された死体には中級クトニアも複数いた。だが、どれも喰くわれていた」


　────！


　蒼の顔が険しさを増し、意識せず〝正宗〟を握にぎり締しめる。


　複数の中級クトニアのいる群れを全滅させ、なおかつ喰える存在。


　自おのずと答えは導き出される。


「状況証しよう拠こから察するに、群れは出現直後にすでにこちら側にいた個体に全滅させられ、捕ほ食しよくされた。それが可能な上位種を、我々は〝地刃〟を除けば一つしか知らん」


「上級レリウーリア」


　重々しく呟つぶやき、蒼は目を伏ふせた。どこか苦く悩のうしているような表情からは、いつもの快活さは感じられない。


「そうなるだろうな。私自身、上級レリウーリアに関する情報は少ない。世界を見み渡わたしてもそうだ。まず上級レリウーリアに遭そう遇ぐうした記録が五指で足りるほどしかない。遭遇した瞬しゆん間かん、死んでいるからだ」


「…………」


「そうなると、頼たよりになるのは状況証拠だけだ。ごくたまに見つかる中級クトニアの捕食死体──圧あつ倒とう的な強者に喰われたと一目でわかる死体だけが、上級レリウーリアの存在をおぼろげながらも暗示してくれる。もっとも、あやふやなだけにその分類に異を唱える学者も多いが」


　四門は、異メ魔ギ人ドの研究に関する一いつ般ぱん的な理解をそのまま口にしていた。


　実在の完全なる証明は未いまだ為なされず、可能性として暗示されるに留とどまる上級レリウーリア。


　だが、数多の異メ魔ギ人ドを屠ほふってきた少年が重く語る以上、それは実体を持った脅威として形を成す。


「斃たおせ、ってか？　その上級レリウーリアを」


「まだ確定情報ではない。可能性の段階だ。それに、問題なのはそこではない」


「…………？」


　蒼はもう一度四門の言葉をよく嚙かみ砕くだいた。


　神奈川……西部……まさか。


「おい……それって……」


「そう、君達真しん武ぶ学園の壱いち年ねんが明日行くという校外学習の場所に近い。そこが山の麓ふもとであることを考えると……危険だな」


　蒼は青ざめた顔で、立ち上がった。


　自分や要ならまだいい。


　だが琴こと美みや──美み亜あを上級レリウーリアに近づけるわけにはいかない。


「何とかしろ……アンタなら圧力かけて場所変えたり、中止にできるだろう!?」


「理由が無い。これはあくまで非公式な情報だ」


「んなモンは中止してから考えりゃいい。アンタはそうしてきたはずだ。何な故ぜそうしない!?」


　悲痛な問いかけに、四門は軽く目を閉じた。彼なりに生徒の身を案じているのか、苦く悩のうしているようにも見える。


「しない、のではない。できないのだ」


「…………？」


「私とは別の圧力がこの件に介かい入にゆうしている。特段の事情が無い限り、校外学習を遂すい行こうする──それが唯ゆい一いつにして絶対の命令だ。私も無む駄だに若い命を散らすことに利益を感じない。干かん渉しようはするが、決行自体は止められそうにない。〈武街〉は自分の庭だと思っていたが、どうも違うらしい。君達以外にも、動かせぬ連中がいるようだ」


　無力さを痛感した敗北宣言。


　この男が言う以上、それは抗あらがいようのない事実だろう。


　蒼はもう何も言わず、ドアへ向かった。時間が無い。せめて、要にだけは伝えなくてはならない。


「騒さわぎを起こして中止、というのはやめた方がいい。いかなる形であれ、校外学習は行われるだろう。下へ手たに停学にでもなれば、事態はより深刻になる。君や飛流要抜ぬきの状態の方が、むしろ危険だ」


　的を射た忠告は、蒼も自覚していた。


　行くしかない。


「君ならば……勝てるかね？」


　奇くしくも息子むすこが放ったのと同じ問い。


　蒼は振ふり向かずに言った。


「勝つさ。もう……負けない」


　答えではなく、ただの意思表示。それが納なつ得とくのいく答えだったかは、蒼にはわからない。ただ四門は彼を呼び止めた。


「待ちたまえ」


「何だよ」


　苛いら立だちながら振り向くと、四門の指先が果物くだものカゴに向いている。めぼしい物は蒼が食べたが、まだメインの大物が残っていた。


「メロン、持っていきたまえ」


「……サンキュ」


　かすかに笑い、蒼はメロンを受け取った。








　翌日、校外学習は予定通り敢かん行こうされた。


　雨天決行の予定だったが、天気はまったく心配する必要の無い快晴だ。


　集合場所は学園の校門前、チャーターしたバスに五クラスの生徒と教師を乗せ、出席を確かく認にん次し第だい出発する。


　が、壱年木組は早くも問題を抱かかえていた。


　ジャージ姿がトレードマークの担任の野の田だが、出席簿を片手に天を仰あおぐ。


　すでに生徒も副担任の飛流美亜も乗り込んだが……一人足りない。


「おい飛流、那斬はどうした？」


　最も目立つ男の不在に、バスの中もざわめいていた。


　真相を知るであろう要の回答に、注目が集まる。


「寝ね坊ぼうです。ほっといて行きましょう。待つだけ無む駄だです」


　仏ぶつ頂ちよう面づらの要に希望的観測を捨て、野田は運転手に言ってバスを走らせた。


　やがて皆みな、蒼の不在を忘れて遠足ムードに浮うかれていく。


　それぞれゲームや歌に興じ、束つかの間の解放感を味わう。


　ただ美亜と琴美だけが蒼の身を案じ、要に視線を注ぐ。


　走行中ということもあり、席を立って彼に直接訊きくこともできず、疑問は深まっていくばかりだ。


　しかし、機会は訪おとずれた。


　高速道路に入ってから約三十分、バスはサービスエリアに入りトイレ休きゆう憩けいを兼かねてしばしその動きを止めた。


　各おの々おのが休息に入る中、要も一いつ旦たん車外に降り、外の空気を吸すった。


　軽く伸のびをしていると、予想通り血の繫つながらない姉が近ちか寄よってくる。


「ねえ要、蒼君どうしたの？　昔から遠足の前は眠ねむれないタイプだけど、寝坊なんて……」


　真ま面じ目めに相手をする気は無く、要は無言のまま心配そうな美亜から目を背そむけた。ところが、背けた先には琴美がいた。


「飛流君……那斬君、どうしたの？」


　見ようによっては両手に花だが、要にとっては両手に重おも荷に、いやメスブタと言うべきか。


　面めん倒どう臭くささに、はあと中間管理職ばりの溜ため息いきを吐つく。


「どうして俺に訊くかね。電話は入れたんだろ？」


「そりゃあ……」


　担任の野田に代わって、連れん絡らくは美亜が取った。だが蒼は電話にすら出ない。


「何か……理由でもあるの？」


　今度は琴美が尋たずねる。


　要が何事か口にしかけたとき、駐ちゆう車しや場じように爆ばく音おんが鳴り響ひびいた。


「な、何!?」


　唸うなりを上げる駆く動どう音おん。


　その音に記き憶おくが呼び戻もどされ、美亜は駐車場への入場口を見た。彼方かなたから駆かけてくるのは、漆しつ黒こくのバイク。


　速度を落としながらも、大型二輪の車体と風力を計算したスーパーレーサータイプのカウルは絶大な迫はく力りよくを伴ともなって近付いてくる。


　滑なめらかに車体を傾かたむけ、バイクは要の傍そばで止まった。


　乗っていた少年はノーヘルで、ゴーグルしか身に着けていない。車体後部の左に装備したホルスターから大おお太刀だちを抜ぬき取り、ゴーグルを首まで下げ、瞬しゆん時じに丸いレンズのサングラスをかければ──那斬蒼の出来上がりだ。


「ふ～……ギリギリセーフ」


「アウトだ馬ば鹿か」


　要の指し摘てきに、美亜と琴美及および様子を窺うかがう生徒一同が頷うなずく。


「支し度たくに手間取っちゃって。男の子は準備に時間がかかるのだ」


「かからねーだろ、タコ」


　さらに冷たさを増すツッコミに対応すべく、蒼は己おのれの右の横よこ髪がみを指差す。一ひと房ふさ編み込まれた髪は、確かに多少手が込んでいた。


「今日はイマイチ決まらなくて」


「知るかボケ」


「いーじゃん別に。結果的には一いつ緒しよなわけじゃない？　追いついたし」


「校外学習に愛車で乗りつけるな」


「いやあ、もう一いつ瞬しゆん最大加速モード使っちゃおうかな～とか思ったけど、こらえてよかった」


「あれは装そう甲こうの再装備にかなり費用と手間がかかるんだぞ。一度パージした物は再利用できんしな」


〝騎き神しん〟のスペックと機能を知る要は、明らかに使いどころを間違えている蒼にあきれている。中身の伴ともなっていないガキに、強大なおもちゃは与あたえるべきではないという、いい見本だ。


「いやいや、でも全速を封ふうじられたりしたら、それは最も早はや歌うことを忘れたカナリアのわけで」


　周りを気にせず真顔で言う蒼。


　要は本気で星せい拳けんをかまそうかとも考えたが、もう天てん罰ばつは下ったのでやめた。


　はっと殺気を感じて振り返る蒼。


　担任の野田、生徒指導の茂も木ぎ。


　さらに各クラスの担任・副担任から強面こわもての者だけがそこにいる。


「さ、出発進行～」


　何事も無かったかのように忍しのび足で立ち去ろうとすると、茂木に後ろ襟えりを摑つかまれた。


「那斬、これからのことについて、向こうで話し合おうか」


「……お手て柔やわらかに」


　観念した蒼は、そのままズルズルと引きずられていく。


　十分後、よろよろと彼は舞まい戻もどった。


「うう……こってり絞しぼられた。人権侵しん害がいや」


　休きゆう憩けい時間が限られているだけに、濃のう縮しゆくされた説教は苛か烈れつを極きわめたらしい。


　人の視線や悪あく罵ばなどどこ吹ふく風の少年も、少々ヘコんだらしい。


「いい薬だ。俺おれに殴なぐられなかっただけありがたく思え」


　こういうとき、要は恐おそろしく冷たい。


　地じ獄ごくの盗とう賊ぞくに蜘く蛛もの糸を垂らすこともなく、ただその阿あ鼻び叫きよう喚かんの様を半笑いで見つめる男、それが飛流要だ。


「で、お前バスに乗るのか？　それともバイクで追っかけてくる気か？」


「バスだよ。〝騎神〟は置いてく」


「…………」


「必要になったら、携けい帯たいで遠えん隔かく操作して自動走行モードで〈武街〉に帰すから大だい丈じよう夫ぶだって」


「無人で駆かけ抜ぬけるバイク……新手の都市伝説を生みそうだな」


「信じるか信じないかはあなた次し第だい」


　都市伝説の常じよう套とう句くを口にしたとき、休憩時間が終わり教師は集合の号令を叫さけび始めた。


　蒼と要もそれに従い、バスに乗り込んだ。


　席は何やかんやで隣となり同士、ちなみに蒼の希望により彼が窓まど際ぎわだ。


「お前、こうまでして〝騎神〟を持ってきたかったのか？」


　走り出した車内で、要が冷然と問う。


　蒼の後先考えない行動には慣れているが、異メ魔ギ人ドの脅きよう威いと隣となり合わせの校外学習に遅ち刻こくするような少年ではないことも理解している。


「……必要になるかもしれないからな。あのサービスエリアからなら、とばせばすぐに俺の下もとに来られる」


「お前にしては考えたな。重そうな荷物も、準備の一いつ環かんか？」


　蒼が〝騎神〟の後部にくくりつけて持ってきたナップザックは、天てん井じようの荷物棚だなに載のせず、そのまま彼の膝ひざの上に載っている。校外学習の荷物にしては、かなりの重量感だ。


「要……メロンって、おやつに入るかな？」


　少し不安げに尋たずねる蒼。


　ちなみに高校生の校外学習に、おやつの金額制限などない。


「お前、まさか……」


「食べ頃ごろかなって」


　ポンと球状に盛り上がったバッグの表面を叩たたくと、要はそれ以上追及する気が失うせ、物もの憂うげに言った。


「……半分くれ」


「弁当くれ」


　二人の目が合う。


　それだけで密約は交かわされ、昼食時間は互たがいに満足いく食事が約束された。


「けど、お前も荷物多いんじゃね？　さりげにフル装備か？」


　蒼と同じく、要もまた学校指定のスクールバッグを荷物棚ではなく、膝元に置いている。余計な物を持ち運ばぬはずの友人だが、今日はずいぶんと荷物が重そうだ。


「準備するに越こしたことはない。お前も警けい戒かいは怠おこたるな」


「あいよ」


　余人の入り込めぬ二人だけの会話は、目的地に到とう着ちやくするまで続いた。


　やがてバスは止まり、壱年木組をはじめとする面々は、教師の指示でその建物の前にクラスごとに整列した。


　月つき島しま錬れん成せい館──それが校外学習の舞ぶ台たいだった。


　目の前の施し設せつは、趣おもむきを異にする二つの建物から構成されている。


　まず右に位置するものは近代的な展示館であり、現存する様々な武器の展示と解説が行われている場所だ。普ふ段だんは一いつ般ぱんにも開放され、特に武術関係者でなくとも入館料を払はらえば観かん覧らんは可能だ。もっとも今日は貸切なので、この手の行事で常に教師が口をすっぱくして言う一般客への配はい慮りよも必要無い。


　そしてもう一つの左に位置する建物が、和式建築の平屋だ。こちらは展示館より大分小さなものだが、用よう途とを考えれば敷しき地ちは充じゆう分ぶんすぎる。展示館が知識の習得に寄き与よする場所に対し、こちらはそれを実じつ践せんするための場所──修練のための道場だ。


「じゃあ、まずは展示館の見学だ。順に入れ」


　やる気の無い声で、木組担任の野田が促うながす。


　蒼と要も人の波に紛まぎれ、展示館へ足を踏ふみ入れた。


　入館後は特に整列して見学する必要はなく、それぞれ好きな場所へ行くことが許される。


　皆みな思い思いに興味を惹ひかれる展示物へ向かうが、真武学園の生徒とはいえそこはあくまで高校生、骨こつ董とう品に近い品々を真しん剣けんに観覧する者は少ない。


　それぞれ友人との他愛たわいもない話に興じ、ぶらぶらと展示物を眺ながめるでもなく館内を歩く。


　稀け有うな例外がいた。


　周囲の喧けん騒そうから離はなれ、琴美だけが澄すんだ瞳ひとみで食い入るように展示物を見つめている。


　ガラスの先には、抜ぬき身を晒さらした一振ふりの刀が刀かたな掛かけに立てかけられていた。


　説明用のプレートには、戦国期の無む銘めいの刀、とだけあり製作者やその戦績は記されていない。実用に乏とぼしい骨董品であり、現存していることのみが「価値」と呼べるのだろう。


　最新技術でその刀身は製作直後の輝かがやきを取り戻もどし、本来の役目からは離れつつも少女の心を惹きつけている。


　誰だれの手による物とも知れない、名も無き刀。


　なのに、目にした瞬しゆん間かん琴美はそこから動けなかった。


「気になるのか？」


「あ、那斬君……」


　背後から声をかけられ、琴美は恥はずかしそうに目を伏ふせた。刀に釘くぎ付づけになる女──どう考えても男受けはしないだろう。


「前も言ってたよな、刀とか好きだって。使うのは嫌きらいなのに、どうしてそう思う？」


「私も……よくわからない。でも、理り屈くつ抜ぬきにキレイだって、思って……」


　淡たん々たんと語り、再び琴美は無銘の刀を見つめる。


　他ほかの者が見向きもしないそれは、確かに自分の心に訴うつたえかけてくる何かがあった。


「魂たましいがこもってるからな」


「……え？」


　振り向くと、蒼もまたその蒼そう茫ぼうの両目に刀を映していた。彼も琴美と同じように、刀の深遠に触ふれている。


「たとえ人殺しの武器でも、作り手が魂を込こめて、信念を込めて、想おもいを込めれば、それは誰かの心に何かを残す。作り手が死んでも、作品が残る。作品が朽くちても、込めた想いは受け継つがれる」


　老成した口調は、偉い大だいな芸術を讃たたえる詩人と比べても遜そん色しよく無かった。


　実際にその手を血に染め、比類なき名刀で数多あまたの敵を屠ほふってきたゆえに、その言葉はいつだって重い。


「那斬君の〝正まさ宗むね〟も……そうなのかな」


　ポツリと漏もらした問いに、蒼は微び笑しようした。


　ほんの少しだけ、彼の過去が覗のぞく。


「こもってるよ、あのオッサンの生き様が」


「……え？」


「銘めいは無いんだ、俺の〝正宗〟」


　無銘の〝正宗〟──おかしく思えるかもしれないが、刀とう剣けん界では特段驚おどろくことでもない。通常日本刀は刀身の下か端たん、柄つかに納まる「茎なかご」と呼ばれる部分に製作者や製造地を示す「銘」が刻まれる。


　だがそれは時と場合により、誰とも知らぬ刀工の手による無銘の刀も数多い。逆に偽ぎ銘めいが刻まれることも日常茶さ飯はん事じだ。すでに名の知れた刀工であっても、製造の事情や風習によっては銘を刻まぬ場合も珍めずらしくない。


　特に名工五ご郎ろう入にゆう道どう正宗の場合、現存する刀がほぼ無銘であることが知られている。


　諸説入り乱れる無銘の理由──されど、蒼の持つ封ほう刀とう〝裏うら正宗〟だけはもう結論が出ていた。


「いらないんだ、銘なんて。あのオッサンの魂が、ちゃんとこもってるから。それをちゃんと目に焼きつけた奴やつがいるから。そして──」


「そして……？」


「俺おれがいるから」


　そう言って、蒼は目を閉じた。


　銘とは物質的なものではなく、刀に宿る魂そのもの──そう言いたかったのかもしれない。


　琴美はそれを理解しつつも、入り込めぬ蒼と〝正宗〟の絆きずなに一いち抹まつの寂さびしさを感じていた。


　沈ちん黙もくが流れる中、周囲の人の波が移動していることに気づく。


「あ……集合時間かも。道場の方に集まらなきゃ」


「行こっか」


　連れ立って歩き出した二人。


　束つかの間の語らいが終わったとき、望まない邂かい逅こうが待っていた。


　道場に続く通路に出たとき、生徒とは違ちがう施し設せつの関係者とおぼしき青年とすれ違う。剣けん道どう着ぎを纏まとった長身の後ろ姿に、琴美は思わずその名を呼んだ。


「お兄ちゃん……！」


　振り返った相手は、呼び名に反して琴美との血の繫つながりを想起させる要素に欠けていた。


　長身のがっちりした体格は気き迫はくに満ち、全身から己おのれの力量への自信が漲みなぎっている。服の上からでもはっきりわかる鍛きたえ込こまれた肉体がそれを裏づけ、対たい峙じしただけで実力を想像させた。


「琴美……何でお前がいる？」


　兄の怪け訝げんな顔に、琴美は目を背そむけた。怯おびえている、とも取れる。


「ああ……そうか。今日は真武学園の連中が来るんだったな。道理でお前如ごときがここにいるわけだ」


　うんざりした口調は、傲ごう慢まんに満ちていた。角かく刈がりの浅黒い顔はひどく嫌いや味みであり、実の妹を完全に見下している。


「……誰、この人？」


　嫌けん悪お感を隠かくさずに蒼が訊きく。


　琴美は俯うつむきながら、小さく答えた。


「……私の、お兄ちゃん。上から二番目の……武たける……お兄ちゃん」


「『月島』の面つら汚よごしを、妹に持った覚えは無いがな」


　うんざりしたように武が言う。


　琴美は反論せず、両手の拳こぶしを強く握にぎっている。


　何てことない。


　実家で何度も言われ続けたことだ。武一人なだけ、まだマシだろう。


　今までのように、耐たえればいい。ただ受け入れて──そう思っていた。


　ただ、蒼はそれを許ゆるさない。


「こらこら、妹になんつー口きいてんだ？」


　少々むっとした顔で武に近付く蒼。


　武は武で、何だコイツ？と身構える。


　だが激げき突とつは為なされず、琴美が小さな手で蒼の背の布地を摑つかむ。


「いいの……やめて」


「……けどさ」


「本当のことだもの……私が悪いの……私が、弱いから」
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　かすれた声に、蒼はそれ以上何も言えなかった。


　対照的に、武が豪ごう快かいに笑う。


「ははっ、自覚してる分だけマシになったな。家を出て正解だ」


　琴美は何も言わない。ただ、蒼はひどく冷たい目で武を見ている。


「しかし、何でまたあの学園に入ったのやら……俺や兄さんも出てるとはいえ、お前には荷が重いだろ？　今からでも他の学校に替かえたらどうだ？」


　それは兄としての心配ではなく、あくまで家名の名めい誉よから出た言葉だった。


　その証しよう拠こに、彼はしたり顔でこう告げる。


「だがどこへ行っても、無む闇やみに『月島』の名を出すなよ。もうお前に汚されるのはうんざりだ」


　それだけ言うと、武は足早に去った。目的地は二人と同じ道場に違いない。


　蒼がかける言葉が見つからずに立ち尽つくしていると、琴美は何事もなかったかのように、歩き出す。


「月島……」


「……急ご。じゃないと、先生に怒おこられるよ？」


　彼女は小さく笑った。


　その瞳ひとみの端はしに光る雫しずくを、蒼は見み逃のがさない。


　無言のまま琴美に付き添そい、道場へ赴おもむく。


　数分後、二人は生徒に埋うもれ、月島錬成館の道場にいた。


　広さは真武学園の多目的道場とほぼ同じであり、小規模な大会なら問題なく行える広さだ。建たて物ものは新しく、まだ修練に励はげむ者の血と汗あせが染しみ込こんでいるとは言えないが、風格はある。


　これだけの施し設せつを備え、真武学園の校外学習に選ばれるのは──やはり月島の名が為なせる業わざか。


　そして今、月島の名を冠かんする若き青年が剣けん術じゆつの型を披ひ露ろうしていた。


　これもまた校外学習の一いつ環かん、名の知れた先達を見学することも必要には違いない。だからこそわざわざ生徒を集めたのだが、一いつ切さい興味の無い少年が一人いた。


　要である。


「何が悲しくて、こんな退たい屈くつな見み世せ物ものを観覧しなくちゃならないのやら……」


　体育座ずわりをしながら、隣となりの蒼にだけ聞こえるように呟つぶやく。


　だが蒼は無む反はん応のうだ。


　訝いぶかしがりつつも、要はつまらなそうに眼前の退屈きわまりない演えん武ぶを見る。


　今度は真しん剣けんを用いての居い合あい──束ねた藁わらが抜ぬき放たれた刃はに両断され、どよめきと拍はく手しゆが飛ぶ。


　それなりに見み応ごたえはあるのだが、要にとってはただの茶番でしかない。


「装備の四門、戦せん闘とうの月島ということで期待をしていたが……見る価値無しだな」


　要が呟いたところで、汗あせを拭ぬぐいながら武が生徒達に声をかける。


「では……そろそろ時間も迫せまっているので、最後の講義に入ります。何といっても、武術は実じつ践せんあるのみ。軽く試合形式で稽けい古こを行いたいと思いますが、立候補される方はいますか？」


　いかにも体育会系な提案に、生徒達が顔を見合わせる。


　血気に逸はやる年とし頃ごろでもやはり日本人、こういうときは中々手が挙がらない。


「どうする佐さ藤とう……やってみるか？」


「いや、待て鈴すず木き……相手はあの月島の次男だ。今の演武を見ても相当な実力だ」


　蒼と同じ組の瘦やせた小こ柄がらな少年と、小太りの少年も顔を見合わせて頷うなずきあう。


「確かにな……君子危あやうきに近ちか寄よらず、ここは戦術的撤てつ退たいといこう、佐藤」


「ああ。さすがだな、鈴木」


　約半分の者がこの二人と同じ結論に辿たどり着き、手を挙げようとしない。


　もう半分は、周囲の反はん応のうを見てタイミングを窺うかがっている……といったところだが、無言の牽けん制せいが錯さく綜そうし、中々手を挙げられないでいる。


　武は嘲あざけりを込こめて、肩かたを竦すくめた。


「こらこら、これから異メ魔ギ人ドと戦おうって者が、そんな弱気でどうする？　卒業生として悲しいぞ。質が落ちてるんじゃないか？」


　遠えん慮りよの無い一言に、生徒をはじめ美亜達教師も少々むっとする。


　だが元々は学校側の依い頼らいによる行事、大人の対応で誰も異を唱えない。


　ただ一人の例外が、まっすぐ手を挙げた。


「俺おれやります」


　視線を一身に集めながら、蒼が立ち上がった。


　その蒼そう茫ぼうの瞳ひとみが、揺ゆるぐことなく武を射貫ぬく。


　一いつ瞬しゆん気け圧おされつつも、月島の誇ほこりがそれを許さず、武はすぐに胸を反らして挑ちよう戦せんを受けた。


「……いいだろう。前に出て、防具をつけて」


　蒼は進み出る前に、要に携たずさえていた〝正宗〟を渡わたす。


「預かっといて」


「……ああ」


　受け取りながらも、要は違い和わ感かんを覚えていた。蒼が〝正宗〟を手渡す──もちろん公衆の面前で真しん剣けん勝負など行えるわけもないが、それでもこうもあっさり預けるのはおかしい。


「ずいぶんと長いな。武器は自分に合った物を使うのが基本だぞ。もう少し身の程ほどを知ったらどうだ？」


　武がしたり顔で言うが、蒼は相手にせず、道場の隅すみにある用具の積つまれたスペースを指差す。


「竹刀しないと防具は、そこに置いてあるの使っていースか？」


「……ああ、好きに使ってくれ」


　無表情の蒼に釈しやく然ぜんとしないものを感じつつ、武も防具を纏まとう。防具自体は通常の剣道とまったくかわらないが、こちらは特注の高級品だ。


「よし、では試合は通常の剣道ルールで問題無いか？」


「ええ。ちょっと待って下さい、防具のつけ方知らないんで」


　しばし間が空き──武は腹を抱かかえて笑い出した。


「はあ!?　本気か!?　それで試合する気か!?」


「ええ。要、手て伝つだって」


　武の嘲ちよう笑しように構わず、蒼は要の助けを借りて淡たん々たんと防具をつける。


　籠こ手てをつけ、垂たれをつけ、胴どうをつけ、面をつけ──普ふ段だんの彼では考えられない重装備。


　武は明らかに興ざめした様子でそれを見ているが、道場の空気は緊きん迫ぱくしていた。


　蒼の実力を欠片かけらでも知る者なら、誰もが思う。


　何かが違う。


　何かが──蒼の中で湧わき上がっている。


　生徒達は敏びん感かんにそれを感じ取り、教師達もいぶかしむ。


　武だけが気づいていないが、皆みな畏い怖ふを込めて蒼を見ている。


　やがてその空気に耐たえられず、美亜が近ちか寄よってきた。


「ねえ……どうか、したの？」


「別に」


　蒼は無感情で答える。それがいっそう美亜の不安を増加させた。


「月島と何かあったのか？」


　ルールの説明をしていた要が、うかない顔の琴美を見ながら言う。彼女もこちらに視線を向け、心配そうに見つめている。何か言いたげな顔だが、要は無視した。


　傲ごう慢まんな兄と家名に似に合あわぬ妹──何があったかは大体想像がつく。


「月島さん……何か、あの人に言われたの？」


「さあ」


　蒼はとぼけたままだが、当然要は気づいた。


　そして──美亜も。


「いいのか、止めなくて？　一応校外学習で、相手は外部のお偉えらいさんの息子むすこだろ？」


　要は姉に常識的な対応を促うながすが、美亜は首を横に振ふった。


「……いいわよ」


「教師だろ？」


　要が呆あきれたふうに言うが、美亜は無視して蒼の耳元に口を寄せる。


「教師だから……生徒を馬ば鹿かにされるなんて許せないの」


「…………」


「蒼君、ぶっとばしちゃいなさい！」


　ぐっと拳こぶしを握にぎりながらかけられた一言に、蒼は返答しない。


　無言のまま武の下もとへ向かう彼を見送りながら、要はもう一度美亜に確かく認にんした。


「いいのか、あんなこと言って？」


「くどいわよ。生徒を守ること以上に、教師に大事なことがあるの？」


「そういうことじゃなくて……」


　自分の発言の意味をイマイチ理解していない姉に失望しつつ、要はポツリと言う。


「殺人許可証マーダーライセンス、与あたえたようなものなんだが」


「……え？」


　ようやく自分の発言の影えい響きようを理解し始めたとき、すでに試合は始まりつつあった。


　蒼と武は互たがいに立ち礼をした後、三歩進んで両りよう膝ひざをまげて座り込む「蹲そん踞きよ」の姿勢をとる。竹刀しないの先せん端たんが重なりあう中、武が鼻で笑う。


「琴美の敵かたき討うち、か？　今世界を救えるのは強者だけだ。そして強者であることは、月島の義務でもある。それを為なせなかったアイツに、何な故ぜ同情する？」


　蒼は何も答えない。それを嘲あざけりと感じ、武が顔を歪ゆがめる。


　そして、試合開始の掛かけ声がかかる。


「始めぇぇぇぇぇっ！」


　共に立ち上がり、構える。


　ほぼ同時に勝負は決した。


「シャァァァァァァッッッッ!!」


　道場を揺ゆるがす咆ほう哮こうと共に、雷いかずちの如ごとき面打ちが武に振り下ろされた。


　まったく反はん応のうできずに武はまともに喰くらい、蒼は踏ふみ込みの勢いをそのままに彼の後方へ駆かけ抜ける。


　激げき震しんの後、道場は静せい寂じやくに包まれた。


　理り屈くつ抜ぬきにその場の空気を止める、そんな一いち撃げきだった。


　数秒後、ようやく我を取り戻もどした審しん判ぱんが叫さけぶ。


「いっ、一本ッッ！」


　同時に、歓かん声せいが巻き起こった。


「スゲェッ、何だよ今の！」


「全ッ然見えなかった……相手棒立ちじゃん！」


「ヤベェ……やっぱ那斬って壱いち年ねん最強なんじゃねーの!?」


　生徒達は皆みな蒼をほめたたえ、竹刀剣けん道どうでもはっきりわかるその実力に胸を打たれる。


　一方、武はまだ敗北が理解できず、茫ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。


「何だ……今の……」


　面をつけているのに頭部に残るこの衝しよう撃げき。


　この少ガ年キ──何者だ!?


　困こん惑わくする武を気にせず、蒼は再び立ち礼をし、蹲踞の姿勢に入っていた。


　剣道の試合は基本的に三本勝負、まだ一戦目を先取したにすぎない。


　武も蒼の動作でそれを思い出し、慌あわてて二戦目開始の動作に移る。


「今のは……マグレだ！　次はこうはいかんぞ!!」


　凄すごむ武を、蒼はただ澄すんだ瞳ひとみで見つめる。


　そして再び轟とどろく開始の掛け声。


　動き出す二人。


　全すべては一戦目と同じ光景だった。


「シャァァァァァァッッ!!」


　高速の面打ちは反応することすら許さず、武の面を打ち抜ぬく。


　今度は審判も遅おくれはしない。


　どこかですでに勝者を予想していたのかもしれなかった。


　主しゆ審しんと二人の副ふく審しんは、満場一いつ致ちで有効打だ突とつを示す旗を揚あげる。


「一本ッッッ!!」


　再び湧わき上がる歓声。


　今度こそ揺ゆるぎない完全勝利。


　それでも蒼は何の反応も示さず、謙けん虚きよとも言える足取りで下がり、礼をした後に防具を外す。


　武は面を外しながら、今度こそ本当に呆ほうけた顔で蒼を見つめている。


　優勝劣れつ敗ぱいの掟おきてにより、敗者である彼には誰も目もくれず蒼を称たたえる。


　生徒からの失望した視線でそれを実感したとき、武は面を床ゆかに投げ捨てて吠ほえた。


「認めん……認めんぞこんなの!!」


　肩を震ふるわせながら歯は嚙がみする彼に、背を向けていた蒼がゆっくり振り向く。


　今まで無表情を貫つらぬいた顔が──笑っていた。


　一点の曇くもりも無い、嘲あざけりの顔で。


「じゃあどうするよ、負け犬？」


「貴き様さまァッッ!!」


　生来の激情に火が点つき、武が殴なぐりかかる。


　危ない、と皆みなが目を伏ふせたとき、武の体は宙に舞まっていた。


　────!?


　数メートルは吹ふっ飛ばされ、真しん剣けんを飾かざった上座に巨きよ体たいが叩たたき込まれる。


　起き上がると同時に、武の体には深刻なダメージが刻まれていた。


「ガハッ…………」


　口中に血の味が広がる。異物感を感じて吐はき出すと、折れた歯が数本床ゆかに転がった。


「ヒッ…………」


　震ふるえと同時に、鈍にぶい痛みが胸に広がった。視線を下ろせば、つけたままの胴どうは粉ふん砕さいされ、拳こぶしの痕あとが胴着の上からはっきりと叩たたきつけられている。肋ろつ骨こつも数本折れ、内臓に刺ささったのか喉のどから血が湧わきあがってきた。


「あ……あぁ……」


　恐きよう怖ふと共に、武は顔を上げた。


　蒼がゆっくりと近付いてくる。


　彼の拳が見えた者は数人──琴美もその一人だ。


　兄が殴なぐりかかったとき、蒼はそれを超こえる迅はやさで拳を叩き込こんだ。


　顔と腹──


「二発……」


「いや、三発だ」


　はっと振り返ると、いつの間にか要が隣となりに座すわっていた。


「顔を打ち抜ぬき、防具の胴とアバラを破は壊かい──ダメ押しで腹にもう一発。内臓にもダメージは及およんでるだろうから、もう勝負はついたな」


「…………！」


　琴美は再度蒼を見た。


　彼は拳に血を滴したたらせながら、薄うすく笑えみを浮うかべている。


「お前、早めに実家帰った方がいいぞ」


「え……？」


　要の一言に、何な故ぜか総毛だった。


「葬そう儀ぎの準備で忙いそがしくなる」


　要の言葉の意味は、すぐにわかった。


　他ほかの生徒も理解している。


　これから始まるのは──一方的な殺し合いだ。


「どうしたんスかせんぱぁ～い？　そんな怯おびえちゃってぇ～」


「や、やめろ……くるな……」


　武が恐きよう怖ふに顔を歪ゆがめて後ずさる。立ち上がる気力すら無い。


「俺何もしてないじゃないスか～。いきなり後ろにぶっとんじゃったりして……なあ皆みんな？」


　蒼は周囲の生徒に笑いかけ、級友の表情を凍こおりつかせた。


　頷うなずかざるをえない。


　確かに、蒼の拳が見えた者などほとんどいない。


　だがわかる──間違いなく蒼がこの男を叩たたき潰つぶしたのだと。


「くるな……来るなァァッ！」


　恐きよう怖ふが頂点に達し、武は背後の真しん剣けんを抜き、蒼に突つきつけた。


　いかん、と教師や錬成館の職員が駆かけ寄るが、皆一定距きよ離りに近付いた時点で不可視のプレッシャーに足を止めた。


　紅あかいビジョンが断続的によぎり、視界が紅く明めい滅めつする。


　それはこれから始まる惨さん劇げきの予兆か。


　蒼が普ふ段だん引く殺意の斬閃ラインには程ほど遠とおい。だが干かん渉しようを許さぬ殺気は、物理的な圧力となって周囲の者を竦すくませる。


「やだな～もう。先生方ってば、何慌あわててんスか？　これはただの試合なんだから……黙だまって見てて下さいよ～」


　邪じや魔ましたら殺す。


　何があっても、試合中の事故。


　そう言外に言っていた。


「やってみろよクズ」


　周囲を真しん紅くの威い厳げんで抑おさえながら、蒼は冷然と告げる。


　武はまだ気づいていない──素す手での相手に刀かたなを向ける、すなわち正当防衛と言い逃のがれられる口実を与あたえてしまったことを。


「お前如ごときには、〝正宗〟を使うまでもない。とっとと刀使えよ……輪切り千切り微み塵じん切ぎり……どれが好みだぁ～？」


　残ざん虐ぎやくと呼んでも差し支つかえない表情に、武は己おのれの無能と無力を悟さとった。


　勝てない。


　真剣を持っても、銃じゆうを持っても、この少年には絶対勝てない。


　刀を奪うばわれて、そのままあの世行きだ。


　プライドと自我の崩ほう壊かいが迫せまる中、蒼がゆっくり近付く。


　見かねて要が立ち上がり、教師の中でも茂木をはじめとする武ぶ闘とう派はが本ほん腰ごしを入れて止めに入ろうとする。


　声を上げようとする美亜。


　だが誰だれよりも早く琴美が叫んだ。


「やめて！」


　蒼の足が止まる。


　先ほどまでの酷こく薄はくな王の顔は消え、いつもの澄すんだ瞳ひとみで振ふり返ると、首を横に振る琴美がいた。


　今の蒼を止めるのは、正直怖こわかった。


　でも、見ていられない。


　誰もが思うだけで口にできなかった言葉を、彼女は震ふるえながらも口にした。


「もう……いいから。やめてあげて……」


　蒼は武に向き直り、その前まえ髪がみを摑つかんで自分の顔まで引き寄せた。


　まだ怯おびえる武に、にっこりと笑いかける。


「よかったな～かわいい妹がいて……ああも必死に言われちゃ、さすがに敵かなわねーや」


　状じよう況きようを[image: ]のみ込めない武は、困こん惑わくした顔のままだ。


　理解できるように、蒼はもう一度冷たくすごんで言い聞かせる。


「わかるよな……お前は今、妹に助けられたんだ。テメェが馬ば鹿かにした妹にな。ってことは、お前は妹よかはるかに救いようのねー弱者でクズってことだ。わかるよな、いくらクズでも？」


　武は青ざめながら頷うなずいた。そうするしかなかった。


　蒼はそれを満足げな顔で見つめながら、最後に耳元で囁ささやいた。


「次調子こいたら……お前殺すよ？」


　その瞬しゆん間かん、武の顔から表情が消えた。その言葉だけで、蒼は彼を生ける死人に変えた。


　興味を無くし、蒼はうーんと伸のびをしながら要の下に舞まい戻もどる。


　周囲の視線も何のその、ごく普ふ通つうに感想を尋たずねてみる。


「あんなもんで、充じゆう分ぶんかね？」


「お前にしてはよくやった方だ。そこそこドＳサイドおれのりよういきに近付いてきたな」


「……あんま嬉うれしくないな、それ」


「公衆の面前であえて相手の得意分野で試合をし、文句無しにぶちのめした後で、正当防衛を成立させるよう持っていくのはうまいやり方だ。何より、あの手のタイプは真っ向から打ち破られるのが一番効く。あえて生かして生き恥はじを晒さらさせるのもいい。ただ俺おれ的には介かい護ご無しでは通常生活も不能なレベルまでぶちのめして、その後の人生を惨みじめに送らせるというパターンの方が……」


「……それ、続き聞かないとダメ？」


　ちょっとヒキ気味な蒼。


　やはりこの男にはその方面では勝てない。


　むしろ要に任せた方がよかったのかな、と腕うで組ぐみをして考え込むと、場を和なごませる声が響ひびき渡わたった。


「はーいみんな、お昼の時間だから、水組から道場を出て外に集まって～」


　美亜のぎこちないながらも快活な声に、その場の人間がはっと現実に立ち戻もどる。


　かなり危険な見み世せ物ものは終しゆう了りようし、楽しいはずの校外学習が再開されたのだ。


　若じやつ干かんの戸と惑まどいを残しつつ、生徒達はぞろぞろと道場を出て行く。


　教師達は後々の処理のことで顔を見合わせているが、少なくとも荒あら事ごとは終わった。


　まだ茫ぼう然ぜんと座すわり込こんだままの武を見れば、もういかなる行動も起こせないことはすぐにわかる。


　最後に教室を出る木組の生徒に紛まぎれ、蒼と要も道場を出て行く。


　二人を待つ形で、琴美が扉とびらの傍そばに立っていた。


　何か言おうとする彼女の唇くちびるに、蒼はそっと人差し指を当てる。


「悪かったかな、兄ちゃんヘコまして」


「…………」


　言われてから、琴美も何が言いたかったのか、もう一度思い返した。


　お礼？


　だが、兄は立ち直りそうにないほど叩たたきのめされた。


　抗こう議ぎ？


　だが、蒼は自分のために戦ってくれた。


　錯さく綜そうする感情は、容易に一色に染まりはしない。


　どちらを選んでも、きっと心のどこかが痛む。


「気にすんなよ、俺が勝手にやったんだから。気に入らなきゃ憎にくみゃいーし、スカッとしたなら今度何か奢おごって」


　そう言って、蒼は笑った。


　その笑えみだけで、何だか救われた気がした。


　結局、彼には何も言えなかった。


　まだ胸に灯ともる想おもいは──伝えられそうにない。








　そのビルの屋上は、〈武ぶ街がい〉を見み渡わたすにはほど遠かった。


　街の中心部にあるわけでもないし、高さも無い。


　いずれは取り壊こわされるであろう廃はいビルであり、入居者も皆かい無むだ。


　南地区の未開発区域であるため、周囲も殺風景なことこのうえない。


　あえて存在意義を挙げるならば──人目につきにくい。


　ゆえに、密談には最適。


　だからこそ、剣けん翁おうと呼ばれる老人はそこを指定した相手に従った。


　杖つえをつきながら階段を上り終えると、清潔な印象の青年が二人掛がけの白い円形テーブルに腰こし掛かけている。


　剣翁の姿を見ると、青年は立ち上がって軽く一礼した。


「お呼び立てして申し訳ありません」


「構わんさ。儂わしもそちら側と会談を望んでいた。御み塚づか七なな人と殿どの……で、相そう違いなかったか？」


　名を呼ばれ、七人は微び笑しようした。


　年ねん齢れいは二は十た歳ち前後で、白いシャツがよく似に合あう。色白で知的な印象を与あたえるが、物もの腰ごしの柔やわらかさと対照的に、どこか達観していて人を寄せ付けない雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。


　緩ゆるくウェーブのかかった眩まばゆい銀ぎん髪ぱつと第一ボタンを外して晒さらした胸で光る十じゆう字じ架かが、剣翁という妖よう気き漂ただよう老人と対たい峙じしても、見み劣おとりしないある種の神こう々ごうしさを与えている。


「どうぞ、お掛け下さい。今お茶をお淹いれします」


　七人に促うながされ、剣翁は席に着いた。


　すぐに湯気を立てて目の前のティーカップに深しん紅くの液体が注つがれる。砂糖もミルクも加えず、剣翁はそのまま紅茶を口にした。


「うまい茶だな。いい葉を使っている」


「あ、それスーパー丸まる木きの安売りです。三百円もしなかったかな？」


「…………」


　無言でじっとティーカップを見つめる剣翁に構わず、七人は砂糖とミルクを加えて自分も紅茶を飲み始める。


「ホント、あそこは安くて一人暮らしの学生には助かりますよ」


　特に悪気も無くしみじみ語る七人。


　剣翁は咳せき払ばらいをした後、前置き無しに核かく心しんに入った。


「……それで、今回の件はそちら側も了りよう承しようしたと捉とらえてよいかな？」


「ええ、どうぞご自由に。こちらとしても興味深い」


「すんなりと許可が下りたものだな。そちらの方針から察するに、少々性急と指し摘てきされてもおかしくはなさそうだったが？」


「時は満ちた、ということですよ」


　七人は視線を街の中央に移しながら、淡たん々たんと語る。


「人という種は、ある意味で終着点に辿たどり着いてしまいました。これ以上、劇的な変化は望まない。ならば、そろそろはっきりさせるべきでしょう」


「生き残るべきがどちらか……そういうことか？」


　剣翁は薄うすく笑った。


　七人もまた。


「ええ。上級レリウーリアと……極者アダム・バルフ。ちょうどいいでしょう、途と中ちゆう経過を我らが主しゆに知らしめるためにも」


「どちらが勝つと思う？」


　剣翁の問いに他意は無い。


　あちら側がどのような結果を予測するか──ただそれを知りたいだけだ。


「どちらでも。結果は一いつ緒しよです。そちらも一緒でしょう？」


「うまく躱かわしたな」


　剣翁はそれ以上の追つい及きゆうを諦あきらめ、紅茶を飲み干した。


　カップに残る雫しずくに、彼かの地で流れる鮮せん血けつを思い、剣翁は右目を覆おおう眼帯代わりの鍔つばに触ふれる。


「成果を見せい、要」








　昼食の時間は、錬れん成せい館前の広ひろ場ばの使用が許可され、皆みな思い思いの場所で弁当をパクついていた。建たて物もの内での飲食は許可されていないため、食事中はほぼこの近辺に固まることになる。


　蒼と要は周囲から離れ、駐ちゆう車しや場じように近い舗ほ装そうされた区域に陣じん取どっていた。


　建物からも教師の集団からも遠く、ほとんど二人だけの世界に近い。


「お前のせいで、今いま頃ごろ教師連中は大おお慌あわてだな。午後のスケジュールは組み直し間違い無し、下へ手たすればこのまま解散か？」


　蒼と共にコンクリートの段差を椅い子す代わりにしつつ、要が言う。


　皮肉を言っているわけではないが、例によって冷たい口調だ。


　暴れてスッキリしたものの、蒼は急速に重くのしかかる現実に、ちょっと唇くちびるを尖とがらせている。


「……メシ」


　仏ぶつ頂ちよう面づらで右手を差し出すと、要が黒い弁当箱をそこに載のせた。


　何の気き兼がねもなく受け取り、パカッと蓋ふたを開けて蒼は食事にかかる。


　中は大きく中央で区切られ、約半分を占しめるふりかけのかかった白飯と合わせた形で、おかずが敷しき詰つめられていた。


　品目はハンバーグ、エビフライ、卵焼き、豚ぶたの生しよう姜が焼きらしき炒いため物。


「……全体的に茶色くね？　つーかバランス悪くね？　子供の好きなモン詰め込こみゃーいーと思ってんだろ」


「嫌いやなら食うな」


　作り手の常じよう套とう句くを吐はかれ、蒼はそれ以上の抗こう議ぎを引っ込めた。リクエストはそこそこ汲くむ嫁よめだが、一いつ旦たんヘソを曲げると長引く。


「……いただきます」


　おとなしく口にするが、一口、二口と食べるうちに、顔が微び妙みように歪ゆがんでいく。


「お前、このハンバーグとエビフライ冷れい凍とう食品じゃん。卵焼きもパッサパサだし。手て抜ぬきを覚えた主婦か？」


　要は無言のまま、自分の分の弁当を食べている。


　こちらは蒼の物とは大分献こん立だてが違ちがうが、弁当論を語る蒼はそれに気づかない。


「……ったく、普ふ段だんは仕方無いとはいえ、遠足という一大イベントで手ぇ抜いてどーすんだよ。運動会と遠足という二大イベントこそ、嫁の真価が問われるときだろうが！」


「それ作ったの姉ねえさんだ」


　ブーッと噴ふき出し、蒼はもう一度弁当を見た。


　確かにこの献立……覚えがある。


　子供の好きな物を放ほうり込んどこう……的な内容に、愛情がこもっていれば手作りじゃなくても……的な発想。


　何より、普ふ段だんの要より数段まずい。


「お、お前……」


「お前が来る前に、渡わたされてた。向こうは教師同士で注文した弁当を食べなきゃならないから、どのみち一緒には食べられない。とはいえ渡しても素す直なおに受け取らないだろうから、俺から……ってな」


　言いながら、要はペットボトルの緑茶に口をつける。


「……お前、麦茶派だよな？　この手のイベントだと、自分で沸わかしたの持って来なかったっけ……？」


「もらったから飲んでるだけだ」


　事も無げに言う要に、蒼は真相を悟さとった。


「お茶一本で引き受けたわけね……俺おれの価値はそれかい！」


「銀貨三十枚なら納なつ得とくしたか？」


　悪びれずに言う要には、罪の意識など欠片かけらもない。


　徹てつ底てい的な功利主義、それが軍ぐん師したる者の務め。


「嫌ならゴミ箱にでも突っ込めよ。黙だまっといてやるぞ？」


「……うるさい」


　ぶつくさ言いながら、蒼は美亜の手作り弁当（ほぼ冷凍食品）を食べ続けた。


　何やかんやで並んで弁当を食べる姿は、何だか微笑ほほえましい。


　琴美がいれば自然と笑えみを零こぼすだろうが、微び妙みような冷戦状態は続いている。


「……今日は仕方ねーけどさ、次から止やめろよ、こういうの」


「適当に愛想振ふりまいて、安心させて、相手すればいいだろう」


　もっともな言葉に、蒼は箸はしを止めた。


　そうできれば、どんなに楽だろう。もっと大人になれれば、誰だれも傷つけずに、戦いに邁まい進しんできるかもしれないのに。


「無理だよ、俺には」


「だろうな」


　己おのれの前でしか吐はかれない弱よわ音ねを静かに受け止め、要は弁当を食べ終えて箸を置いた。


　蒼も弁当の残りをかっこみ、ぼんやりと空を仰あおぐ。


　海外にいたときも、よくこうしていた。


　空はいつだって青くて、どことでも繫つながっている。


　孤こ独どくな日々でも、ただ思い出に浸ひたるだけでいられたのは気が楽だった。


　けど今は違ちがう。


「いつ終わるのかな」


　どことなく儚はかなさのこもった言葉に、要は現実的な結論を返した。


「お前が斃たおすまでだ」


　そう──俺が斃さなくては。


　感傷を振り切ろうとしたとき、左ひだり脇わきに置いていた〝正宗〟が震ふるえ出す。


　尋じん常じようでない様子に、蒼は即そく座ざに愛あい刀とうを摑みもう一度空を見る。


　要もまた〝正宗〟に共きよう振しんして震え出した左さ腕わんを押おさえつけながら、蒼と同じ空に目をやった。


　月島錬成館のほぼ上空に生じる、一点の染しみ。


　世界と世界の壁かべを侵しん食しよくし、招かれざる客を誘いざなう魔まの扉とびら。


「美亜姉ねぇッッ!!」


　脇わき目めも振らず、蒼は駆かけ出した。


「待て、蒼！」


　要もすぐに後を追う。


　しかし荷物を抱かかえたことが若じやつ干かんのロスを招き、二人は埋うめられない差で隔へだてられた。


　長ちよう距きよ離り走や零ゼロ距離での攻こう防ぼうならいざ知らず、単純な疾しつ走そうでは蒼に分がある。


　伸のばした手は王の背を摑つかみそこね、要は歯は嚙がみしながら拳こぶしを握にぎり締しめた。








　昼休み、四門朱雀は屋上にて紙パックのコーヒー牛乳をストローですすりながら、要から授さずかった『三さん剣けん抄しよう』に目を通していた。


　中は要の精密極きわまりない硬こう筆ひつの見本のような文字の羅ら列れつで、朱雀に配はい慮りよしてか全すべて現代文で書かれていた。


「なるほど……〝神エ理クのス欠ト片ラ〟とは、魂源ルーアハの顕けん現げんであり、〝神エ理クのス欠ト片ラ〟を極めるとは、魂源ルーアハの顕現量を上げるということか……〝氣き〟を練ねるってところか？」


　そう言って次のページをめくると、赤ペンで注ちゆう釈しやくがつけられていた。





　違うに決まってんだろ、バーカ。自分のつまらん先入観は捨てろ。





「…………！」


　思わずまだ中身の入ったコーヒー牛乳を握にぎり潰つぶし、手が茶色に染まる。


「あの野や郎ろう……まさか見てるんじゃないだろうな？」


　周囲を見回すが、特に怪あやしい人物はいないようだ。


　気を取り直して続きを──と思った矢先、またも要らしい注釈がついていた。





　お前の行動はお見通しだ。余計な勘かん繰ぐりしないで、とっとと読め。





「……いつか殺す！」


　こう思うことも予想されている気がしないでもないが、とりあえず文章は通常に戻もどった。


　憮ぶ然ぜんとしてメロンパンを齧かじりつつ、朱雀は魂源ルーアハの項こうの続きを読む。


「魂源ルーアハは全にして無、零ゼロにして無限、か。出力を上げるのではなく、無限のエネルギーをどこまで引き出せるか──それが課題というわけか」


　極者アダム・バルフの真実に触ふれつつ、朱雀は蒼や要の〝神エ理クのス欠ト片ラ〟に想おもいを馳はせた。




[image: ]


　圧あつ倒とう的とも思える異能は、確かに神の力、無限に通じるものと言ってもいい。習熟の度合いはあるにせよ、究極的にはどこまで神力を引き出せるか、それが鍵かぎになるのだろう。


　となると、あの二人を凌しのぐレベルまで魂源ルーアハを引き出せば、間違い無く勝利に繫つながるはず──そう結論づけ、朱雀はさらに読み進める。


　だが、核かく心しんに迫せまる記述は失望と紙かみ一ひと重えだった。


「何、どれほど肉体を鍛きたえても、人間に魂源ルーアハの完全なる顕けん現げんは不可……肉体がついてこられないぃっ!?　いかに神の理ことわりに近付こうとも、それが〝智ち慧えの実〟を選んだ種の限界……〝智慧の実〟？」


　書かれた言葉が、記き憶おくを呼び覚ます。


　自分が〝神エ理クのス欠ト片ラ〟に目め醒ざめたとき、要とかつての友がその言葉を口にしている。


　人が持つ因いん子し──人間を人間たらしめるであろう、〝智慧の実〟。


　誰もが知る、人類の始祖が口にした禁断の果実。


　しかし、可能性は他ほかにも無かったのか？


　同じ人型をしているのに、まったく異なる生物と、今人は戦っている。


　異メ魔ギ人ドは──何を選んだ？


　生命の実──要はその言葉も口にしていた。


「異メ魔ギ人ドの力……〝地ち刃じん〟の力……飛流は、何を知っている？　アイツらと俺達を分けるものは、何なんだ……？」


　全てを識しるべく、朱雀は急いでページを捲めくる。


　ゆえに、背はい後ごから抱だきつく少女にも気づけない。


「すーざく[image: ]　やーっと見つけた♪」


「す、鈴すず香か……」


　一人きりの憩いこいの場もついに見つかり、朱雀は露ろ骨こつに顔を歪ゆがめ、さらにちょっと赤くなる。


　何気に、胸が当たっている。


「い、いきなり何だ！　俺は今忙いそがしい、どいてくれ！」


「何よその態度！　せっかくお弁当持ってきたのに……」


「……別にいらないが」


　小声で呟つぶやいたが、鈴香には聞こえていた。


「ちょっとぉ、何よそれ！　わかった……女ね？　私を差し置いて、誰が弁当なんて作ったのよ！」


「パン工場の人……かな？」


「何ですって……年上のバタコさん!?」


　確実に機械が作ったに違いないが、怒いかり心頭の鈴香には通じない。


　朱雀の持つ『三剣抄』にも目をつけ、彼の手から取り上げる。


「何よこれ……まさか交こう換かん日記!?」


「……いまどきずいぶんとプラトニックな恋れん愛あいだな」


　武士を自任する朱雀でも古風に思う誤ご解かいだが、鈴香は本気で怒おこっている。このままだと、ノートを破り捨てて屋上からばら撒まきかねない。


「白状なさい……相手は誰よ！」


　飛流……と言うとさらに誤解を生みそうなので、朱雀は押し黙だまった。


　最善と思えた策はさらなる怒りを呼び、鈴香は朱雀の襟えり元もとを摑つかんでひたすら揺ゆする。


「どこの誰よ、その泥どろ棒ぼう猫ねこは!?」


「いや……猫というか、悪あく魔まというか……」


「小悪魔的な女……キャラもろかぶりじゃない!?　私のどこがいけないのよ～!?」


　半泣きで問いかける鈴香だが、まだ彼女でも何でもない。


　こういうところがなければ、その好意を素す直なおに受け止めるのもやぶさかではないが、今はとにかく一人でいたい。


　脳をシェイクされながら、朱雀がぼんやりと空を見上げると、不意に西の空に黒点が生じた。


　目を見開く朱雀。


　変化を感じ、鈴香も手を止める。


　朱雀と同じ空を見ようと顔を上げたとき、その表情は畏い怖ふに塗ぬり替かえられた。


「……ウソ」


「来た……」


　そう遠くない虚こ空くうに生じた染みは、やがて内側から魔ま性しようを吐はき出す。


　避さけられず防げない侵入──〈武ぶ街がい〉に〝魔の裂門シヤアル・ゲヘナ〟再び。


　襲しゆう来らいする脅きよう威いを迎むかえ撃うつ王は、まだ戻もどらず。




　第三章　獅し子し身中の魔ま性しよう







　焦しよう燥そうに身を焦こがしながら、黒衣の少年が地を駆かけていた。


　置き去りにした形の友のことは頭の片かた隅すみに追いやり、今はただ開きかけた〈門〉とその脅きよう威いから一人の女性を守り抜ぬくことだけを考える。


　──先生達は……建物の中か!?


　周囲の広場に姿すがたが見えないことからそう推察し、蒼あおいは〝魔の裂門シヤアル・ゲヘナ〟から最初に降くだる〝将アエリア〟の落下予測地点へ急ぐ。


　それはいみじくも月つき島しま錬れん成せい館かんの正面。


　降りてきた瞬しゆん間かん、串くし刺ざしにする気だったが、すでに敵はそこにいた。


　空から舞まい降りる敵は、黒い放電を纏まといながら、門の正面に降り立つ。


　周囲には、現実を理解できず食べかけの弁当をそのままに、茫ぼう然ぜんと座すわり込こむ生徒達がいた。


「逃にげろ!!」


　蒼の叱しつ咤たに、生徒達がはっと現実を直視して硬こう直ちよくする。


　さらに、魔ま獣じゆうの咆ほう哮こうが彼らを現実に引き戻もどす。


「ギィシャァァァァァッッッ!!」


　現れた異メ魔ギ人ドは、〈群れ〉の法則に従い、紛まごうことなき中級クトニアだった。


〈群れ〉の頂点に君臨する〝将アエリア〟たる個体は、最低でも中級クトニア以上の力を持ち、周囲を侵しん食しよくする黒い放電から同どう胞ほうをこちら側へ呼び込む。


「シャァァァァァッッッ！」


　襲しゆう来らいを阻はばむために、蒼は吼ほえながら一気に斬きりつける。


〝真紅の斬閃デツドライン〟を発動させ、一いち撃げき必殺と呼ぶに相応ふさわしい斬ざん撃げきを見み舞まう。


　だが常に最善の一ひと太刀たちたる一いつ閃せんは、敵の喉のど元もとを薄うす皮かわ一枚斬り裂さいただけで、空を切った。


「何っ!?」


　予期せぬ回かい避ひに、蒼は目を疑う。


　だがすぐに真実に気づく。


　蒼の反はん応のうより一いつ瞬しゆん迅はやく、〝将アエリア〟が回かい避ひに走った──それだけだ。中級クトニアともなれば、その反射神経は基本的に人を凌りよう駕がする。全力で回避を行えば、この程度は不可能でもない。


　しかし──


「らしくねぇなァ……喰くいに来いよ！」


　異メ魔ギ人ドの本能を刺し激げきしながら、蒼はさらに踏ふみ込んで再び〝真紅の斬閃デツドライン〟を相手に引く。


　だが必殺の斬閃ラインが形作られる前に、視界は紅あかく滲にじんだ。


〝将アエリア〟は攻せめ込まず……そのしなやかな体たい軀くをただ回避に向け、蒼から遠ざかろうとする。


「待て……！」


　要かなめがいれば、〝真紅の覇道デツドロード〟で終わらせられたかもしれない。


　だが、刃はがわずかに届かない距きよ離りは永えい劫ごうにも思え、〝将アエリア〟は同胞をこちら側に呼び込み始めた。


　全すべては──このための時間稼かせぎ。


「お前……どういうことだ、腹減ってんだろ!?」


　答えが与あたえられるはずもなく、〝将アエリア〟の周囲に黒点が生じていく。


　かすかな放電現象の後に、次々に黒点から異メ魔ギ人ドが溢あふれ出てきた。


「……何だよアレ……!?」


「〈門〉……開いたのか……!?」


「ヤベェ…………」


「お、おい、逃げるぞ！」


　ようやく脅きよう威いを実感し、生徒達が荷物もそのままに駆かけ去っていく。


「行け、早く！」


　自分目め掛がけて襲おそい掛かかってきた下級エナリアを斬り捨てながら、蒼は声を張り上げた。


　出現直後の〝将アエリア〟を仕留めることが叶かなわなかった今、〈群れ〉は拡大し拡散する。そしてまだ大人と子供の狭はざ間まで揺ゆれる級友達は、その大半が〝魔テ合フいム〟に喰われることだろう。


「シャァァァッッッ!!」


　横よこ薙なぎに引かれた斬閃ラインを正確になぞり、蒼は周囲を囲む下級エナリアの首を一撃で飛ばした。


　だがまだ〝将アエリア〟は同胞をこちらに呼び続ける。


　しかも──何を思ったか、独特の咆哮を上げもせずに建物の中へ入っていく。


「アイツ……！」


　中にいるであろう美み亜あを思い、蒼はその背を追う。


　だが、敵は一人ではない。


　追って……残った敵は、どうする？


　今眼前にいる異メ魔ギ人ドだけで十体以上。


　斬り殺すにしても、〝将アエリア〟は確実に逃がしてしまう。


　舌打ちだけが、現状への唯ゆい一いつの抵てい抗こうだった。


　美亜と同級生の命を天てん秤びんにかける──そんな単純な二に択たくで割り切れることではない。大体、天秤にかける必要もなく答えは決まっていた。


　苦く悩のうする時間すら許ゆるされず、蒼は顔を歪ゆがめて〝将アエリア〟へ向かう。そのとき、背後から力強い声が聞こえた。


「とっとと行け。ここは俺おれが殺やる」


「要……！」


　拳こぶしを握にぎり締しめながら、蒼は振り返らずに駆かけた。


　残された要は、スクールバッグを右みぎ肩かたに背負いながら、居い並ならぶ異メ魔ギ人ドを見み据すえている。


　敵は迷っていた。


　この実力の判別できぬ少年を喰らうか、あるいは空腹を満たすのに手っ取り早い、青く未熟な果実を追うか。


　そんな意図を察し、要は笑った。


　自分を指差しながら、諭さとすように話しかける。


「そう安物買いするなよ。俺は旨うまいぞ？」


　笑え顔がおと共に迸ほとばしる殺気に、異メ魔ギ人ドは戦せん慄りつしつつ舌なめずりをした。


　いただきますもそこそこに、我先にと異メ魔ギ人ドは要にとびかかる。


　四方全てから襲おそいかかる敵に、要はさらに笑えみを深くした。


「〝智慧の禁果ボツクス・エデン〟解放オープン」


　異メ魔ギ人ド達は、その本能で他ほかのエサとの差を理解した。


　喰われるのは──どちらか？


「魂源大領域ルーアハ・デイープ、認識アクセス」


　夜を待たず、周囲に星が瞬またたいた。


　虚こ空くうに、異メ魔ギ人ドに、煌きらめく星々が浮うかび上がる。


「〝神エ理クのス欠ト片ラ〟顕現エグロフ」








　九く曜よう綾あや姫ひめは、生徒会室で美び貌ぼうをしかめ面つらに変え、今後の学園生活に思いを馳はせていた。


　普ふ通つうの教室よりやや狭せまく、会議用の長ちよう机きだけが特とく徴ちよう的な備品だが、いずれは自分に相応ふさわしい部屋に模も様よう替がえの予定だ。


　今腰こし掛かけているデスクチェアも、せめて校長室並みにしたい。


　部屋の計画は遅おくれ気味だが、他は良好だ。


　入学と同時期に槍そう術じゆつ部の頂点に立ち、弐に年ねん次じに生徒会長に就任、ここまではほぼ予定通り。


　対立する剣けん術じゆつ部は四し門もん朱す雀ざくの退部と、副主将の突とつ然ぜんの死によりほぼ瓦が解かいし、部活間の権力闘とう争そうは本格化する前に終わった。


　残るはあくまで自分の目標──真しん武ぶ学園の頂点に立ち、卒業後も対異メ魔ギ人ド戦特とく殊しゆ部隊〝武ぶ神しん〟のエリートコースを歩むことだけ。


　だが、障害が三人いた。


　内二人はまだ壱いち年ねん、那な斬ぎり蒼と飛ひ流りゆう要。


　手合わせはまだだが、油断できない。


　そしてもう一人、最大の敵にして血を分けた兄。


　向こうのやる気はゼロだが、こちらはそうはいかない。


「もう負けないから……お兄ちゃん」


　決意を胸に呟つぶやいたとき、マナーモードに設定していた携けい帯たい電話が机の上で揺ゆれた。


　届いたメッセージを確かく認にんすると、口元が綻ほころび、笑えみが浮かぶ。


「チャンス、ね」


　漂ただよっていた倦けん怠たい感は失うせ、綾姫は立ち上がった。


「どうかなさったんですか、主将？」


　これまで彼女の様子を窺うかがい、沈ちん黙もくを保っていた十じゆう文もん字じくるみが尋たずねる。


　生徒会書記も務める彼女は、昼休みでも大体この気難しい先せん輩ぱい兼けん上司と一いつ緒しよだ。


「この部屋では会長と呼びなさい、くるみ」


「あ……すいません」


「まあいいわ。出しゆつ陣じんよ。槍やりの準備をなさい」


「え……？」


　またどこかの部を潰つぶしに行くのかと眉まゆを顰ひそめた後輩に、綾姫は艶えん然ぜんと告げた。


「異メ魔ギ人ドが来たわ」








　──おかしい。


　秀しゆう麗れいな顔を歪め、朱雀は街中を疾しつ走そうしていた。


　昼休みが終わった後、彼は慌あわただしく学園を出た──と言えば聞こえはいいが、要はサボリだ。また鈴すず香かに小言を言われそうだが、今は気にしていられない。


　異メ魔ギ人ドが来た。


　あの〈門〉の位置から察するに、〈武ぶ街がい〉内部への侵しん入にゆうはまずない。


〈武街〉の誇ほこる特殊部隊〝武神〟の精せい鋭えいが群れの拡散を最小限に抑おさえ、速すみやかに排はい除じよする。


　いかに腕うでが立とうと、そこに学生である朱雀のつけいる余地はない。


　まず街のゲートをくぐる時点で制止され、よしんばそこを突とつ破ぱしてもすでに決着はついているだろう。


　わかっている。


　こうして街を駆かけ抜ぬける必要も、二振ふりの妖よう刀とうを携たずさえる必要も無い。


　なのに彼は駆けていた。


　言葉にできない感覚が胸を焦こがし、苛いら立だちにも似た焦しよう燥そうは、むしろ街の中心部へと足を向けさせる。


　何な故ぜ？


　幾いく度どとなく己おのれに問いかけた言葉は、ようやく解かいを得た。


　足を止め、朱雀は答えと対たい峙じした。


　一車線の道路を挟はさみ、それがこちらを見ている。


　充じゆう分ぶんに人目につく通りであり、互たがいの背後には客きやく目めを惹ひくショーウィンドウが揺ゆれていた。なのに通行人は皆かい無む、車すら走らずその邂かい逅こうを邪じや魔ましない。


　異メ魔ギ人ド。


　街の外にいるはずの魔ま性しようが、向かいの道で舌なめずりをしていた。


　何故？


　解はまた新たな問いを生む。


　そして新たな答えは、無機質な着信音でもたらされる。


　異メ魔ギ人ドと対峙しながらも、朱雀は落ち着いた動作で電話に出た。


「もしもし」


「私だ」


　錆さびた声こわ音ねで父が言う。


　眼前に異メ魔ギ人ド、電話の向こうに常に壁かべである父がそびえる。


「異メ魔ギ人ドの襲しゆう来らいは気づいたな？」


「ああ。だが門は外で開いたはずだ。何故──ここにいる？」


　報告をしている気は無かった。父ならば、もう事態を察知しているだろう。


「もう一つ、街の内部で門が開いたようだ。きわめて小規模に、察知されないようにな。外の門は囮おとりだろう。〈武街〉の目をそちらに逸そらし、内部で活動をする気らしい」


「手口がずいぶんと巧こう妙みようだな。そんなケースは初耳だ」


　言ってから、要のような口ぶりに気づいた。


　どんな形であれ、現れれば即そく斃たおす──そう思っていたのに、今は戦いの深しん淵えんが識しりたい。


「私も驚おどろいている。だが、むしろ今までが異常だったのかもしれん。朱雀、排はい除じよはお前に任せる。こちらで敵の分布は把は握あくし、人も遠ざける。速すみやかに〈武街〉内部の異メ魔ギ人ドを全すべて殺せ」


　部下に下すのと変わらない命令口調。


　息子むすこどころか、使い捨ての駒こまとしか思っていないような口調。


　なのに、朱雀は微び笑しようしていた。


　多分、初めて父が真正面から発した言葉。


　多分、最初に父から任された仕事。


「一つだけ──何故俺おれに？　子飼いの連中はいるだろう？」


「彼らには別の仕事がある。また街の外での攻こう防ぼうが続く以上、〝武神〟を含ふくめた正規部隊はそちらにかかりきりだ。人手が足らん。何より、事は隠おん密みつに運ぶ必要がある。これ以上〈武街〉内部での戦せん闘とうが頻ひん発ぱつすれば、情報操作も難しい。最悪、〈武街〉の整備計画自体が頓とん挫ざしかねん」


　あくまでも経営者として、〈武街〉の権力者としての言葉。


　四門工業は〈武街〉の整備計画に多大な費用を投じているし、子飼いの私兵も街に常じよう駐ちゆうしている。本社ビルも〈武街〉にあり、今〈武街〉が価値を失い、対異メ魔ギ人ド戦における中ちゆう核かくの座を失うことは、大いなる損失だろう。


　だが、それはあくまで表面上のことだ。


　かつて父は本当の意味ではこの街に価値など認めず、自ら異メ魔ギ人ドを内部に引き入れもした。


　それが今、変わりつつある。


　父の真意を見み透すかし、朱雀は苦く笑しようした。


「……あの二人が戻もどってくる以上、無様なところは見せられない、か？」


「解かい釈しやくは好きにしろ。いずれにせよ、今あの二人の意向に逆らっても無意味だ。そして今、〈武街〉において私の手足となり、単独で異メ魔ギ人ドを仕留められるのはお前だけだ」


「ずいぶん株かぶが上がったな」


「まがりなりにも極者アダム・バルフに辿たどり着いたのだ。失望させるな」


　それだけ言って、父は電話を切った。


　携けい帯たい電話を懐ふところにしまうと、朱雀はもう一度異メ魔ギ人ドに向き直った。


　一体だったはずの敵の周囲に、いつしか同属が集まり始めている。


　彼方かなたから聞こえる駆く動どう音おんは、地面から這はい上がる防ぼう護ご壁へきの音。


　この区画は一時的に閉へい鎖さされ、中に閉じ込めた魔ま性しようを狩かるコロッセウムと化す。


　対するは極者アダム・バルフ。


　弐に年ねん武ぶ系けい最強にして──属性〝騎士アビル〟。


「〝智慧の禁果ボツクス・エデン〟解放オープン」


　己おのれの役目を自覚したとき、かつての高こう揚よう感が甦よみがえる。


　今こそ──使いこなせ。


「魂源大領域ルーアハ・デイープ、認識アクセス」


　奇き声せいを上げ、一いつ斉せいに異メ魔ギ人ドが飛びかかった。


　朱雀は二刀を抜ぬき、地を蹴けってそれに応じる。


「〝神エ理クのス欠ト片ラ〟顕現ラハヴ!!」








「ようやくお目覚めか？」


　不ふ機き嫌げんきわまりない声に、冴さえ木き蘭らん丸まるは肩かたを竦すくめた。


　保健室のベッドを寝ね床どことして借りると、目覚ましは彼女の甘あまい声ではなく、不機嫌な養護教諭の叱しつ咤た。


　お約束を通り越こして、最も早はや日常の一部と化した感もある。


　上半身を起こすと、例によって裸はだかだ。キスマークがついているのも当たり前、今日は昨晩のお相手が悪かったのか、背中に爪つめ痕あとと思おぼしき傷がついている。


「昨日も激しくて[image: ]」


　笑いかけるが、養護教諭の巴ともえ亜あ紀きは呆あきれた顔で頰ほお杖づえを突ついている。


「病気移されても知らんぞ。もう少し体をいたわれ」


「あれ、心配してます？」


「あくまで義務だ、義務。誤解するな。荒こう淫いんと腎じん虚きよの果てに腹ふく上じよう死しでもされたら、私の評判に関かかわる」


「じゃあケアも兼かねてお相手してくれます？」


　間かん髪はつ入れず、口めがけてボールペンが飛んだ。


　冴木は動じることなく指先でそれを絡からめとり、ペン回しに興じる。


「おーこわ。もうキューピッドの矢は刺ささってますよ？　これ以上僕を恋こいの虜とりこにしたいんですか？」


「いいかげんに……」


　亜紀が敵意を殺意に変えて近ちか寄よる。


　いつもならさらに軽かる口くちは続き、彼女の拳こぶしが腹に減めり込こむまで終わらない。


　なのに、今日の冴木は手早く身み支じ度たくを整え、両手をポケットに入れて去る準備を整えていた。


「……どうした？」


　不ふ審しんがる亜紀。


　冴木は肩を竦すくめて、気だるげに答える。


「長居したいんですけどね。野や暮ぼ用ようがありまして」


「女からの呼び出しか？」


「せぇ～かい」


　とぼけているが、目は笑っていない。


「とある筋によると、ど～も街の様子がおかしくて。かわいい妹がお転てん婆ばしそうなんで、兄のお務めをしてあげないと」


「……外に、異メ魔ギ人ドか。外国でも近頃頻ひん繁ぱんに〈門〉が開いてるらしい。物ぶつ騒そうだな」


「怪け我がしたら治ち療りようしてくれます？」


「女おんな癖ぐせ以外はな」


「冷たいお言葉」




[image: ]


　残念そうな冴木に、亜紀は不機嫌な顔で尋たずねる。


「今日はずいぶんとやる気だな？」


「妹ですから、ね」


「無茶するのは、お前にも原因があるだろ？」


　痛いところを突つかれ、冴木は頭を搔かいた。亜紀とは入学以来続く付き合い、向こうは腐くされ縁えんとしか思っていないだろうが、それなりに自分の事情は伝えている。


「それでも、行かないと。お兄ちゃんですから♪」


「いい傾けい向こうだ。いいかげん、学校と一いつ緒しよに保健室ここも卒業しろ」


「帰ってきますよ、また……先生の胸の中に[image: ]」


「バカ」


　力強い言葉に苦く笑しようしつつ、冴木は保健室を出た。


　居い心地ごこちのいい場所を離はなれれば、即そく戦場だ。








　累るい々るいたる屍かばねの中で、要は無表情に立ち尽つくしていた。


　周囲で輝かがやく星々のみが戦いの残ざん滓しであり、すでに彼の興味は個の戦果ではなく戦せん況きように向いている。


　斃たおした異メ魔ギ人ドの数では、群れの全ぜん滅めつには遠い。


　拡散した異メ魔ギ人ドによる被ひ害がい者しやは、確実に出る。


　しかも最大の脅きよう威いたる〝将アエリア〟はまだ仕留めていない。


　蒼を追うか、あるいは被ひ害がいの確かく認にんやクラスメイトの保護のためにここを離れるか。


　考えるまでもなく、要の行動は前者だ。


　クラスメイトが何人死のうが怪け我がをしようがどうでもいい。最悪、自分と蒼が生き残ればそれでいい。


　心の底からそう思いつつ、要は錬成館へ向かう。


「飛流……君？　無事、なの……？」


　怯おびえた声に振ふり向くと、琴こと美みが立ち尽つくしていた。


　立ち込める血けつ臭しゆうに顔は青ざめ、嘔おう吐と感を押おさえようと手は口元を覆おおっている。


「これ……星？　何でこんなものが……」


　まだその輝かがやきを失わない要の〝神エ理クのス欠ト片ラ〟に、琴美の恐きよう怖ふが深まっていく。


　いかに蒼も認める実力の持ち主とはいえ、無傷で、しかも素す手でで異メ魔ギ人ド数体を屠ほふり去るのは明らかに異常だ。


　ならばそれを為なしたのはいかなる秘ひ儀ぎか？


　秘密は……この星々？


　答えを得ようと、琴美が近付く。


　冷たい声がそれを制止した。


「動くな」


　凍いてつく響ひびきに足が止まる。


　さらに、宙に浮うかぶ星々が煌きらめきを増した。浮かび上がる光点は増え、琴美の体にも刻まれていく。


「何なの、これ……飛流君!?」


「何な故ぜここにいる？」


　要の顔は険しい。


　切れ長の瞳ひとみは明確な敵意を抱いだき、両りよう拳こぶしは必殺の一いち撃げきを繰くるべく指を鳴らし始める。


「お前は、異メ魔ギ人ドに立ち向かうような人間じゃない。逃げて、逃げて、逃げ続ける。戦いを他に任せて、な。それはそれで賢かしこい生き方だ。俺も蒼がいなければそうしている」


「…………」


　悲しげに琴美が目を伏ふせる。


　だが要がそんな動作に心を痛めるわけもなく、詰きつ問もんは続いていく。


「多分、敵は近くにいる。俺達を監かん視ししてる。吐はけ、真実を」


　要が近付く。


　変へん貌ぼうしたクラスメイトの敵意が、逆に琴美を冷静にさせた。


「私、行かなきゃ……」


「無理」


　同時に、拳が舞まった。








「シャァァァッッッ！」


　咆ほう哮こうと共に、異メ魔ギ人ドの首が断たたれ、壁かべに叩たたきつけられた。


　そのまま崩くずれ落ちる肉体を踏ふみつけ、蒼は室内を見み渡わたした。ここまで斬きった異メ魔ギ人ドは全すべて下級エナリア、苦戦こそしなかったものの、〝将アエリア〟を阻はばむ壁かべの役割は充じゆう分ぶんに果たしている。


　──どこだ……!?


　展示スペースと道場を繫つなぐ通路を歩きながら、蒼はただひたすら美亜を捜さがしていた。


　血臭のこもり出した内部には、蒼の剣けん技ぎによるもの以外の血けつ痕こんも散乱していた。


　生徒のものか、あるいは教師のものか──いずれにせよ、もう被ひ害がいは及およんでいる。


「クソッ……」


　舌打ちしつつ、蒼はいかなる気配も逃のがすまいと気を張はりながら歩く。


　教師達がいるはずの管理スペースはもう回った。


　だが誰だれもいなかった。


　男性をはじめとした戦せん闘とう力のある者は、おそらくすぐに外に出て生徒の救出や避ひ難なん指示に回っただろう。


　だが教師の中には、あくまでも学生の本分たる学業を指導することに特化した、非ひ戦せん闘とう員いんもいる。


　蒼が追い求める女性は、そんな非力な守るべき者だ。


「どこだよ……美亜姉ねぇ……」


　陰いん鬱うつに呟つぶやいたとき、後方から歯は軋ぎしりの音が聞こえた。


「ギィィッ……」


　振り向いたとき、異メ魔ギ人ドはもう攻こう撃げきに移っていた。


　手首から生えた小さな刃はを、無造作にちぎりとって蒼に放つ。高速の一投は、蒼の脇わき腹ばらをかすめた。


　続けざまに、異メ魔ギ人ドは新たな刃を蒼に向ける。


　その行こう為いは痛覚と無む縁えんなのか、自身から生える刃を次々と蒼に放ってきた。


　これまでの異メ魔ギ人ドとは違ちがう、飛び道具による意表を突つく技術。


　だが、刃を向けた少年はあまりに迅はやすぎた。


　刃は空を斬きり、当たったと思われた姿は全て残像。


　高速で駆かけ抜ぬけ、蒼は死への最短たん距きよ離りを見み定さだめる。


「見斬った」


　至近距きよ離りに迫せまった蒼を、異メ魔ギ人ドが狙ねらう。


　極ごく上じようの獲え物ものに、異メ魔ギ人ドは慾よく望ぼうを隠かくさず舌なめずりをし、唾だ液えきを滴したたらせた。


　だが、迫せまったはずの獲物は唐とう突とつに視界から消える。


　身を沈しずめ、視界と心理、両方の死角に滑すべり込こむ蒼。


　蒼そう茫ぼうの瞳ひとみが見み据すえるは、胴どうを斜ななめに両断する〝真紅の斬閃デツドライン〟。


　回転力を乗せた大おお振ぶりの斬ざん撃げきは、膨ぼう大だいな血を撒まき散らしながら、異メ魔ギ人ドの体を上下に裂さいた。


　凄せい愴そうな血ち溜だまりの中で立ち上がった蒼だが、すぐに顔をしかめて膝ひざを突ついた。


　脇腹が痛む。


　出血は気にするほどでもないが、苦痛は死し闘とうの狭はざ間までの重大な枷かせになる。痛みをこらえて斃たおせるレベルの敵が待ち受けている保証も無い。


　応急処置だけでもするべきか──そう思ったとき、無明の中で行き先が閃ひらめく。


　あそこなら──あるいは。


　脇腹を押おさえながら、蒼は道場方面へ駆けた。


　この手の施し設せつならば、必ずその場所はある。


　逸はやりながらも部へ屋やのプレートを見み逃のがさずに駆けると、目的地は労せずして見つかった。





「医務室」





　プレートを目にすると同時に、蒼は戸を開け放った。


　鼻を突つく消毒薬の匂におい──血けつ臭しゆうは、まだない。


　医師は避ひ難なんしたのか、見当たらない。


　注意深く見み渡わたすと、空くう虚きよな白い室内の奥おくにあるベッドの下で息を潜ひそめる人ひと影かげが目に入る。


「誰だれかいるのか？」


　驚おどろかさないように、抑おさえた声をかけると、ビクッと影が震ふるえた。


　様子を窺うかがいつつ、ベッドの下から這はい出たのは、求めていた女性だった。


「蒼……くん……？」


　不安げに首を傾かしげる美亜に、蒼はほとんど泣き笑いに近い表情を浮うかべて近付いた。


「よかった……」


　張り詰つめたものが切れ、蒼はよろよろと美亜に近付く。怪け我がを負っていないことを確かく認にんしつつ、ここにいる経けい緯いを尋たずねる。


「何でここに？　他ほかの先生とかは？」


「私は、付き添そいでここに来てたの。担当のお医者さんが来るのを待ってたら、叫さけび声がして……やっぱり、異メ魔ギ人ドが？」


　蒼は無言で頷うなずいた。


　美亜は凄せい惨さんな運命から逃のがれたことに安あん堵どしつつも、まだ顔は晴れない。視線は、潜ひそんでいたベッドの下を向いている。


　蒼もそちらへ視線を向けると、見知った少女がいた。


「月島……」


　琴美が、膝ひざを抱かかえて震ふるえていた。


　顔は青ざめ、いつもより暗い。


「彼女、気分が悪くなって、私が付き添ったの」


「……そう」


　ごく普ふ通つうに受け答えしつつも、原因の一いつ端たんは自分にあるかもしれない、そう思っていた。


　怒いかりに任せて兄を叩たたきのめしたものの、この少女が求めているのは、そんなことだろうか？


　あらためて自分の力に疑問を感じつつも、蒼は少女を救うため手を差し伸のべる。


「出て来いよ、異メ魔ギ人ドはあらかた斬きったし、外には要もいる。避ひ難なんしよう」


　伸ばされた左手を、小さな手が握にぎり返した。


　その感かん触しよくに違い和わ感かんを覚えたとき、少女のもう一つの手が凶きよう器きを握にぎっていた。


　拳けん銃じゆう。


　傭よう兵へい経験のある蒼は、理り屈くつ抜ぬきに本物と悟さとった。だが、見覚えのある銃とは、どこか性質が違う。危険性は同一、けれどもその用よう途とは──


　直感が思考に繫つながる前に、聞き覚えのある声がした。


「バイバイ、〝刀とう神しん〟さん♪」


「お前っ……！」


　正体を悟った相手が、琴美の顔で笑った。


　銃声と同時に、意識が黒く染まる。


　蒼君、と美亜が呼んだ気がした。


〝正まさ宗むね〟が手から零こぼれ落ち、そのまま蒼は倒たおれ伏ふした。




　第四章　因果の魔弾デイヴアインターゲツト







　剣けん翁おうと七なな人とは、紅茶による会談の後、チェスに興じていた。


　七人が白、剣翁が黒の駒こまを駆かり、攻こう防ぼうが続いている。


　戦いはまだ序じよ盤ばんであるものの、若じやつ干かん剣翁が押しているのが現状だった。


「あ……また取られた。やっぱりダメですね、僕将しよう棋ぎの方が得意なんですよ。今からでも変えません？」


　七人の文句を無視し、剣翁は取った兵士ポーンを盤の脇わきにどけた。


「実際の戦争では、死んだ駒は戻もどらんよ。そうやすやすと寝ね返がえりもせん。もう少し現実を見たらどうだ？」


「盤上の駒だけで語れるほど、この世は単純ではありませんよ」


　飄ひよう々ひようとしつつも、鋭するどい口調で七人が言う。


　一手進め、騎士ナイトを前に出す。


「使いやすいですよね、彼。〝王〟や〝軍師〟とは違ちがって」


「確かにな。そして御ぎよしやすい。だが、ゆえに侮あなどれん。あの力……下へ手たをすれば真実に近付く」


「でしょうね」


　微び笑しようしつつ、七人は己おのれの白い騎士ナイトを見つめた。


「ようこそ、絶望の始まりへ」








「ハァッッ！」


　二刀を舞まうように駆り、朱す雀ざくは左右の異メ魔ギ人ドの首を飛ばした。


　よく言えば正統、悪く言えば伝統に凝こり固まった剣けん技ぎは、別人のようなしなやかさを備えて優ゆう雅がに舞う。


　その姿は、むしろ異メ魔ギ人ドに近い。


　瑣さ末まつな技術は、発達した身体能力ではむしろ邪じや魔まになる。


　二刀を駆り、内に秘ひめた狂きよう気きを解放し敵を屠ほふり続ける──それこそが戦場で最も輝かがやく騎士アビルの姿。


　しかし朱雀はまだ満足していない。


　頂は、はるか先に。


　その前に、片付ける相手がいた。


　その凝ぎよう縮しゆくされた筋肉と、胸部の球状の突とつ起きから判別できる──中級異魔人クトニアメギド。


「雑ざ魚こはもういい……来い」


　誘さそいに応じ、中級クトニアは即そく座ざに間合いを詰つめた。


　無人の道路で、極者アダム・バルフ対異メ魔ギ人ドの第二幕が開く。


「ハッ！」


　敵の踏ふみ込こみに合わせ、そのまま片手での面打ち。


　しかしそれは異メ魔ギ人ドの右手で弾はじかれた。


　手刀の形を取る右手は、文字通り刃に姿を変えていた。


　小指の先から肘ひじに至るまで、皮ひ膚ふが鋭するどく研とがれ硬こう質しつ化かしている。手刀を振ふるえば、風を裂さくだけでなく朱雀の肉を断たてるだろう。


「小ざかしい！」


　叩たたき斬きるつもりで、異メ魔ギ人ドの右手に妖よう刀とう〝禍まがつ村むら正まさ〟を振り下ろした。


　いかな刃とて、この妖刀の前では無意味。


　だがその威い力りよくは、脇わき腹ばらに減めり込んだ異メ魔ギ人ドの蹴けりによって半減した。


　カウンターの形で放たれた一いち撃げきに、顔を歪ゆがめる。


　すでに相手は捕ほ食しよくの姿勢に入り、顎あごが喉のど元もとに近付く。


「チィッ！」


　残る左の一刀を振るい、朱雀は何とか敵を跳はね除のける。


　距きよ離りを取りながら、自分に言い聞かせた。


　──何も考えるな……無になれ。あのときのように……辿たどり着け。


　呼吸を整え、苦痛を追い払はらう。


　目を閉じ、かつて辿り着いたあの境地にもう一度。


　繫つながれ──全すべての根源と。


　理解しろ──己おのれを──敵を！


「ギィィィシャァァァァッッッッ！」


　吼ほえながら異メ魔ギ人ドが迫せまった。


　朱雀が目を見開く。


　共に右手の刃はが躍おどる。


　打ち合わされる刀──いや、朱雀が一いつ瞬しゆん迅はやい。


　相手の一撃を完全に模も倣ほうしつつも、紙かみ一ひと重えで超こえうる力。


　属性〝騎士アビル〟、〝共鳴の刹那エクシードカウンター〟。


「我わが力は対ついの先の究極型」


　打ち合うことなく、異メ魔ギ人ドの右みぎ腕うでは断たれた。


　地に落ちる自身の欠片かけらに目を向けず、異メ魔ギ人ドは前蹴りを放った。


　当たったとしても、致ち命めい傷しようにはならないかもしれない。肉体の頑がん強きようさに自信があれば、受けるのもいいだろう。


　だが──その脛すねに肉を切り裂さく刃が生えていれば？


　蹴りの威い力りよくを乗せた斬ざん撃げきは、朱雀にとっては間ま違ちがいなく初見の一撃だった。


　されど彼はためらわず左の大おお脇わき差ざしを逆手に持ち替かえて受けた。


　響ひびき渡わたる金属音の中で、秀しゆう麗れいな顔が吟ぎんずる。


「何者も俺の先を見み出いだせない」


「ギィィッ!?」


　現実を受け入れず、異メ魔ギ人ドは獣じゆう性せいのまま打撃を放った。


　左手にも、両りよう脚あしにも、振るう部位全てに刃や角が生じていく。そのくせ、俊しゆん敏びんで重い打撃は間違いなく素す手で型のもの。


　かつて蒼と要が屠ほふった人の手による異メ魔ギ人ドの新種──武器型と無む手て型の混合とも言えるその脅きよう威いが、今再び芽め吹ぶいていた。


　それを理解しつつも、朱雀は動じなかった。二刀で全ての攻こう撃げきをいなし、静かに敵を見み据すえる。


「もうお前は識った」


　見み透すかしたような、興味を失ったような声に、異メ魔ギ人ドが紅あかい目を見開く。


「進化した体、無手と武器の融ゆう合ごうが自じ慢まんか」


　肩かたを竦すくめつつ、朱雀が左手の大脇差を手放す。


「ではそれを超こえてやる」


　手のひらで大脇差の柄つか頭がしらを押し出し、落下速度を加速させる。地に向けられた切っ先は、無む慈じ悲ひに異メ魔ギ人ドの脚の甲こうを貫つらぬいた。


「ギィィャァァァッッッ！」


　地と縫ぬい付けられ、魔ま獣じゆうはその動きを止める。


　それでもなお眼前の獲え物ものに喰くいつかんと、牙きばが朱雀の喉のどを狙ねらう。その顎あごを、刀を握にぎったままの拳こぶしが打ち上げた。強きよう烈れつなアッパーは、中級クトニアの意識すら一いつ瞬しゆん分断する。


　異メ魔ギ人ドの意識は、そのまま目め醒ざめることなく永遠の眠ねむりについた。


　首を薙なぐ一いつ閃せんは高々と異メ魔ギ人ドの首を飛ばし、チンという鍔つば鳴なりの音がゴングの代わりに終しゆう焉えんを告げる。


「まだ及およばんな」


〝禍村正〟を鞘さやに納め、朱雀は軽く息を吐はいた。


　残るもう一刀を異メ魔ギ人ドの足から引き抜ぬこうとしたとき、倒たおれ伏ふす異メ魔ギ人ドの体が目に入った。


　もう見み慣なれたはずの死体──だが何かひっかかる。


　何かが気にかかる。


　意識せず、朱雀は長脇差を抜き取り、異メ魔ギ人ドの胸部に打ち立てていた。そのまま球状の突とつ起き部分を抉えぐり取る。


　いかに敵とはいえ、死体を辱はずかしめる趣しゆ味みは無い。


　なのに、解かい剖ぼうは行われた。


　球状の突起──単なる瘤こぶともとれるそれに指を突つっ込み、中を探さぐる。


　血肉を搔かき分け、指はある物を摑つかみ出した。


　それは欠片かけら。


　金属質で、鈍にぶい輝かがやきを帯びた尖とがった欠片。


　見み覚おぼえのある物体は、かつて己おのれを地ち刃じんの走そう狗くに変え、異メ魔ギ人ド側へ引きずり込んだ物と同一だった。


　忌いまわしい記き憶おくが甦よみがえる中、朱雀はまた一歩真実に歩を進める。


　かつて異メ魔ギ人ドと同化し、誰だれよりもその本質に近付いた少年の中で、解答の断だん片ぺんが浮うかんでは消える。


〝神エ理クのス欠ト片ラ〟に目め醒ざめ、異メ魔ギ人ドと対たい峙じしたときに理解しかけたこと。


　かつて要が言った、戦えなくなるという警告。


「地刃の、欠片……」


　口にしたとき、証しよう拠こは儚はかなく消えた。


　己を異メ魔ギ人ドに変えた忌いまわしい欠片は、無責任にもすぐさま粒りゆう子しに変わり、風と共に散っていく。


　朱雀は青ざめた顔で異メ魔ギ人ドの死体を見下ろした。


　自分と同じ欠片が、これにも。





　では──





「お前……何だ？」





　元々は──





「何だったんだ……お前らは!?」





　絶ぜつ叫きように近い叫さけびを上げ、朱雀は頭を搔かき毟むしる。


　識しらなければ、気づかなければよかったかもしれない。無知な雑ぞう兵ひようでいれば、ただ生きるために戦える。


　だが〝騎士アビル〟にそれは許ゆるされない。


　戦いくさの本質を識りながらも、なおも戦わねばならない。


　だから、朱雀は苦く悩のうの翳かげを顔に刻みながら、愛あい刀とうを携たずさえ歩き出す。


　若き騎き士しの背に、〈武ぶ街がい〉の平へい穏おんと、重い真実がのしかかる。








「ちょっと主将、いいんですか……学校を抜ぬけ出したりして？」


　くるみが心配そうに尋たずねるが、綾あや姫ひめは気にも留めない。


「構わないわよ。どうせ、あそこは私がいずれ〈武街〉の頂点に立つための踏ふみ台なんだから。それより、槍やりしっかり持ちなさい」


「は、はい……」


　と言った傍そばから、くるみの足はよろけていた。


　何せ、荷物が重い。


　綾姫の言いつけで持たされている朱しゆ塗ぬりの槍──その全長は二メートルを超える。槍としては標準的なサイズとも言えるが、綾姫の得え物ものは特注で重い。柄えは木製なのだが、秘伝の加工により、木のしなやかさを保ったまま硬こう度どを上げ、さらに重量も上げているのだ。


「しっかしいないわね～異メ魔ギ人ド。私の家の情じよう報ほう網もうじゃ、内部に何体か侵しん入にゆうしたらしいけど……」


「そんなこと、あるわけないじゃないですか……〈武街〉に異メ魔ギ人ドが侵入なんて……」


「噂うわさは聞いたでしょ？　それに、外にいるのは確か。名を挙げるいいチャンスよ」


　聞く耳持たず、綾姫は我が道を行く。


　直感か運命か、その足は朱雀と隣りん接せつする区域に向かい、徐じよ々じよに人ひと気けが去っていく。


「主将……もう、ダメです。ちょっと休みましょう」


　朱塗りの槍を地面に落とすスレスレまで下げ、くるみがぼやく。


　振ふり返る気配も無い綾姫。


　騙だまし騙しやってきたが、もうくるみの両りよう腕うでは限界に近い。


　叱しかられるのを覚かく悟ごで、両手から力を抜ぬく。


　手からすり抜ける朱塗りの柄。


　しかし、槍は落ちない。


「主将……」


　いつの間にか、綾姫が槍を摑つかんでいた。


　しかも片腕で。


「いたわ」


　どこか艶つやっぽく言い、少女は唇くちびるを舐なめた。


「ウ、ソ……」


〈武街〉に許されざる存在が、すぐ近くにいた。


　同じ歩道の先に、前ぜん傾けい姿勢で歩く異メ魔ギ人ド。


「ヒッ……」


　くるみの悲鳴と共に、異メ魔ギ人ドは獲え物ものを認にん識しきした。


　駆かけ寄る異メ魔ギ人ド。


　その両りよう脚あしが地面から不意に離はなれる。


　地面から持ち上げられた異メ魔ギ人ドが愕がく然ぜんと胸むな元もとを見つめたとき、豪ごう槍そうの一いつ閃せんが的確に己おのれの心臓を貫つらぬいてきた。


　豪槍は一いち撃げきで異メ魔ギ人ドの魂たましいを彼ひ岸がんに飛ばし、肉体すら空に浮き上がらせる。


「近寄らないでよ、クズ」


　冷たく笑い、綾姫は穂ほ先さきを抜いた。そのまま異メ魔ギ人ドの体も地に落ちる。


　心臓を貫いたのは、槍の象しよう徴ちようたる「穂」と呼ばれる刃。


　綾姫のそれは、シンプルにして最も美しいとされる真っ直すぐに伸のびる両りよう刃ば。


　穂の断面は完全な正三角形を描えがき、その王道の形ゆえに綾姫の槍は素す槍やりと呼ばれる。


「私の半径一メートルに寄らないでくれる？　馬ば鹿かな男のくせに」


「異メ魔ギ人ドに性別って……あるんですか？」


　最新の異メ魔ギ人ド研究に基づくツッコミを、綾姫は鼻で笑った。


「ばっかね～。こんなぶっさいくで下げ劣れつな生物、どう考えたって男でしょ？」


「はあ……」


　思いっきり偏かたよった意見だが、言っても無む駄だなのでくるみはあえて何も言わない。強すぎる主将も考えものだ。


「でも……本当に異メ魔ギ人ドが……」


「来たわよ」


「ええっ!?」


　さらなる脅きよう威いは背後から近付いていた。


　敵は二体──下級エナリアだ。


　片方は両りよう腕うでを刃に変え、もう片方は拳こぶしを握にぎるボクサースタイルを取っている。


「主将……」


「下がりなさい」


　くるみを押しのけ、綾姫は進み出た。


　服装こそ制服だが、スカートの下にはスパッツ、肘ひじと膝ひざにはサポーターと準備は整えてきた。


　何より、敵の〝魔テ合フいム〟に圧されない心構えも。


　異メ魔ギ人ドの片方、武器型が近付く。


　その喉のど元もとを、首ごと爆はぜるような一突きが貫く。


　首から血の噴ふん水すいを撒まき散らし、武器型はあっけなく散った。


「ばっかみた～い、刀で槍に勝つ気？　間合い考えたら？」


　綾姫の高笑いを、くるみは茫ぼう然ぜんと聞いていた。


　格かく闘とう戦における槍の優位性──重々理解はしていたが、綾姫のそれはあまりにも見み事ごとだ。


　元来刺し突とつ武器である槍──ゆえに一突きで急所をしとめ、なおかつそのリーチを活いかし間合いに踏ふみ込こまれる前に斃たおす。


　対異メ魔ギ人ド戦でも、その有効性は変わらない。


　それを実証する、さらなるサンプルが襲おそいかかった。


　無手型の異メ魔ギ人ド──素す早ばやさは武器型より上だ。


　それでもなお、綾姫の槍が迅はやい。


　槍を反転させ、綾姫は柄えで異メ魔ギ人ドの足を払はらう。


　超重武器でもある朱しゆ塗ぬりの槍は、それだけで骨に響ひびく打撃を生む。


　敵のよろめく隙すきを見み逃のがさず、猛もう攻こうは続く。


「ヤァァッ！」


　過か酷こくとも言える連打が、容よう赦しや無く異メ魔ギ人ドを打ちすえる。


　それが止やんだとき──再び牙きばを剝むいた槍の穂ほ先さきが、異メ魔ギ人ドの心臓を貫いていた。


「ギィィ……シャッッ」


　断だん末まつ魔まの声すら満足にあげられず、異メ魔ギ人ドは散った。


　綾姫の言葉どおり、半径一メートルにも近ちか寄よれずに。


　──すごい……。


　感かん嘆たんと共に、くるみはあらためて綾姫の実力を知った。


　三体の異メ魔ギ人ドをあっさりと──しかも、傷一つ負わずに。


〝魔テ合フいム〟を意に介かいさないその強きよう靭じんな意志を含ふくめ、全すべてが真しん武ぶ学園の生徒会長の名に恥はじず、槍そう術じゆつ部の長に相応ふさわしい。


　女性では〈武街〉最強──かもしれない。


「しっかし、手て応ごたえないわね。こんな雑ざ魚こ相手じゃ、たかがしれてるわ。まだあの那な斬ぎり蒼あおいや四し門もん朱雀を倒たおした方が名が上がるわ。もっと大物……」


　綾姫が押おし黙だまる。


　くるみが恐きよう怖ふに硬こう直ちよくする。


　今日は、よくよく幸運が味方する日らしい。


　綾姫の求める相手は、ちゃんと来てくれた。


　静かに、通りの向こうから歩いて来る。


　街の雑ざつ踏とうに紛まぎれても、気がつかないほどの静せい謐ひつで自然な歩み。


　異メ魔ギ人ドと呼ぶには、あまりにも気配を殺した人間らしい歩み。


　この個体が率いたゆえに、その群れは通常の異メ魔ギ人ドと一線を画す、静かな襲しゆう来らいをなしえたのか。


　四門帯たて刀わきが先手を打ち、住民の避ひ難なんと区画の隔かく離りを行わねば〈武街〉は静かに崩ほう壊かいしていたかもしれない。


「〝将アエリア〟……」


　軽かる口くちを捨て、綾姫は車道に出た。車がまったく走っていないことに違い和わ感かんはあるが、広い方がやりやすい。


「主将……」


　うわごとのように呟つぶやくくるみは、もう正常な思考を保っていない。


　完全に〝魔テ合フいム〟に喰くわれた。


　綾姫すら、全身に気を張り、眉み間けんに皺しわを寄せることでようやく耐たえている。


「いいわ……来なさいよ」


　誘さそいに応じ、〝将アエリア〟が右みぎ腕うでを突つき出した。


　黒色のくすんだ肉体は、その凄すさまじい筋密度を除のぞけば体格は綾姫とそう変わらない。


　イケる、そう考えたとき、烈れつ風ぷうが頰ほおをかすめた。


「え？」


　反はん応のうできなかった。


　頰に走る一筋の傷だけが、異メ魔ギ人ドの所業を物語る。


　第二撃は間を置かず来た。


　突つき出される右腕──その手首に生じる奇き怪かいな空くう洞どうから、禍まが々まがしい銛もりに似た突とつ起きが生えている。そしてそれは──風を切りながら飛来した。


「ウソ……！」


　否定しつつも、現実は認めなければいけない。


　応戦し、綾姫は槍でその凶きよう器きを弾はじき飛ばした。だが凶きよう弾だんはなおも飛んでくる。手首の砲ほう口こうからは、銛を吐はき出した後にまたすぐ次弾が生えていた。


　連撃が来るものの、命中の精度は低い。


　そうやすやすとは当たらず、防ぼう御ぎよもできる。


　だが、犠ぎ牲せいは思わぬところで出た。


「キャア！」


「くるみ!?」


　悲鳴に振ふり向くと、斜ななめ後ろでくるみが足を押おさえている。


　突き刺ささる細く短い銛。


〝魔テ合フいム〟に喰われた少女には、それから身を守る術すべも逃のがれる意志も無かった。


「バカ……」


　罵ば声せいを浴びせながらも真しん摯しな心配……しかし、命のやりとりで、他者を思いやるのは愚ぐ考こうでしかない。


　ヒュッと風を切る音が、耳元でした。


　──しまっ……。


　歯は嚙がみして失策を悟さとる。


　だが第二の音が、自分を救った。


　新たなる風切りの音と共に、キンという涼すずやかな金属音が聞こえる。


　視線を落とすと、足元には異メ魔ギ人ドの体から離はなれた銛が落ちていた。


　弾き落としたのは、同じ飛び道具。


　こんな芸当ができるのは──


「お兄にいちゃん……」


〝将アエリア〟の後方から悠ゆう然ぜんと歩いて来るのは、兄にして同級生──冴さえ木き蘭らん丸まる。


「異メ魔ギ人ドが飛び道具、か。新種というより進化だね。加速する進化──なるほど、人と違ちがって敏びん感かんだ。〝生命の実〟は、殊ことの外適応が早い」


　訳知り顔で呟つぶやき、冴木は綾姫に笑いかけた。


「やあ、綾姫」


「……何しに来たのよ!?　助けなんか、いらないんだから!!」


　叫さけぶ妹に肩を竦すくめつつ、冴木は宥なだめるように言う。


「別に助ける気は無いよ。ずいぶん強くなったしね」


「……皮ひ肉にくのつもり？」


「まさか。綾姫は強いよ。油断してたら、四門君辺りも危ない。嫌きらいな言い方だろうけど、女性限定なら、〈武街〉最強かもね。けどさ、君は一兵卒の前に生徒会長で槍そう術じゆつ部主将だ。ちゃんと役目果たさなきゃ」


　冴木が顎あごでしゃくった先には、足を撃うたれ、苦痛と恐きよう怖ふで倒れ伏すくるみがいる。


「ほっとけないでしょ？　早く連れてきなよ」


「じゃあ……お兄ちゃんが連れてってよ！　私は……私はコイツを斃たおすんだから！　それで……それで、誰だれよりも強くなって、それで……!!」


「綾姫」


　冴木はもう一度、やさしく笑いかけた。


　兄が妹に向ける表情として、これ以上無いと言える顔。




[image: ]


　なのに、綾姫は総毛だった。


「僕の言うことが聞けないのかい？」


　それがトドメだった。


　綾姫は俯うつむき、唇くちびるを嚙かみ締しめながら、くるみの下もとへ駆かけ寄る。


　茫ぼう洋ようとした表情の彼女に肩を貸し、そのまま背を向けて帰っていく。


　一度も振り返ることはなく、兄妹きようだいに挟はさまれた形の〝将アエリア〟も、あえて綾姫達を追おうとはしない。


　最上のエサは、もうそこにいる。


「君が来たのは……選別のためかな？」


　人語が届くのか定さだかでない生物に対しても、冴木の態度は変わらない。おどけた口調に軽かろやかな笑えみ。


　だが彼を知る者が見ればすぐにわかる。


　目が──けして笑っていない。


「妹が……世話になったね？」


〝将アエリア〟が一歩退いた。


　異メ魔ギ人ドの群れの頂点に立つ存在すら、今の冴木は触ふれてはならぬモノ。


「〝智慧の禁果ボツクス・エデン〟解放オープン[image: ]」


　両手を広げ、冴木が進み出る。


「魂源大領域ルーアハ・デイープ、認識アクセス♪」


　不敵に笑いながら、今秘ひめられた扉とびらが開け放たれる。


「〝神エ理クのス欠ト片ラ〟顕現ケシエトウ」


　そして、辺りは闇やみに包まれた。


　急速に日光の恩おん恵けいが失うせ、世界が暗みを増す。


　だがその中で、〝将アエリア〟の肉体のみが穏おだやかな青い光を放はなっていた。


　ブラックライトを使用した、幻げん想そう的なアートを思わせる光景。


　薄うす暗ぐらい闇が、漆しつ黒こくの魔ま性しようを逆に際きわ立だたせ、燐りん光こうと共に世界に浮うかび上がらせる。


「君は的」


　冴木が〝将アエリア〟を指差す。軽やかな口調とは裏腹に、その両目は殺気に満ちていた。


　左手を伸のばし、黒い「弓ゆ掛がけ」と呼ばれる弓術用の器具をはめた右手を添そえる。


　あの見えざる〝無射の射〟が始まろうとしている。


「君もやるんでしょ、弓？」


　冴木の笑みを挑ちよう発はつと取り、異メ魔ギ人ドも構える。


「お先にどうぞ。ホントの弓を教えてあげるから[image: ]」


　異メ魔ギ人ドが手首から細い銛もり状じようの矢を飛ばす。


　それを確認してから、冴木も鋼こう糸しの弓で針の矢を放った。


　風を裂さいて飛ぶ銛と、見えざる極ごく小しようの矢。


　勝者はいずれに相あい成なるか？





「あの、主将、大だい丈じよう夫ぶですか……？」


「何がよ？」


　くるみに肩を貸しながら、綾姫が機き嫌げんの悪さを隠かくさずに応じる。


「いえ、その……お兄様のことですけど……」


「何、心配してるわけ？　バッカじゃないの、お兄ちゃんが負けるわけないじゃない」


　身内褒ぼめにしては、あまりになげやりで気だるげだった。


　普ふ段だん見せない姿に、くるみも顔を曇くもらせる。


「お兄ちゃんはね……天才よ」


　身内とはいえ、綾姫が男に使うはずのない言葉に、くるみは目を丸くする。


　自分を見る後こう輩はいの視線に気づきつつも、綾姫は自じ嘲ちよう気味に続けた。


「そうとしか言いようがないのよ。知れば、誰だれでもそう言うわ。初めて弓を持たされた日、お兄ちゃんは一発目で的の中央に当てたわ、寸分の狂くるいも無く、ね」


「それは……凄すごいですね」


「そうね。でもそれを百発連続で繰くり返したことの方が、周囲は驚おどろいたけど」


　くるみが言葉を失う。


　そんなことがありえるのか!?


「……皆みなが驚いたけど、お兄ちゃんは平然と首を傾かしげたわ。『何で驚いてるの？』って。いくら訊きかれても、お兄ちゃんはただ言われた通りやっただけ、そう言ったわ。実際、そうだったのよ」


「確かに……天才、かもしれませんね」


「でしょ？　パパはその日に現役引退したわ。当然よね、初心者の息子むすこが、教えたその日に自分を超こえたんだもの。それからは、毎日つきっきりでお兄ちゃんに指導──冴木式弓術は、お兄ちゃんの手によって完成し、その歴史を終えた」


　静かな声は、諦てい観かんの相そうを帯びていた。


　もう戻もどらない日々。


　絶対的な天才は、時に才能の刃やいばで周囲を傷つける。


「流派が進歩しても、誰もマネできない。お兄ちゃんのマネなんか、誰もできない。門下生もいなくなって、パパもひきこもって、ママは私を連れて家を出た。お兄ちゃんは、いつもどおりヘラヘラしてたけど」


　苦く笑しようする綾姫。


　様々な感情が交こう錯さくし、心中で揺ゆれる想おもい。くるみには窺うかがいしれない。


「お兄様の才能って……どういうものなんですか？」


「簡単よ、絶対に的に当てるのよ」


「はあ……そりゃスゴイですけど、でも……」


「ありえない？　そうね、そう思うでしょうね。でも、お兄ちゃんにはできるの。一度『的』と認識したら、誰も逃のがれられない。絶対に当てる」





「ギィッ!?」


　空中で矢を弾はじき落とされ、〝将アエリア〟は顔を歪ゆがめた。


　何な故ぜ──と思った矢先、左目を鋭するどい激痛が走った。


　針の矢は、寸分の隙すきも見み逃のがさず魔まを穿うがつ。


「ギィィヤァァァァッッッ!!」


　異メ魔ギ人ドすら身を焦こがす痛みに、〝将アエリア〟が吼ほえる。


　狭せばまった視界の先で、射手ツアラフが笑っていた。


「あ、ゴッメ～ン、痛かった？　もう少し手加減すればよかった？」


　にこやかな笑えみは、異メ魔ギ人ドすら凍こおりつかせるものを秘ひめていた。


　後じさる〝将アエリア〟に、冴木は人差し指を向けた。


「じゃ、ハンデあげる。次は左手狙ねらうよ？」


　親切にも自分の左手を指すジェスチャーまでつけての予告。


〝将アエリア〟も意味を理解し、反射的に左手を右手でかばう形を取る。


　なのに、矢は隙間から滑すべり込こんだ。


　右手の指の隙間──冴木と〝将アエリア〟の距きよ離りでは、視認すること自体が叶かなうべくもない隙間から滑り込み、針の矢が甲こうに突つき刺ささる。


「ギィッ……」


　苦痛の叫さけびを上げようとしたとき、次なる予告が来た。


「両りよう脚あし」


　宣言どおり、連続して放たれた矢が両足首に突き刺さる。


「右みぎ肩かた」


　肩の付け根に、猛もう烈れつな痛みが走った。


　怒いかりと共に冴木を見たとき、〝将アエリア〟は総毛だった。


　冴木は──両目を閉じていた。


　ここまでの三さん射しやは、全すべて無明の闇やみに身を浸ひたして行われたのだ。


「ありゃ、ハンデ足りなかった？」


　酷こく薄はくな笑みを浮うかべて、冴木が言う。


〝将アエリア〟は、ようやく悟さとった。


　もう立場は逆転している。捕ほ食しよく者は──あちらだ。


　本能は恐きよう怖ふに[image: ]のみ込まれ、退たい却きやくの姿勢を取る。両脚の痛みはあるが、生きるのが先だ。


　そう思った矢先、新たな矢を受け、〝将アエリア〟の左脚の足首が爆ぜた。


　未体験の衝しよう撃げきに、〝将アエリア〟は声も出せずに片かた膝ひざを突つく。


　何をされた!?


　何故あのか細い弓がここまでの威い力りよくを!?


　考える間も無く、冴木は新たな矢をつがえる。


「君、弓を使えてないねぇ」


　言い聞かせるように、しみじみとした響ひびきの声。


　圧あつ倒とう的な実力差は、異メ魔ギ人ドの存在以上に不条理だ。


「弓ってのは、人が手にした最初の大量殺さつ戮りく兵器だよ？　だから、僕には先の先とか、後の先とか、対の先とか、そういうまどろっこしいのはいらない。僕は常にすべての『先』──だから負けない」


　間合いの絶対的な優位性──それが弓。


　そして人から殺傷の罪悪感を奪うばった最初の武器──それが弓。


　二つの特性を完かん璧ぺきに再現した天才は、弓を志す者なら誰だれもが見み惚とれる構えで、新たな一射を放った。


「もういいから死ねば？」





「でも……お兄さんは、どうしてそんなことができるんです？」


「わかんないわよ、そんなの。私にも、お兄ちゃんにもね」


「…………」


「パパいわく、弓の射い法ほうは完かん璧ぺき。確かに、かじった程度の私から見ても見事なものよ。でも、それだけじゃない。確率的に、どうしたってブレやアクシデントは起こるものなのに、お兄ちゃんはそれでも当てる」


　話せば話すほど、綾姫の苦く悩のうは深くなるように思えた。


　才色兼けん備びの生徒会長、学園屈くつ指しの女じよ傑けつ。


　なのに、今はただ越こえられない壁かべに絶望した、歳とし相応の少女だ。


「一度、鳥の群れが的の前に飛び込んできたことがあったわ。矢を放った後だったから、事前に鳥を避さけることなんてできない。軌き道どうだって、途と中ちゆうで変わるわけない。なのに、お兄ちゃんは的に当てた。鳥が来ることなんて、お兄ちゃんだって知らなかった。でも、体は勝手に最善の構えを取って、当てたのよ」


　もう、くるみは何も言えなかった。


　これ以上は、ただ綾姫の傷を抉えぐるだけ。


　超こえられない兄への劣れつ等とう感を煽あおるだけ。


「お兄ちゃん、口くち癖ぐせみたいに言ってた。外してみたい、って。その気が無くても、『的』を認にん識しきしたら、当てちゃうんだもの。的から外れるように見えても、それはお兄ちゃんがわざとずらしただけよ。お兄ちゃん自身は、常に自分が当てたい『的』に当ててる。神様が与あたえた……贈おくり物。それが──お兄ちゃんの〝神エ理クのス欠ト片ラ〟」





　属性〝射手ツアラフ〟──〝因果の魔弾デイヴアインターゲツト〟。


　その矢は、当たることを運命付けられた一いつ矢し。


　矢を番つがえたとき、すでにその肉体は定められた未来を紡つむぐべき、完全な姿勢を取る。


　天変地異が起ころうとも、いかなる策を弄ろうしようとも、防ぐことあたわず。


　冴木蘭丸が弓を構える──当たる。


　それはすでに神の定めた理ことわり。


　ゆえに、〝将アエリア〟は今無様に片膝を突く。


　なおも抗あらがおうとする敵に、冴木は無言のまま魔弾を放ち続ける。


　鋼こう糸しにたわめられた張力と、それを繰くる冴木の膂りよ力りよく。


　そして、微び細さいながらも極限まで鋼鉄を圧縮し、硬こう度どと密度を高めた針。


　一矢のみでは苦痛だけ、しかし数本をまとめて放ち、驚きよう異い的な速射と連射を為なしたとき、敵の肉は無む惨ざんに爆はぜ、矢は骨に喰くい込こむ。


　当てるのみならず、〝智慧の禁果ボツクス・エデン〟を開いた冴木の矢は、「殺す」ための矢として敵の筋肉組織の壊こわし方すら彼に授さずける。


「ギャァァァァッッッ!!」


　全身の肉を弾はじき飛ばされ、〝将アエリア〟が吼ほえる。


　無む慈じ悲ひに冴木が言った。


「うるさいよ」


　喉のどに一矢が飛んだ。


　死なない程度に抑おさえた威い力りよくは、喉を貫つらぬくだけでとどめの一矢にはならない。


　静せい寂じやくを取り戻もどした闇やみの中で、冴木は青白く浮かぶ「的」を射続ける。


　両りよう腕うでが付け根から爆はぜた。


　脇わき腹ばらが拳こぶしほどの大きさに抉えぐれた。


　両方の太ももが弾き飛ばされ、四し肢しを失った〝将アエリア〟は無む抵てい抗こうのまま地面に転がった。


　放たれた矢は五百を超えた。


　それでも死なない。


　まだ死ねない。


　適度に威力を抑えつつ、冴木は〝将アエリア〟に近付いていく。


　その間も、すでに首と胴どうだけになった〝将アエリア〟に矢を叩たたき込んでいく。


　そして、ようやく最さい期ごの時が来た。


　すでに全身が針に覆おおわれた無む惨ざんな姿の〝将アエリア〟。


　その額に、冴木の伸のばした左手の指が突つきつけられる。


「バイバイ」


　零ゼロ距きよ離りでのラストシューティング。


　とどめの矢は、容よう赦しや無しの連れん撃げきだった。


　脳天はすぐに弾はじけとび、脳のう漿しようと肉にく片へんが冴木の頰ほおに飛ぶ。


　端たん整せいな顔を赤黒く染め、冴木は溜ため息いきを吐ついた。


「何でこんなに強くなっちゃったのかな……ボク」


　凄せい惨さんな戦せん闘とうの余よ韻いんなど微み塵じんも残さず、冴木は両手をポケットに突っ込んで歩き始めた。途中、敵の肉体を踏ふみつけたが、特に気にはしない。


「いいことないよね、強くても」


　本当の強者のみが実感できる言葉を吐はき、冴木は妹と逆方向へ去った。








　拳こぶしが巻き起こした風圧が顔を叩たたいたが、肝かん心じんの拳はいつまで経たっても当たらない。


　おそるおそる目を開けると、要の人差し指の第二関節を立てた一いつ本ぽん拳けんは、眉み間けんに当たる寸前で止まっていた。


「あ、あの……」


「目をつぶるうえに、避さける気ゼロ、か。なるほど、誰かが化けてるわけじゃないらしい」


　誤解は解けたようだが、要はまだ拳を下ろさない。


　基本的に誰も信用していないし、特に理解を外れた行動を取る者は即そく疑う主義だ。


　冷たい口調で、再度問う。


「何な故ぜここに来た？　異メ魔ギ人ドがうろついている以上、逃にげるのが当然だろう？」


「だって……お兄ちゃんがまだ……！」


　肩かたを震ふるわせて琴美が言った。


　本当は、こんなところに来たくなかった。


　異メ魔ギ人ドのいる場所にいても、喰くわれるだけ。


　わかっていても、来てしまった。


　そんな彼女の気持ちを理解しながら、要は鼻で笑った。


「くだらない。あの程度のクズが喰われても、大勢に変化は無い。下へ手たに足手まといを引き寄せるなら、あのとき殺しておけばよかったな」


　平然と語る要。


　その頰ほおに、平手が飛んだ。


　当たる前に要は手首を摑つかみとり、琴こと美みを冷ややかに見み下くだす。


「遅おそいうえに殺意も無い。当てる気あるのか？」


「……何で、そんなこと言えるの？」


「あ……？」


「何で、平気でそんなこと言えるの？　家族なんだよ!?　私のお兄ちゃんなんだよ!?　色々言われたけど、ずっと一いつ緒しよにいて、小さい頃ころは守ってくれて……」


「知るかボケ」


　要の言葉は容よう赦しや無かった。


　どんな言葉を投げかけても変わらない、そう実感させるだけのかたくなさがそこにあった。


　琴美にできるのは、ただ尋たずねるだけ。


「飛流君だって……家族、いるでしょ？」


「いない」


「だって……先生は……」


「家族だなんて思ったことはない。お前が言ってるのは、法的な問題じゃなくて、心のつながりだの、絆きずなだののことだろ？　だったらいないな」


「でも、お母さんとか……！」


「物心ついた頃、男と出て行った」


　琴美は口をつぐんだ。


　要の口調に、哀あい切せつや怒いかりは微み塵じんも無い。ただ淡たん々たんと事実を述べているだけ。


　本当に、家族と呼べる人間がいないだけ。


「お父、さん……は……？」


　もう聞く必要も無かったことだった。


　それでも要を理解するために、少しでも彼の瞳ひとみの奥で揺ゆれる真意に近付くために口にした。


　要の口元が綻ほころぶ。


　浮うかんだ表情を見て、琴美は心の底から後こう悔かいした。


　聞かなければよかったのに。


「いたなあ……そんな奴やつ」


　要は笑っていた。


　左手で自分の額を摑つかみ、邪じや悪あくに口元を歪ゆがめる。


「楽しかったなあ……アレ」








「一つ、質問してもよろしいでしょうか？」


「何じゃ？」


　七人の問いに、剣翁は素っ気無く応じた。チェスの局面の方が気になる。今も次の一手を長考中だ。


「何な故ぜ──人じん刀とうの〝剣つるぎ守もり〟を裏切ったのです？」


　剣翁が盤ばん上じようから目を離はなし、顔を上げた。


　妖よう気きを帯びる隻せき眼がんに臆おくせず、七人は続ける。


「〝天てん剣けん〟と〝地ち刃じん〟──相反する二つの勢力。古代より歴史の闇やみで〝地刃〟は暗あん躍やくし、異メ魔ギ人ドはこちら側を訪おとずれていました」


「そして〝天剣〟は歴史の陰かげで、人を操あやつってきた。時に神力を与あたえ、時に憎にくしみを育て、時に戦いくさを招いた。人の歴史が戦いの歴史と言うならば、それは全すべてそちらの意図だろう、天剣の〝剣つるぎ守もり〟よ」


　淡たん々たんと告げる剣翁に、七人は微び笑しようした。


「その通りです。人は常に殺し合う。陳ちん腐ぷな言い方ですが、それゆえに技術は発展し、人は進歩してきた。ですが、それを嫌きらう者達もいた。〝天剣〟の支配から、〝地刃〟の暗あん躍やくから逃のがれるべく、対天剣・地刃用兵器とそれを駆かる〝刀とう神しん〟を求めた者達。それが人刀の〝剣つるぎ守もり〟。あくまでも神ならぬ人の身で、魔に劣る脆ぜい弱じやくな人の身で、勝利を摑つかむべく立ち上がった存在」


　伝承の一節に似た言葉だが、語る七人の表情は冷ややかだった。


「しかし、僕からすれば無む駄だな足あ搔がきです。元来、人にそのような権利すらない」


「だが、立ち上がった。そして今、反はん攻こうは叶かないつつある」


　他人ひと事ごとのように言う剣翁。


　それは彼がすでに〝人刀〟側から離れた証あかしでもある。


　七人はその真意を、今一度問い質ただす。


「先代人刀の〝剣つるぎ守もり〟であった貴方あなたが、何故〝地刃〟側に？　こちらとしては、話がわかる相手に異メ魔ギ人ドやそれに群がる者を統とう括かつして頂いて助かっています。しかし、どうも腑ふに落ちない。何故寝ね返がえったのです？　何故実の息子の敵に回ったのです？」


　慇いん懃ぎん無礼な口調だが、言葉の端はしは鋭するどく研とがれ、剣翁の胸に突つき刺ささる。


　感情を抉えぐるようでもあり、搔かき乱すようでもある。


　やがて、剣翁は口元を綻ほころばせて笑った。


「何故……奴が〝人刀〟の〝剣つるぎ守もり〟になれたと思う？」




[image: ]


「…………？」


「考えてみろ、〝人刀〟に選ばれた者が子供なのは致いたし方ない。人刀は可能性を選んだ。であれば、むしろ子供の方がよい。天才を早期に選び、自身を使わせて慣らし、長い時をかけてその力を開花させる。ゆえに那斬蒼は選ばれた。だが……その幼き天才を守り、導く存在である〝剣つるぎ守もり〟は、別に子供である必要は無い。いや、むしろ未熟な〝刀神〟を補ほ佐さするには、成熟した大人がいい──そうは思わんか？」


　意見を訊きいているだけだが、その問いは同意以外認めない圧力を秘ひめていた。


　七人は肯こう定ていも否定もせず、どこか愉たのしげに耳を傾かたむける。


「儂わしは先代ではなく、本来であれば、当代の〝剣つるぎ守もり〟のはずだった」


「どういうことです？」


「儂は、いくつに見える？」


　予想外の問いかけに、七人は首を捻ひねった。


　意図も正答もわからないが、とりあえず高こう齢れい者しやに含ふくまれる年ねん齢れいだろう──そんな考えを見み透すかし、剣翁は自じ嘲ちよう気味に笑う。


「儂はお前が想像しているより、十歳さいは若い。だが、見た目はこのザマだ。要がこうさせた」


「彼は……何を？」


「奪うばったのよ」


　剣翁は右目を覆おおう、眼帯代わりの鍔つばに触ふれる。


　それこそが、屈くつ辱じよくの証あかし。


　己おのれを本来の年齢より、はるかに老け込ませた敗北の記き憶おく。


「要は……力ずくで儂から〝剣つるぎ守もり〟の座を奪いとったのよ」


「わけがわかりませんね。何故そんなことをする必要が？　大体、いつの話です、それ？」


「奴が六つになった頃かの」


　さすがの七人も顔色を変えた。


　六歳さい!?


　あの少年、何者だ!?


「奴は──儂を怨うらんでいた。母親が出て行ったこともあるのかもしれん。あるいは、儂が手足として使うために戦せん闘とう術を叩たたき込んだせいかもしれん。いずれにせよ、奴は己の運命さだめを、生まれを、世界を、全すべてを呪のろっていた。ゆえに牙きばを剝むいた。結果がこれよ」


　剣翁が鍔を外し、右目を晒さらした。


　七人が息を[image: ]のむ。


　予想はしていたが、右目は固く閉とざされ、完全に潰つぶされていた。


　醜しゆう悪あくな傷きず痕あとが、要との禍まが々まがしい因いん縁ねんを想像させる。


「おかしいですね……いかにあの飛流要とはいえ、六歳で貴方あなたに手傷を負わせて勝てるとは思えません」


「そう……誰でもそう考える。実際その通りだった。だが、奴のげに恐おそろしきは、自分の弱さを受け入れて、それでもなお『勝利』を求めるところだ。奴は、日ひ頃ごろ儂に打ちすえられながら、研究していた。儂の技量、癖くせ、性格──全てを研究し、非力な己でも勝つ方法を必死に考えた。そして──」





　その日は来た。


　稽けい古こを始めようとしたとき、幼い少年は果か敢かんにも真しん剣けん勝負を挑いどんできた。


　何を馬ば鹿かな、そう当代の〝剣つるぎ守もり〟はせせら笑い、生意気な息子むすこの性しよう根ねを叩たたき直そうとする。


　それが罠わなだった。


　挑ちよう発はつし、小さな怒いかりを誘ゆう発はつし、隙すきに付け込む。


　気がつくと、〝剣つるぎ守もり〟はバランスを崩くずし、転びかけていた。


　非力な少年が成し遂とげた、儚はかない成果。


　だが、少年はそれをすぐ勝利にまで昇しよう華かした。


　足がもつれ、普ふ段だんは高みから自分を見み下くだす視線が手の届く高さまで落ちる瞬しゆん間かんを見み逃のがさず、少年は実の父の右目を抉りとった。


　何のためらいもなく、スムーズに。


　何千回と練習したであろう、無む駄だの無い慣れた手つきで。


　眼がん窩かを貫つらぬく息子の小さな人差し指と中指を認にん識しきしたとき、〝剣つるぎ守もり〟は絶ぜつ叫きようしていた。


　半分赤く染まった視界の中で、息子が笑っていた。


　親の自分が今まで一度も見たことのない、心の底から愉たのしそうな顔で。


　その瞬しゆん間かん、〝剣つるぎ守もり〟の継けい承しようは成なされた。


　幼き少年は、次代から当代の〝剣つるぎ守もり〟となったのだ。





「──儂は片目を抉り取られただけだ。そのままでも戦えたし、そうなれば生き死にの勝負では簡単に要を斃たおせた。だが、奴は全てを計算していた。油断であれ何であれ、自分の一いち撃げきで、儂のプライドを完全に打ち砕くだけると。心を折れば、もうそれで終わりだとな。事実、儂わしはもう何もできんかった。ダメージ云うん々ぬんではなく、プライドの壊こわれた抜ぬけ殻がらに成り果てていた」


「それはそれは」


　七人は肩を竦すくめ、恐おそるべき少年を思い胸を痛めた。


　一撃で打ちのめされた剣翁を嘲あざける気持ちはあるものの、同情したい思いもある。


「恐おそろしいご子息だことで。しかしおかしいですね、それほどまでに貴方あなたを、〝剣つるぎ守もり〟を憎にくんでいた少年が、何故今〝剣つるぎ守もり〟を？　むしろ彼の行動は誰よりも真しん摯しに役目を果たしていると言えますが？」


「だろうな……それは儂にもわからん。儂を斃したのと那斬蒼と出会ったのは同じ日──儂を斃した後、奴は〝刀とう神しん〟も殺すと言って家を出た。だが、結果は見てのとおりだ」


「なるほど……そして、貴方は息子への復ふく讐しゆうという、個人的かつちっぽけな目的で地刃側へ来たと。そういうことですか？」


　容よう赦しやない質問に、剣翁はどこか歪ゆがんだ笑えみを浮うかべて頷うなずいた。


「そうだ。儂には〝天剣〟も〝地刃〟もどうでもいい。ただ儂から全すべてを奪うばった要を殺す──それだけよ」


「だから……彼を追う。彼を観察する。技わざを見る」


「その通りだ。儂が教えたのは基き礎そのみ、奴はそこから独学で〝剣つるぎ守もり〟の技を全て修得した。十二星せい拳けんは元より、その上に君臨する奥おう義ぎさえも」


「ですが、あの飛流要が貴方に気づいていないはずはないでしょう？　技にしても、隠かくすでしょうに」


「確かにな……だが、見られていることを自覚しても、奴は必要とあらば星拳を駆かるだろう。〝剣つるぎ守もり〟ゆえに、那斬蒼のために。それがつけいる隙すきでもある」


　互たがいに存在を意識しながらも、完全にすれ違ちがう壊こわれた親子。


　その歪んだ関係に畏い怖ふしつつも、七人はもう一度飛流要という少年の行動パターンを予測してみる。


「しかし、彼は貴方と戦いますかね？　私の知る限り、あの飛流要という少年は、必要とあらば平気で敵から逃にげるでしょう。自分の実力を知り、監かん視ししている貴方は強敵に違いない。そんな貴方と真正面から戦やり合う道を、あの少年が果たしてとるでしょうか？」


　七人の問いに、剣翁は長考を終えて、兵士ポーンを一マス進めた。


「奴は来る」


「…………？」


「奴が〝剣つるぎ守もり〟である以上、いずれ儂の下もとへ必ず現れる。必ず、な」


　言葉の終わりに負の感情を凝ぎよう縮しゆくさせ、剣翁は眼帯代わりの鍔つばを握にぎり締しめる。


　浮かべた笑みは、やがて来る息子むすこへの復ふく讐しゆうの壮そう絶ぜつさを予感させた。


「親子ですね。そっくりだ」


　肩を竦すくめ、七人も一手進めた。


　盤ばん上じようは中盤、王を守る駒こまも大分前線に出た。


　攻こう勢せいに出る剣翁は、間もなく玉座に手を伸のばすだろう。


　王の親しん征せいが近い。




　第五章　天からの呼び声







　目を覚ますと、体は壁かべに縫ぬい付けられていた。


　場所は、あの医務室から動いていない。


　だが自由は奪うばわれ、両りよう腕うではそれぞれ手て錠じように繫つながれていた。手錠の鎖くさりの端はしは壁に埋うめ込こまれており、容易には外せない。手錠自体も、質感から通常の品より硬こう度どを増した特注品であることを感じさせた。


　両りよう脚あしも足首を同様の品で固定され、蒼あおいの肉体はさながら贖しよく罪ざいの果てに磔たつ刑けいに処された聖者を思わせる。


　まだ混こん濁だくする意識の中で、蒼は美み亜あと愛刀を求めた。


〝正まさ宗むね〟は……床ゆかに転がっている。手を伸のばせばすぐ取れる距きよ離りだが、今は肝かん心じんの四し肢しがまったく動かない。


　美亜もいた。


　倒たおれる彼女の姿を見たことで、蒼の意識は瞬しゆん時じに覚かく醒せいする。


「美亜姉ねぇ！」


　踠もがくが、鎖の擦すれる音がするだけで、何も変わらない。


　声は大きかったが、美亜はピクリとも動かなかった。


「無む駄だよ」


　見み下くだした声に、蒼は美亜の傍そばに佇たたずむ少女を睨にらみつけた。


　その禍まが々まがしい笑えみに、琴こと美みの面おも影かげは無い。地に落ちた特とく殊しゆ素材の極ごく薄うすのマスクから、蒼は変装にハメられたことを悟さとる。対異メ魔ギ人ド戦における顔面負傷の再生技術を転用すれば、この程度のことは問題無い。


　ただし、最新技術を手に入れられれば、の話だが。


　蒼に向けて放ったものも、特殊な麻ま酔すい銃じゆうだった。


　通常の銃と違ちがい、殺傷や威い嚇かくではなく捕ほ獲かくを優先したものだが、当然人に向けるにはあまりに危険な代しろ物ものだ。


　撃うたれた瞬しゆん間かん、拳けん銃じゆう型の麻酔銃と看破はしたものの、抵てい抗こうはできなかった。


「お前……誰だれだ？」


　学園の制服を着た少女は、明るい顔で、にんまりと笑った。


　黒くろ髪かみのショートカットに、やや日焼けした肌はだは、若さに溢あふれている。顔立ちも悪くない。笑みには好感が持てないが、黙だまっていれば素す直なおにかわいい女子高生で通るだろう。


　なのに……敵だ。


「誰だって……クラスメイトだけど？　ずっと一いつ緒しよだったじゃない？　前も会ったでしょ？」


　少女は左手の手首を蒼に晒さらした。


　うっすらと残る傷きず痕あと。


　リストカットの類たぐいではない、本物の切せつ断だん痕こんに、蒼はかつて〝正宗〟を奪うばい去った敵を思い出した。


「お前……あのときの！」


「そ……あのときはやってくれたわね。左手は強化してなかったせいで、くっついたけど傷が残っちゃったわ。どうしてくれるの？」


　憎にくらしげに言いながら、少女は倒れる美亜を足あし蹴げにする。


「オイ……」


　蒼の声に殺気が混じった。


　全身の筋肉を膨ぼう張ちようさせ、戒いましめから抜ぬけ出そうと身をよじる。


　その威い圧あつ感にたじろぎながらも、少女はまだ美亜から足を離はなさない。


「そんなにこの女が大事？　じゃ、顔でも斬きり刻んであげよっか？」


　少女の右手に、無骨な山刀マチエツトが握にぎられる。


　美亜の顔に近付く刃に、蒼の形ぎよう相そうが変わった。


「お前……」


「イヤならおとなしくしたら？　それ、対異メ魔ギ人ド用の拘こう束そく具ぐだから、人間じゃ外せないわよ？　アンタはただのエサで、囮おとりなんだから」


「あ……？」


「そのうち来るわ。あの飛ひ流りゆう要かなめも含ふくめて、食べられちゃえば？」


　愉たのしげに顔を歪ゆがめる少女。


　蒼は名前と普ふ段だんクラスで見ていたはずの顔をぼんやりと思い出したが、どうしても眼前の少女と重ならない。


　何な故ぜ、何故こうも違う？


「お前……〝地ち刃じん〟の剣つるぎ守もりか？」


「そーよ。ダサい名前が気に入らないけど」


「どうしてそっちに転んだ……？　強くなりたい、ってんじゃないだろ？　何でだ!?」


「何でって……ヒマつぶし？」


　平然と言ってのけた少女に、蒼は怒いかりを通り越こして何も言えなくなった。


「だって面おも白しろいじゃない、どうせ異メ魔ギ人ドに勝てないんだし、逆らっても無む駄だでしょ？　まあ化け物になるのはイヤだけど、〝地刃〟の力ってのを借りれば、細さい胞ぼうが活性化して若さ保ったり、もっとキレイになれるのよ？　お得じゃない？」


「ふざけろ」


　かつて言った言葉を、蒼はもう一度言った。


　より昏くらく冷たく、怒りを通り越した断罪の響ひびきで。


「かりそめを手にして、何になる？　お前はただ目を背そむけただけだ。肉体が変わっても、お前の本質は変わらない」


　静かな声こわ音ねに、少女は押し黙だまる。


　だがそれも一いつ瞬しゆん、すぐに山刀マチエツトを握り直し、また美亜に突つきつける。


「黙りなさいよ……この顔ズタズタにされたいの!?」


「やれよ」


　蒼そう茫ぼうの瞳ひとみが、殺意を以もつて少女を射い貫ぬいた。


　獅し子しに射い竦すくめられた鼠ねずみの如ごとく、動きが止まる。


「やってみろよ。そしたら俺おれがお前を殺す。その顔を細こま切ぎれにして、全身バラしてやる。誰が見ても、もうお前だと認にん識しきできなくなるまでお前を斬る」


　警告ではなく、宣せん誓せいだった。


　冷静な言葉が、それを確実に実行する意志を証明している。


「や、やってみたら？」


　声は震ふるえていた。山刀を握る手もおぼつかない。


　震えは全身にも及およんだ。


　見つめる蒼の瞳ひとみが、劣れつ等とう感を刺し激げきする。


「う……うるさい、うるさいうるさい！」


　金切り声をあげて、山刀が振ふり下ろされる。


　やめろ、と蒼が叫さけんで身を乗り出すと、その場の誰でもない声がした。





　──委ゆだねよ。





「お前……」


　蒼は思わず天を仰あおいだ。


　予期せぬ動作に、少女も手を止めて蒼を見る。





　──委ねよ。





　声はもう一度言った。


「お前は……」





　──力が欲ほしくば、我にその魂たましいと身を委ねよ。





「やめろ……」


　頭かぶりを振りながら否定する。


　奇き妙みような行動に、少女が首を傾かしげる。


　声は、蒼にしか聞こえていない。





　──無駄だ。人は我に抗あらがえぬ。





「やめろ……俺に、干かん渉しようするな。俺達に……これ以上……!!」





　──もう遅おそい。遠い昔に、人は我を選んだ。





「ガァァァァッッッ！」


　咆ほう哮こうをあげ、蒼は後頭部を壁かべに打ちつけた。


　脳を灼しやく熱ねつの頭痛が焼く。抗えない力が、肉体を侵しん食しよくしていく。





　──今一度思い出せ。全すべての人間は、我わが身をその身に受けた存在。





「だから……どうした!?　これ以上、俺の未来に、人の未来に干渉するな!!」





　──それは、元々我のものだ。お前達のものなど、ありはしない。





「黙だまれ!!」





　──委ねろ。





　声はやさしかった。


　思考を痺しびれさせる圧力の中、視界は現実ではなく過去を映した。


　血ち塗まみれの手。


　軍用ナイフ。


　ささやかれる声。


　幼い少年。


　倒たおれていく者。





「やめろ……見せるな!!」





　絶ぜつ叫きように近い声をあげたとき、脳に響ひびく声は厳おごそかに命じた。





　──ならば委ねよ。繰くり返したくなければ。





　眼前に剣つるぎが聳そびえていた。


　地に先せん端たんを突き刺した、巨きよ大だいで豪ごう壮そうな剣つるぎ。


　全身が水すい晶しようのような透すける素材で構成され、幅はば広ひろの刃と鍔つばの紅あかい宝玉が目を惹ひく。直すぐ刃はと横一線に伸のびる優美な鍔が、全体を巨大な十じゆう字じ架かのオブジェに見せる。


　十字剣は一人でに地から抜け、そのまま蒼の全身を刺し貫つらぬく。





　──喰くらえ、今一度。





　ヴィジョンは消え、現実が舞まい戻もどる。


　同時に、蒼は吼ほえていた。


　手て錠じようが砕くだけ、四し肢しを閉じ込める縛ばく鎖さが強力で破は壊かいされる。


　同時に、蒼の〝神エ理クのス欠ト片ラ〟を封ふうじる黒鎖もまた、少女の前に顕けん現げんすると同時に弾はじけ飛んだ。


「シャァァァァァッッッ!!」


　刹せつ那な、室内は真あ紅かく染まった。


　第弐鎖式戒放シエニ・リミツター・バースト。


　狂くるえる王、目め醒ざめる。








「飛流君!?」


　琴美は顔を蒼そう白はくに変え、叫さけんだ。


　会話の途と中ちゆう、要の腕うでが、前まえ触ぶれ無く鮮せん血けつを噴ふき出したのだ。


　左手のレザーグローブが弾け飛び、手の甲こうに刻まれた、果実と思おぼしきマークに大きくつけられたバツ印が露あらわになる。蒼の背と同じ傷きず痕あとは、今また猛もう烈れつな勢いで血を噴き出していく。


「ガッ……」


　苦痛に顔を歪ゆがめ、要が左手を押おさえる。出血はすぐに治まったが、苦痛はやまない。


　歯は嚙がみしながら、軍ぐん師しは王を思う。


「あのバカ……自力で鎖式リミツターを!?」


「那な斬ぎり君が……どうかしたの？」


　要に駆かけ寄りながらも、琴美の気持ちはどうしても蒼を向いていた。あの要が苦痛に脂あぶら汗あせを流すのを間近で見ても、蒼の身に何が起こったのかを心配してしまう。


「いや……アイツにできるはずが……まさか、まさか……」


　喘あえぎながら、要はふらつく足取りで月つき島しま錬れん成せい館の中へ向かう。


　事は一刻を争う。


「〝天てん剣けん〟、か……」








「ルール違い反はんではないかな？」


　剣けん翁おうが咎とがめるように言うと、長考中の七なな人とは、盤ばん上じようから目を離はなさずに答えた。


「いいじゃありませんか、少しぐらい」


「人に対する直接的な干かん渉しようはしない……それが約やく定じようではなかったか？　〝地刃〟の侵しん攻こうも、合意の上のはず」


「直接ではありませんよ。那斬蒼に、少しばかりはっぱをかけただけです。それに、彼にはその資格がある」


「どういうことだ？」


　七人は僧侶ビシヨツプの駒こまに手を触ふれた。


「元来、王とは神によって選ばれる者。ならば、彼には加護が与あたえられるべきだ。我ら人の主ぬし、〝天剣〟の加護が、ね」


「今一度、智ち慧えの実を喰くらうか？」


　微び笑しようしながら、剣翁が次の一手を考え出す。


「それもいいでしょう。どのみち、人はもう食べてしまった。無む垢くなままではいられない。王は、神の代行者として、覇は道どうを進むしかない」








「こ、来ないで……」


　少女は床ゆかに尻しりを突つき、首を振ふりながら後じさる。


　ゆっくりと、〝正宗〟を携たずさえた蒼が近付く。


　美び麗れいな刀身は抜ぬき放たれ、その身に血を帯びるべく凶きよう刃じんが迫せまる。


　蒼は、少女の懇こん願がんにもまったく顔色を変えず、〝正宗〟を構えた。


　その細い首に〝真紅の斬閃デツドライン〟を引き──全すべては終わる。


「蒼……くん？」


　倒たおれていた美亜が、ゆっくりと起き上がる。


　蒼同様、薬で眠ねむらされていたせいで、まだ動作が緩かん慢まんだ。それでも〝正宗〟を構えた鬼き気き迫せまる蒼を見ると、すぐ正気に返る。


「ちょっと……何してるの!?」


　蒼が撃うたれたところを目もく撃げきし、凶きよう弾だんは自分にも向けられたが、まだ怯おびえる生徒の正体は知らない。それゆえの制止だが、蒼は動じない。


　実体化した〝真紅の斬閃デツドライン〟は消えず、よりその赤味と太さを増す。


「死ね」


　少女は身をのけぞらせ、そのまま気絶した。


　極限まで増大した殺意は、〝真紅の斬閃デツドライン〟の持つ拘こう束そく力を生命活動の停てい滞たいにまで増ぞう幅ふくさせたのだ。


　涎よだれを垂らしながら意識を失った少女を見て、蒼は〝正宗〟を下ろした。その刀身に帯状の鞘さやが巻きつき、覆おおう。


　とりあえず、落とし前はつけた。


「行きましょう、早く出た方がいい」


　蒼の言葉に頷うなずき、美亜は立ち上がる。だが、いつもの蒼とはどこか違う。


「あの……この子は……」


「敵です。どうせ異メ魔ギ人ドには襲おそわれない。今はここから出るのが先です」


　有う無むを言わさぬ口調に、美亜は黙だまって蒼に続いて部へ屋やを出た。


　無言で進む蒼。


　その背がどこか物悲しく、出会った頃ころの幼い少年に重なって見えるが、美亜にはまだその理由がわからなかった。








　建物に入ったものの、要の左手はまだ苦痛を覚えていた。


　顔色こそ変えていないが、同行する琴美には見破られたらしく、心配そうに声をかけられる。


「大だい丈じよう夫ぶ……？　手当てした方が……」


「問題無い。少し落ち着いてきた。蒼は無事……だろう。しかし……」


　左手からは、苦痛以外の反応が無い。


　蒼と同じく、〝正宗〟によって刻まれた聖痕ステイグマータは、限定的ながらも〝正宗〟の意志を感じ取る。時には蒼の居い場ば所しよを、時には置かれている状じよう況きようを、〝剣つるぎ守もり〟たる己おのれに伝えてくる。


　なのに、今はその反はん応のうが無い。


　完全に〝王おう〟と隔かく絶ぜつされた〝軍ぐん師し〟は、〝王〟の無事を確信しながらも不安が拭ぬぐえなかった。


「那斬君の方は……平気、なの？」


「大丈夫だろう。昔から、何だかんだで生き残ってきた」


　昔から、というフレーズに琴美の胸で、何かが疼うずく。要なら自分の知らない蒼を知っていて当然だが、それを理解しても感情の揺ゆらぎは抑おさえきれない。


「何でも知ってるんだね、那斬君のこと……」


　言葉に含ふくまれる自覚できない感情は、要にあっさりと見み抜ぬかれた。


「妬やくほどのことでもない。付き合いの時間の差だ」


「わ、私は、別に……」


　否定する言葉に、力がこもらない。もっとも、要相手では否定してもすぐに見み透すかされるだろう。


「姉ねえさんみたいなこと言うようになってきたな。頼たのむから過去に何が～的な質問はやめてくれよ」


　と、うんざりした口調の要。


　美亜二号の誕生だけは避さけたい様子だが、それでも琴美は遠えん慮りよがちに訊きいてくる。


「先生も、知らない……何で、飛流君は知ってるの？」


「聞いたからだ」


「……何で、飛流君には言うの？」


　控ひかえめな問いかけだが、要は答える以前に溜ため息いきを吐ついて琴美を見た。


「勘かん弁べんしてくれ……男の嫉しつ妬とは見苦しいが、女の嫉妬は反へ吐どが出る」


「私は、ただ……」


「やめておけ、アイツとの関係が変わるぞ」


　それは、琴美だけではなく美亜にも言いたかった言葉かもしれない。変わるから、二人に何も言えない。ただ、己の胸の内に収める。


「そんな……わ、私は何があっても……」


「変わるね」


　機先を制し、冷ややかに要が言う。


　その見み下くだす瞳ひとみに、琴美は何も言えなくなった。


「確実に変わる」


「…………」


「きっと、もっとほっとけなくなる」


「え……？」


「きっと、抱だきしめたくなる」


　要は琴美から目を離はなし、背を向ける。


「前に言っただろ、重いんだよ、そういうの。辛つらい過去を知って、だからほっとけなくなって、傍そばにいて──アイツはそんなこと望んでない。そんなことで他人を縛しばりたくない。だから突つき放す」


「じゃあ……じゃあ、何で飛流君には!?」


　思わず、大きな声を出していた。


　それでも要の氷の精神には皹ひび一つ入れることができず、彼は冷たく言う。


「変わらないから」


「どういう、こと？」


「俺だけは、アイツの何を知っても変わらない。プラマイゼロ、お前らと違ちがって、俺は何も変わらない。だからアイツの傍にいられる。アイツは俺の傍にいる」


　口調は変わらないが、それは要の誇ほこりだったのかもしれない。そして、その誇りは誰だれも汚けがすことも立ち入ることもできない。


　だから、琴美はもう何も言えない。


　圧あつ倒とう的な差が横たわっていた。


　そして今、要は琴美に構わず歩を進め、蒼を目指している。


　これ以上差を広げられぬよう、少しでも近付こうと琴美は足を速める。そう思った矢先、視界に思わぬ光景が飛び込んできた。


「お兄ちゃん！」


　駆かけ寄る先に、武たけるが倒たおれていた。


　武具の展示スペースの一角で、仰あお向むけに倒れている。


　蒼による負傷は治ち療りようされたようだが、その身には新たな傷が刻まれ、出血がおびただしい。異メ魔ギ人ドに襲しゆう撃げきされたと考えていいだろう。


「お兄ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ!?」


　琴美は兄の傍に膝ひざをつき、怪け我がの具合を確かく認にんする。


　せめて応急処置をと、日ひ頃ごろから携けい帯たいする治ち療りよう器具を取り出す。


　そのとき、兄の左手が持ち上がった。


「お兄ちゃん……！」


　意識があることを知り、琴美は涙なみだぐみながら笑った。


　次の瞬しゆん間かん、琴美はその表情を留とどめたまま、口の端はしから血を零こぼした。


「え……？」


　見み下おろすと、脇わき腹ばらを刺さされていた。


　兄の腕うでで。


　たくましい左腕は、肘ひじから先がくすんだ緑色の刃に変わっていた。


　武器型の異メ魔ギ人ドに酷こく似じした凶きよう器き。


「お兄……ちゃん？」


　蒼そう白はくな表情で首を傾かしげ、琴美はゆっくりと兄にもたれかかる形で倒れた。


　それを乱暴に押しのけ、武が上体を起こす。


「ハズレか」


　残念そうに呟つぶやき、武は何事もなかったかのように立ち上がり、琴美の体を踏ふみつけた。


「人じん刀とうの〝剣つるぎ守もり〟が標的なのにな……ん？」


　辺りを見回しても、要が見えない。


　琴美の末路は見ていたはずなのに、その姿は煙けむりのように消えていた。


「どこだ……？」


　苛いら立だちながら言ったとき、黒い旋せん風ぷうが傍かたわらを通り過ぎた。


　────！


　左腕の刃を振るうが、空から振ぶりに終わる。


　しかし、標的は姿を現した。


　数メートル先で、琴美を右脇に抱だきかかえた要が、床ゆかに片膝をついている。


　琴美を丁てい寧ねいに下ろすと、要はゆらりと立ち上がった。


　その姿は、〝剣つるぎ守もり〟の正式なる戦いくさ装しよう束ぞく。


　ノースリーブの黒のインナーと、洋風にアレンジされた黒い袴はかま。


　そして全身を覆おおう、〝正宗〟の鞘さやを思わせる素材でできた銀の帯。それは彼を敵から守る防具であり、けして体の動きを妨さまたげない。


　要が校外学習に持ち込んだ、最も重要な装備がこれだった。


　姿を現すまでの若じやつ干かんのタイムラグは、敵の死に捧ささぐお召めしかえのための時間。


「お前……〝地刃〟の剣守りか？」


　要は静かに訊きいた。いつものように、感情の色は見えない。


　その内で燃えている心情を怒いかりと断じ、武は笑う。


「いかにも。しかし、ずいぶんと甘あまちゃんだな。そんな落ちこぼれが刺さされた程度で怒おこったのか？」


　哄こう笑しようは、すぐに沈ちん黙もくに変わった。


　要がこちらを見ている。


　笑え顔がおで。


　やがて、嗤わらい声が漏もれた。


「ハハハ♪」


　とってつけたような、乾かわいた声。


　声は徐じよ々じよに音量を上げ、部へ屋や全体に響ひびき渡わたる。


「ハハハハハハハハハハハ」


　陽気な笑い声は、琴美の薄うすれていく意識でも感じとれた。


　その不自然で空むなしい笑いは、死への恐きよう怖ふすら超える未知の恐怖を琴美に呼び起こす。


　蒼の言葉が今、実感を伴ともなって甦よみがえる。


　要が嗤うとき──それすなわち、ドＳモード。


「ハハハハハハハハハハハハハハハハ」


　さらに笑い声を増しながら、要は腹を抱かかえ始めた。


「…………？」


　底知れない恐怖を、頭を振って追い払はらい、武は左腕の刃を構えた。


　戦せん闘とうに入ろうとしたとき、視界の右が赤く染まった。


　右目を触さわると……ナイフの柄えが生えている！


「ギャァァァアァ！」




[image: ]


「バ～カ」


　なおも嗤いながら、要が嘲あざけった。


　その笑顔──凶きよう悪あく。


　いかなる者も、その顔を見れば、人の性さがが悪だと確信できる。


「な～に調子こいてんだタコ。カッコつけたくせに、いきなり右目ブッ刺さされてやんの」


　狂った嗤いの中でも、要の放ったナイフは的確に敵の目を貫つらぬいていた。


　笑顔のまま、要が愉たのしげに武を指差す。


「何なら地刃様の力で治したらど～だぁ～？　あ～、できないかぁ～。首から上を異メ魔ギ人ド化すると、脳が侵しん食しよくされて、完全にバケモノになっちゃうもんなぁ～」


「貴き様さまァァッッ!!」


「ハハハ、バッッッカじゃねーの!?」


　おどけた口調で要が言う。


　底知れない闇やみの渦うず巻まく戦場で、唯ゆい一いつ正常を留とどめる琴美が、か細い手を要に伸のばす。


「飛流……くん」


　差し出された手に、要は拳こぶしで応こたえた。


　琴美の全身に浮うかぶ無数の星々。


　要は躊ちゆう躇ちよせずに、瀕ひん死しの少女に、人差し指の第二関節を立てた一いつ本ぽん拳けんを叩たたき込こんでいく。


「サダルスウド、サダクビア、スカト」


　高速の打だ撃げきに、琴美の華きや奢しやな体が軋きしむ。


　そして、終しゆう焉えんの一撃が放たれた。


「サダルメリク」


　それだけで致ち命めい傷しようになりそうな一撃は、琴美の腹部に減めり込んだ。


　生気の失うせた唇くちびるから、またも鮮せん血けつが零こぼれ落ちる。


「水デ瓶リ座ー」


　琴美の目が閉じられ、その顔から完全に生気が消える。


「星の癒いやしを受けろ」


　低く呟つぶやき、要は脱ぬいだ学生服をそっと琴美にかけた。


　放った星拳は、全身を活性化させる癒しの拳。


　瀕死の者でも、しばし命を繫つなぎとめ、穏おだやかな眠ねむりにつかせる。


　だが武がそんな真実を知るはずもなく、ただ要の行こう為いを嘲あざ笑わらう。


「邪じや魔まだから殺したのか？　さすが、冷れい酷こく非情で知られる人じん刀とうの〝剣つるぎ守もり〟だけのことはある」


「そうだな」


　要が嗤わらった。


　武の目の前で。


　いつの間に、と思うより迅はやく、左ひだり脚あしの爪つま先さきで股こ間かんを蹴けり上げられ、体が宙を舞まった。


「……ッッッ!!」


　声すら、あげられなかった。


　確実に二つともやられた。


「テメーをぶち殺すのには、邪魔で仕方ない」


　股間を押おさえてうずくまった瞬しゆん間かん、再度要の蹴りで壁かべまで吹ふっ飛ばされた。


　近付きながら、要は笑え顔がおで尋たずねる。


「蒼との時は、ネコかぶってたのか？　どうせ本ほん性しよう出しても即そく殺やられてたけどな。それとも、ボコられた後に勧かん誘ゆうされたのか？　まあどっちでもいいし、どーでもいい」


　近付く要に、武は原形を留とどめないくらいに歪ゆがんだ顔で、首を振った。


「や、やめろ……来るな！」


「や～だね」


　相変わらず要は嗤っている。


　これほど愉たのしげな彼を、誰だれが知る？


　いつしか武の全身には星々が浮かび上がり、これから先の運命を想像させた。


「ま、待て……俺おれは違う……その女の兄貴じゃない！」


　武は慌あわてて顔に触ふれ、その皮ひ膚ふを剝はぎ取る。


　顔の左半分が、三十代の男に変わった。〝地刃〟の剣つるぎ守もりの技術は、こんなところでも活いかされていたようだ。


　けれども、要はまったく変わらない。


「それで？」


「え？」


「何となく胡う散さん臭くさかったが、別にどーでもいい。どーせ殺すし」


「ま、待て!?　本物の居い場ば所しよを知りたくないか!?」


「全然」


　鋭するどい拳に、顎あごが砕くだかれた。激痛もそうだが、その奇き異いな打撃のせいで顔が歪む。


「…………!?」


「見えなかったろ？」


　要がやさしく問いかける。


　男は声を出せずに心中で頷うなずく。


　迅いだけではなく、鞭むちのようにしなる打撃は、その軌き道どうがまったく読めない。視界の死角と真理の死角、両方に滑すべり込む見えざる打撃。


　それは〝真紅の斬閃デツドライン〟を発動させた蒼の斬ざん撃げきに似ている。


「蒼ほどじゃないが、お前を恐きよう怖ふに叩たたき込むぐらいの芸当はできる……覚かく悟ごはできたか？」


　男は青ざめた顔で必死に首を振る。


「ま、待て！　謝あやまろう！　悪かった、あの女を刺さしたことは謝る!!」


「別にどうでもいい」


「あ、あの女の敵かたき討うちってか!?　なら、もう……」


　御ご託たくを並べる男の額に、軽いデコピンが放たれた。


　これまでとはまったく異なるやさしい打撃に、男がポカンと口を開ける。


「これが月島の分」





　はい？





　男の顔が硬こう直ちよくする。


「こっから全部俺の分」


　要が両手の指を鳴らす。


　男は愚ぐ行こうを悟さとった。


　確かに、要は琴美を刺したことに怒ったのかもしれない。


　が、それはそれ。


　あくまでも、怒っているのは要。


　自分のためだけに生き、自分のためだけに死ぬ少年は、あくまで自分のためにこれから男をぶち殺す。


「人体はすべからく消しよう耗もう品だ。ゆえに、俺は自分から攻こう撃げきしたくない。無む駄だに磨すり減へらすのは御ご免めんだ。だが、ある程度酷こく使ししないと肉体は真価を発はつ揮きしない。だから、たまには思いっきり使わないとな」


　男の顔から、全すべての表情が消えた。


　要が人差し指を向ける。


「あ、サンドバッグはっけ～ん」


「ヒッ……」


「死ね」


　そして一方的な殺さつ戮りくが始まった。


　通常より暗く明めい滅めつする全身の星せい点てんを、五指を握にぎり込んだシンプルな拳こぶしが打ちぬく。


　星が指し示すのは、死なない程度に相手へ苦痛を与あたえる部位。


　ただそれだけ。


　後はただ、要が高速の打撃で殴なぐり続けるだけ。


「蟹座サルタン」


　それは最弱にして、最さい凶きようの星せい拳けん。


　ドＳモードの要が最も好む、最悪の技わざ。


　とりあえず、気が済むまで殴なぐり続ける。


「死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ねっ!!」


　両りよう腕うでが砕くだかれた。両脚が砕かれた。肋ろつ骨こつがへし折られた。折れた骨が内臓に突つき刺ささった。眉み間けんに拳が減めり込んだ。歯が残さず叩たたき折られた。頭ず蓋がい骨こつが陥かん没ぼつした。頰ほおの肉がちぎりとられた。心臓が停止した。殴ってもう一度動かした。気が済むまで五回ほど繰くり返した。


　相手が屍に変わる寸前、要の蹴りが顔面を砕いた。


「星の闇やみに[image: ]のみ込こまれろ」


　潰つぶれたトマトのように、頭部が爆はぜた。


　無む惨ざんきわまりない死体を見つめながら、全身を血に染めた要は、ふと天てん井じようを見上げた。


「あ……蒼のところ行かないとな」


　本分を思い出し、要は探たん索さくに戻もどることを決めた。


　これだけ血の臭においがしても異メ魔ギ人ドが寄ってこないのだから、琴美は置いていっても大丈夫だろう。


「いい汗あせかいたな」


　清すが々すがしい顔は、まだ笑えみを留とどめている。


「クズはあと何なん匹びきいるかな♪」


　ドＳモード──継けい続ぞく中。








　蒼と美亜は、月島錬成館から外に出ていた。


　正面ではなく、医務室に近い裏口は、鬱うつ蒼そうとした木々に囲まれていた。山と隣りん接せつし、見上げれば山道も目に入る。


　ここまで無言を保っていた蒼も、ようやく口を開く。


「〝将アエリア〟は……逃にがしたか。異メ魔ギ人ドもいない……全ぜん滅めつか、拡散したか……」


「皆みんな……大だい丈じよう夫ふかしら」


　美亜が不安げに漏もらす。


　散りぢりになった生徒や教師の安否はわからない。


　美亜は携けい帯たい電話を館内のバッグに入れたままだが、蒼はポケットに入れていた。何やら操作をした後、無愛想に告げる。


「もう救きゆう援えんが来てるでしょう。送ります」


　先導する形で、蒼が錬成館の正面を目指す。


　その手に、美亜の手が触ふれた。蒼はすぐに振り払はらおうとしたが、それより早く美亜が両手で彼の手を包み込む。


「……何ですか？」


「どうして、そんなに冷たいの？」


　握にぎり締しめる手は、必死だった。


　こんなときに、と思われるかもしれない。


　でも、こんなときだから、こんなときでも自分を守ってくれるから、訊ききたかった。


「要が言ってた……思い出したからだ、って。何が……あったの？　私と会う前のこと？」


「…………」


「何で、何も言ってくれないの？　家族でしょう、私達」


「違ちがう……」


　怯おびえた口調で、蒼が首を振ふる。


　美亜は追つい及きゆうをやめずに続ける。


「違わないわ。血が繫つながらなくたって、家族よ。ずっと一いつ緒しよに暮らして、ずっと一緒で……今までも、これからも、私達は……」


「違う！」


　手を跳はね除のけたが、その勢いで転んでしまう。


　大丈夫、と駆かけ寄る美亜を突つき放すように、蒼は呻うめく。


「俺には……家族なんていない」


「何でそんなこと言うの？」


　悲しげに目を伏ふせる美亜。


　蒼は彼女を見ようとせず、小刻みに震ふるえ始めた。


「だって……俺は……」


　脳のう裏りに甦よみがえる記き憶おく。


　拘こう束そくされていたときのヴィジョンが、また心を焦こがす。


　嘔おう吐と感に襲おそわれ、脂あぶら汗あせを流しながら口元を押おさえる。


「どうしたの!?」


　駆かけ寄る美亜。


　振り払いたかったが、その力も無い。


「やめて……くれ。俺は……」


　張はり詰つめた精神が壊こわれ始める。


「何があったのか、言いたくないなら訊きかない……でも、心配はさせて」


　背後から、美亜が抱だきしめる。


　これ以上触ふれられたら──


　崩ほう壊かいを食い止めるために、懸けん命めいに自分を抱きしめたとき、不可視の圧力が全身を襲おそった。


　それは、美亜も同様だった。


　蒼を揺ゆさぶる手を止め、地面にへたりこむ。


　急激に代謝が落ち、歯がカチカチと鳴り出す。


　よろめきながら、蒼は〝正宗〟を杖つえ代がわりに立ち上がる。


　元げん凶きようは、眼前にいた。


〝将アエリア〟。


　原則中級クトニア以上の群れの主ぬしは、常人なら近ちか寄よられただけで〝魔テ合フいム〟に[image: ]のみ込こまれて行動不能となる。


「よう……やっと会えたな」


　美亜を背にしていること、そして与あたえられた使命が、蒼の精神を危あやういところで引き戻もどした。


「来いよ」


　蒼が一歩進んだとき、〝将アエリア〟の首を後ろから摑つかむ手が見えた。


「…………!!」


　手は、苦も無く頑がん強きような首を握にぎり潰つぶした。


　一いつ瞬しゆんで縊くびり殺された〝将アエリア〟の首は、そのまま背後にいるモノのエサとなった。


　木から果実をもぎとるように、慣れた手つきで首を捥もぎ、そのまま豪ごう快かいに頭頂からかぶりつく。


　一口で食事は終わり、無造作に首は捨てられた。


　鮮せん血けつに濡ぬれる口元をそのままに、それは蒼を見た。


　中級クトニアたる〝将アエリア〟を一いち撃げきで屠ほふるモノ。


　簡単にエサとするモノ。


　その存在を示す名を、蒼はもう知っていた。


「お前……」


　上級レリウーリア。


　成人男性とほぼ変わらぬ体たい軀くながら、その存在感は常じよう軌きを逸いつしていた。


　より人に近い体型は、ほとんど金属を思わせる強きよう靭じんな筋肉で構成されていた。膨ぼう大だいな質量を内に収め、凝ぎよう縮しゆくした──そんな印象だ。


　異メ魔ギ人ド特有の獣じゆう性せいは微み塵じんも感じず、角と紅あかい目という特とく徴ちようは変わらずも、そこには知性すら感じさせる。真しん紅くの体色が他の個体と一線を画すことを再さい認にん識しきさせ、揺ゆれる長ちよう髪はつはそのまま百ひやく獣じゆうの王の鬣たてがみを連想させた。


「お前が〝刀とう神しん〟とやらか？」


　くぐもった重い声に、蒼は目を剝むいた。


　喋しやべった!?


　異メ魔ギ人ドが!?


　常識が打ち砕くだかれたとき、背後から聞こえる呻うめきに、蒼は美亜を振り返った。


　すでに彼女は壊こわれかけていた。


　両手で頭を抱かかえ、その両目からは涙なみだが零こぼれ落ちている。


「イヤ……イヤ……」


　子供のように口ずさみ、その圧あつ倒とう的な〝魔テ合フいム〟から逃のがれようと首を振る。


　声をかけようとしたが、蒼も[image: ]まれていた。


　このプレッシャー、この全身を襲おそう停てい滞たい。


〝魔テ合フいム〟というよりも、むしろ自分の──〝真紅の覇道デツドロード〟に近い。


　しかもこの感覚──心が搔かき乱され、皮ひ膚ふの裏側をめくられるように奥おく底そこに沈しずめた記き憶おくが表面に浮かび出す。


　──ヤバイ。


　全身が、恐おそれを抱いだいていた。


　目の前の敵、そして記憶の奥底から甦よみがえる恐きよう怖ふの断だん片ぺんが、さらなる停滞を呼び、精神に異常をきたす。


「どうした？」


　首を傾かしげる上級レリウーリア。


　接近は、破は滅めつの始まり。


　戦やるしかない。


　蒼が動いた。


　間かん髪はつ入れず、〝真紅の斬閃デツドライン〟を引く。


　実体化した斬閃ラインは、そのまま相手の動きを停滞させる。


　一いつ瞬しゆんだけでいい。


　一いち撃げきで仕留める。


　死への最さい短たん距きよ離りを駆かけ抜ぬけろ！


「……え？」


　見えなかった。


　どれだけ目を凝こらしても、どれだけ殺意を込めても、視界に〝真紅の斬閃デツドライン〟が浮かばない。


　すなわち、敵を斬きる最善の太刀たち筋すじが読めない。


　すなわち、敵の力量が圧あつ倒とう的に上。


　すなわち──敗北。


「何かしたか？」


　弄いらえと共に、拳が腹に減めり込んだ。


　何の変へん哲てつも無い一撃は、それだけで蒼を数メートル吹ふっ飛ばした。


　意識を失いかけながらも、蒼はすぐさま立ち上がって〝正宗〟を正眼に構える。


　やはり視界は変わらず、〝真紅の斬閃デツドライン〟は見えない。


　──どうする!?


　起死回生の一手を求めたとき、彼方かなたから駆く動どう音おんが聞こえた。蒼も上級レリウーリアも、共にそちらを向く。


　唸うなりを上げて駆かけて来るのは、王の騎き馬ば。


「……〝騎き神しん〟！」


　美亜を送るべく、先ほど携けい帯たいから遠えん隔かく操作で呼び寄せていたが、絶好のタイミングで到とう着ちやくした。


「よし……」


　急いで携帯電話を操作し、次の動作を停車から衝しよう突とつに切り替かえる。対象は、言うまでもなく上級レリウーリア！


　一直線に駆けて来るバイクを、上級レリウーリアは軽く首を曲げて見つめていた。


　一いつ切さいの容よう赦しやなく轢れき死しを試みて突つっ込む〝騎神〟。


　百キロを優に超こえる速度だが、上級レリウーリアは苦も無く高速回転するタイヤを摑つかみ、停止させた。


「愚おろかな……」


　生命体以外の物理攻こう撃げきをほぼ無効化する異メ魔ギ人ドに対する愚ぐ行こう。


　上級レリウーリアは嘲あざけりながら蒼に視線を移すが、彼はもうそこにいない。


　眼前にいた。


「シャァァァァッッッ！」


　至近距離での〝真紅の覇道デツドロード〟発動。


　たとえ〝真紅の斬閃デツドライン〟が見えなくても、予備動作を殺した高速歩行は失われていない。


　敵の死角に滑すべり込み、四方から斬る。


「〝真紅の四門デツド・サークル〟」


　かつて地刃に喰くわれた朱雀を斃たおした技わざは、以前よりさらに速度を増していた。


　四人の蒼が、四方から上級レリウーリアを囲む。


「え……？」


　だが四人の蒼は、全すべて硬こう直ちよくした。


　上級レリウーリアもまた高速で動き、全ての蒼に笑いかけたのだ。


「笑しよう止し」


　上級レリウーリアの右みぎ腕うでが、刃はに変じた。蒼の〝正宗〟に酷こく似じした、美び麗れいな日本刀の刃。


　その太刀たち筋すじもまた、美しく鋭するどい。


　棒立ちになった蒼の真上で、血の花が咲さいた。


　高く、高く、舞まい上げられた〝正宗〟を摑つかんだ右腕の光景が、美亜を正常に引き戻もどし、さらなる狂きよう気きに堕おとした。


「イヤァァァァァァッッッ!!」


　舞い上げられた〝正宗〟は地に突つき刺ささり、断たたれた蒼の右腕は上級レリウーリアの手に舞い降りた。


　軽く一ひと齧かじりし、上級レリウーリアが嗤わらう。


「美味」


　とは言ったものの、次の瞬しゆん間かん顔をしかめた。


「……が、薄い」


　無造作に右腕が地に捨てられる。


　同時に、蒼の意識も暗くら闇やみに沈しずむ。


　軍用ナイフ。


　血ち塗ぬられた手。


　ささやかれる声。





　──…………ね。





　声が形を取り戻もどしていく。


　記き憶おくの底に沈めた声が、ゆっくりと耳に流れ込む。





　──……ゴメン、ね。





　張り詰つめた糸が切れ、精神が〝魔テ合フいム〟の侵しん食しよくを受ける。


　異メ魔ギ人ドの上位種の前に、まず心が喰われていった。





　──怖こわい思い、させて。





　そう言い残して倒たおれた人ひと影かげ。


　視界を阻はばむものが消え、かわりに、血塗られた敵が立っていた。


　異メ魔ギ人ド。


　クラスは上級レリウーリア。


　あの日も、現い在まと変わらぬ姿で立っていた。


　過去の自分と現在の自分が、完全に重なる。


　あの日、こう思った。


　今また、こう思う。


　誰も守れない。


「アアアァァァァァァァッッッッッ!!」


　あの日あげた叫さけびをあげながら、蒼は斃たおれた。


　それは完全なる敗北。


　那斬蒼、斃れる。








「何なのよ……何なのよアイツ！」


　医務室で、まだ少女は恐きよう怖ふに震ふるえていた。


　那斬蒼──奴やつは本物のバケモノだ。異メ魔ギ人ドよりよっぽど性た質ちが悪い。


　命は助かったものの、あんなのと戦えば、命がいくつあっても足りない。


「あのじいさん……適当なこと言って……！」


　剣翁への憎ぞう悪おを隠かくさず、彼女はまず医務室を出た。


　一刻も早く逃にげなくては。


　これ以上、あんなバケモノに関かかわったら──そう思った矢先、最さい凶きよう最悪の笑え顔がおで近付く少年がいた。


「おや、メスブタ発見」


「アンタは……！」


〝剣つるぎ守もり〟、と言いかけた瞬しゆん間かん前まえ髪がみを摑つかまれて引き寄せられた。


　普ふ段だんは知的で静せい謐ひつな面おも持もちが、今は狂きよう気きを湛たたえてこちらを見ている。


「お前も地刃の一派か……なあ、蒼はどこだ？」


　質問ではなく尋じん問もん──場合によっては即そく拷ごう問もんに変わる。


　笑え顔がおの要に、少女は前言を撤てつ回かいした。


　本物のバケモノは、こっちだ。


「十数えるうちに、蒼の居い場ば所しよを言え」


「し、知らないわよ」


　本当のことだが、要が信じるはずもない。


　普通に数を数え始める。


「い～ち」


「知らないわよ！　放はなして！」


「十」


　遠えん慮りよゼロで、要は少女に拳こぶしを見み舞まった。


「ヒッ……」


　鼻血どころか顔面崩ほう壊かい、だが意識ははっきりある。


　そういうふうに殴なぐった。


「あ、アンタ……」


「誰だれが十秒数えるっつった？　お前みたいなメスブタが救われるとでも思ってんのかぁ～？」


　愉たのしげに口ずさみながら、要がさらに笑みを深くする。


「知らないならもういい、時間が無いから、とっとと生まれてきたことを後こう悔かいさせながら殺してやる」


　両手を鳴らしながら、要が近付く。


　異メ魔ギ人ドに喰われたという方向で擬ぎ装そうするのが一番スムーズにいくだろうから、極力細かくバラした方がいい。


　素す手でだから少々手間だが、それも一興、たまには手先を使わないと感覚が狂くるう。


　完全に死体処理を前提にした顔つきに、少女が泣きながら首を振る。


　要が嗤わらう。


　一方的な殺さつ戮りくが開始されようとしたとき、静かな声が制した。


　──待て。


　怪け訝げんな顔で振り向くと、奇き妙みような人物が立っていた。


　男──女──性別はおろか、年ねん齢れいすら声からはわからない。姿を見ても、それはまったく変わらない。


　悄しよう然ぜんと佇たたずむ者は、全身を黒い衣ころもで覆おおっていた。


　足元まで覆う布はあちこちが擦すり切れ、相当の年月を経たことを想像させる。衣からその身を晒さらす両手も、擦り切れた包帯が巻かれ、その苛か烈れつな人生を思わせた。


　だが肝かん心じんの顔は定さだかではない。


　黒い布が巻きつき、その顔は何の表情も示さない。


　唯ゆい一いつ両目だけが隙すき間まから覗のぞいているが、それすらも感情を読み取ることは難しかった。


「これはこれは」


　愉ゆ悦えつの笑え顔がおから真顔に戻もどり、要は驚きよう嘆たんを隠かくさずに言う。


「まさか──貴方あなたが出てこられるとは。今の状態では、その身を顕あらわすことも辛つらいだろうに。いかがなされた？」


　──蒼が危ない。


　危機を告げられ、要の目が細まる。


「交信が途と絶だえたのはそのせいか……？　貴方は呼びかけたのか？」


　──何度も。しかし、声は届かなかった。


「〝天てん剣けん〟の干かん渉しようか？」


　──おそらく。だが、今はそれ以上に彼の身が危あやうい。急げ、〝剣つるぎ守もり〟よ。その先を進めば、巡めぐり合う。


「承うけたまわった」


　要は恭うやうやしく右手を胸に当て、一礼する。


「その前に──一つ」


　──何だ？


「何とお呼びすればいい？　先祖代々、気になっていた」


　──好きにするがいい。私はもう誰でもない。


「では、伝承に従い〝剣けん者じや〟と呼ばせて頂く。よろしいか？」


　答えることはなく、〝剣者〟は空気に溶とけ込こむようにその身を消した。


　要はすぐに身を翻ひるがえし、裏口を目指す。


「何よ……今の」


「うるさい黙だまれ」


　顔面に踵かかとを振り下ろし、要は少女の口を塞ふさいだ。


　もしかしたら永遠に黙だまったかもしれないが、今はどうでもいい。


　とりあえず、トドメは刺さしたので気も晴れた。


　駆かけ出した顔は、すでにいつもの無表情。


　飛流要、ドＳモード──終しゆう了りよう。








「王手チエツク」


　剣翁の女王クイーンが、彼方かなたから七人の王を狙ねらう。


　うーんと腕うで組ぐみし、七人は対応を考えた。


　まだ詰つまれてはいない。


　陣じん中ちゆうには他の駒こまも残っており、手はいくつもある。


　傍かたわらの女王クイーンを王の前に動かして守るのもいい。他の駒でもいいだろう。


　あるいは、王そのものを右に動かして逃にげるのもいい。


　選せん択たく肢しは複数あるが、七人は逡しゆん巡じゆんした後に、王を右に動かした。


「ほう……王自みずから動くか」


「ええ。そうでなければ、チャンスは来ない」


「まだ、あの小こ僧ぞうが動くと？」


　七人は頷うなずいた。


「言ったでしょう、王とは神に見み初そめられた者。我らの主ぬしが、数多あまたの年月を経て見み出いだした頂点に君臨すべき者。この程度で死なれては、人の歴史が無意味だったと証明するようなものです」


「言うのお……だが、もうちょっかいを出すのは認めんぞ？」


　牽けん制せいしつつ、剣翁は次の手を練ねる。


「出しませんよ。神はいつだって導くだけです。干渉は最小限、奇跡を見せるのは一ひと欠片かけら。そうやって人間を育ててきた」


「傲ごう慢まんだな。ゆえに人刀の〝剣つるぎ守もり〟はお前達を憎んだ」


　かつては己もそう思っていた──かもしれない。だが、今はもうどうでもいい。使える者なら悪魔も利用し、神にもこびへつらう。


「人は神を憎むことで成長しました。主はそれすらも見越して、人を造りかえた」


「反抗もまた、必然、か。それを知りつつも、あの二人は戦うだろうて」


　七人は微び笑しようしつつ、彼方にいる王に思いを馳はせた。


「まだ……終わってもらっては困る。君達は希少な個体だ。だから──もう一度、神のために立ち上がりなさい」




　第六章　第参鎖式戒放シエリシー・リミツター・バースト







　闇やみの中で、音が聞こえた。


　カンと金属の打ち合う音に心惹ひかれて音の出所を見ると、一人の男が火と格かく闘とうしていた。


　瘦やせた後ろ姿から察するに、大分体が弱っているようだ。それでもそんなことはおくびにも出さず、鎚つちを振ふるって焼けた鋼はがねを鍛きたえている。飛び散る火花も気にせず、己おのれの残り少ない命を込こめるように、鎚を振るう。


　だが、命の火は消えかけていた。


　ゴホッと吐と血けつし、血が吐はき出される。それを鍛えている鋼にかけないのが男の矜きよう持じだったが、もう体は限界に近い。


「やめろ……」


　その身を案じ、声をかける。


　すると、男は振り向かずに一いつ喝かつした。


「手ぇ出すな!!」


　絞しぼり出すような一言に、もう何も言えない。


「やっとなんだ……やっとできる。やっと、やっと人様に胸張れる刀が打てんだよ。やっと、俺おれの殺してきた連中に、顔向けできる刀が打てんだよ……」


　死の淵ふちにありながらも、男の言葉は誇ほこりと希望に満ちていた。


　作業は続く。


　よろめき、血を吐き、そのたびに残るわずかな命の灯ともし火びを燃やし、男は刀に命を込めた。


　長く過か酷こくな作業の果て、最後の工程が訪おとずれた。


　己の銘めいを、刀に刻む銘めい切ぎり。


　ある意味で、刀工の仕事全すべてがここに集約されるとも言える。


　しかし、もう時は尽つきていた。


　男は前のめりに倒たおれ、事切れる。


　その顔は、やすらかな笑え顔がおだった。


　こんな顔で逝ゆけるのならば、その人生は幸福に満たされていた──そう誰もが思える笑みで。


　己の最後の仕事への誇ほこりに満ち溢あふれた笑みで。


　銘は刻まずとも、魂たましいは刻まれた。


　そして、最後の力を振り絞しぼった血文字が、地に残された。





　蒼あおいに捧ささぐ





　それは遺言であり、未来に託たくした希望だった。


「──どうして俺にこんなものを見せる？」


　暗く重い顔で、蒼が言う。


　この光景は見たことがある。初めて〝正まさ宗むね〟を手にしたとき、その記き憶おくは流れ込んできた。


　何百年も昔、その人生の最さい期ごを刀と少年に捧げた偉い大だいなる刀工。


「俺には……そんな資格無い」


　地に拳こぶしを打ちつけ、蒼は無力さを嚙かみ締しめる。


「俺は……いつだってそうだ。何も守れない。何もできない。なのに……何で！」


　背後に、気配を感じる。


　いつも自分と共にある存在。


　常に己を導いてくれる声。


〝正宗〟──またの名を〝剣けん者じや〟。


　黒くろ装しよう束ぞくの異い装そうの者は、性別不明の声で語りかける。


　──立て。


「俺は……負けた。俺じゃ……勝てない」


　──そう思うか？


「今の俺じゃ……」


　──ならば、己を超こえろ。


「俺には……!!」


　──楔くさびを解き放て。








　絶望を前に、美み亜あは茫ぼう然ぜんとへたり込んでいた。


　空くう虚きよになった心には、上級レリウーリアの〝魔テ合フいム〟すら意味を成さない。


　蒼が負けた。


　子供の頃ころから、彼のこんな姿を見たことがない。


　年とし端はのいかない子供の頃でも、彼が負ける姿なんて、想像したこともない。


「蒼、くん……」


　名前を呼んだ。


　起き上がるはずもない。


　それでも、繰くり返し呼んだ。


　耳みみ障ざわりな音に、上級レリウーリアが顔をしかめる。


　喰くうには値あたいしないが、とりあえず一ひねりして黙だまらせる。


　蟻ありを踏ふみ潰つぶすのと変わらない行こう為い。


　近付く上級レリウーリアにも反はん応のうせず、美亜は蒼に呼びかけ続ける。


　もう、すぐそこまで上級レリウーリアは迫せまっていた。


　同時に、美亜と同じく、いや、あるいはそれ以上に蒼の身を案じる少年も来ていた。


「止まれ」


　現れた要かなめは、上級レリウーリアを睨にらみつけた。その顔に浮うかぶ怒いかりの表情は、先刻琴こと美みを傷つけた〝地ち刃じん〟の剣つるぎ守もりを屠ほふったときとは比べ物にならない。


「ほう……うまそうだな、お前」


　上級レリウーリアが嗤わらった。


　対して、要は両手を顔の前で翳かざす飛ひ流りゆう鞘しよう術じゆつの構えを取る。


「喰えるか、俺おれを？」


「よく熟うれているな」


　上級レリウーリアがおそるべき速度で距きよ離りを詰つめ、凶きよう刃じんを振ふるった。要はその速度に反はん応のうし、片かた腕うでで刃を捌さばき、弾はじき飛ばす。


「ほう……よくできた防具だな」


　要の両りよう腕うでを覆おおう銀の帯に、上級レリウーリアは素す直なおに感かん嘆たんした。いかに刃は筋すじを殺そうと、生なま半はん可かな防具では太た刀ち打うちできない刃だ。


「当然だ。ずっと練ねってきた……お前達を殺すために。あの日、偉い大だいなる五ご郎ろう入にゆう道どう正宗の死をその目に焼き付けてから──そして、剣者にその〝正宗〟を託たくされてから、ずっとな。今こそ見せよう……我わが飛流鞘術の真しん髄ずいを！」


「笑しよう止し！」


　上級レリウーリアが動いた。


　要も続く。


〝剣つるぎ守もり〟対上級レリウーリア──開始。








「お前はいつだってそうだ」


　呻うめくように蒼が言う。


　愛刀は、いつだって傍そばにいて、言葉をくれた。


「いつも俺を肯こう定ていする。いつだって俺を受け入れる。初めて会ったときもそうだった」


　あの日、〝正宗〟は言った。


　待っていたと。


　お前をずっと待っていたと。


「それから──俺に生きろと言った。生きてくれと。俺には……そんな価値ない。あのとき、俺が生き残らなきゃ……」


　──だが、またお前は守る者を得た。


　容よう赦しや無い指し摘てきに、蒼は歯は嚙がみした。何な故ぜ戦うと訊きかれれば、理由は一つしかない。


「俺は……」


　──私はただの道具だ。だから、お前に従う。


「だって、俺は……！」


　──もう答えは出ている。だからこそ、私はここにいる。


　振り向くと、〝剣者〟はいなかった。


　ただ、〝正宗〟が地に突つき刺ささっている。


「俺は……ただ自分のために戦ってる」


　──かもしれんな。だが、同時に誰かのために戦っている。


「俺は、そんな上等な人間じゃない」


　──違うな。


「違わない」


　──お前の言うとおり、人は皆みな、自分のために戦う。だが、声無き者の叫さけびを聞き、傷つく者の呻うめきを聞き、足を止める者もいる。私の主ぬしは、私を選んでくれたのは、そんな男だ。


「俺は……！」


　蒼は〝正宗〟に近付いた。


　もう一度──もう一度あのときのように。


　今一度──立ち上がれ。








　戦いを終え、朱す雀ざくは重い足取りで歩いていた。区画の閉へい鎖さは、まだ完全には解かれていない。


　人波も戻もどらず、無人の荒こう野やを行くが如ごとし、だ。


　住人に関しては、父が念を入れ、避ひ難なん訓練とでも理由をつけて遠ざけているのだろう。普ふ段だんから四し門もん工業が避難活動を啓けい蒙もうし、街の至るところには避難施し設せつが設置されている。


　異メ魔ギ人ドの後始末が終われば、とりあえず平へい穏おんは戻もどるだろう。


　初めて〈武ぶ街がい〉のためにあげた成果──なのに、朱雀の心は晴れない。


　学園に戻もどろうと思うが、両りよう脚あしがちゃんとその方向へ歩いているか、自信が無い。


　俯うつむきながら歩いていると、足元が暗くなった。


　差し込んだ影かげは、血の臭においがした。


　はっと顔を上げると、道路の真ん中に数十体に及およぶ異メ魔ギ人ドの死体、中には中級クトニアとおぼしき死体が、堆うずたかく積まれている。


　その頂点に、冴さえ木き蘭らん丸まるはいた。


　腰こし掛かけて、携けい帯たい電話をいじっている。


「冴木さん……」


　呟つぶやくと、気づいた冴木が振り向いた。


「あ、四門クン」


「これは……」


「いや～何か、久々に僕の中の獣けものが目め醒ざめちゃって[image: ]　あ、お父さんに片付けお願いしといてね」


　おどけて言うが、朱雀は反はん応のうしない。ただ、重い声で尋たずねる。


「冴木さん……異メ魔ギ人ドって、何なんでしょうね」


「さあ？」


「もし、もし……」


「彼らが被害者だとしたら、どうする？」


　胸に秘ひめていたことを言い当てられ、朱雀は顔を歪ゆがめた。


「図星？　わかっちゃったんだ～。ま、どーでもいいけど」


「どうして……そんなこと言えるんです？　もし、異メ魔ギ人ドが……全すべての異メ魔ギ人ドが、俺のように変えられた存在だとしたら……！」


「戦えない？」


　問いかけは、重い内容のくせに軽い口調だった。


　冴木は携帯電話から目を離はなし、朱雀を見下ろす。


「多分、那斬クンと飛流クンは知ってるよ。わかってて、それでも戦ってる。君は？」


「俺は……」


　答えは決まっている。


　もう……戻もどれない。


「俺は……戦う」


「あ、そ」


　訊きいたくせに、冴木は素っ気無く返し、携帯電話に視線を戻もどす。


「むか～しむかし、人類のご先祖様は、蛇へびに唆そそのかされて、禁断の果実を食べちゃいました」


「…………？」


　唐とう突とつな冴木の語りに、朱雀は首を傾かしげる。冴木は構わず、淡たん々たんと棒読み口調で語り続けていく。


「でも、いくら唆されたからって、食べられるかどうかわかんない実を食べるかな？」


「……何が、言いたい？」


「多分、『実』はおいしそうだったんだよね。『実』の方から食べることを誘ったのかもしれない。ってことはさ、人は食べたんじゃなく……食べさせられたのかもね、半ば強制的に」


「…………!?」


　また、真実が近付いてくる。必ずしもやさしくない、ただ冷厳な事実のみが近付く。


「本能だけで生きて、他ほかの動物とたいして変わらない人間に、智ち慧えを与あたえた存在──ある意味、神サマだよね、それ。そして神話は比ひ喩ゆでしかない。人に〝智慧〟を与えた『実』は──ホントは、どんな形してたんだろうねぇ？」


　冴木の抑よく揚ようの無い口調と対照的に、朱雀の顔は徐じよ々じよに血の気を失っていく。これ以上聞いていいのか、そう内なる声が叫さけぶが、冴木を拒きよ絶ぜつすることができない。


「たとえば……そう、『剣』の形してたり、とかさ」


「貴方あなたは……何な故ぜ、そんなことを……？」


「僕達の進化は……正しかったのかな？」


　ようやく冴木は朱雀の方を向いた。いつもの冴木に似に合あわぬ虚きよ無む的な視線が、朱雀の本能に危機の到とう来らいを告げる。


「僕達は、神に近い存在に歪められたのかもしれない」


「異メ魔ギ人ドも……そうだと言いたいのか!?」


　内なる疑問への衝しよう動どうを抑おさえつつ、朱雀は尋たずねた。冴木は薄うすく笑い、またも淡たん々たんと告げる。


「『実』はもう一つあったらしいよね。〝智慧〟とは違う、〝生命の実〟。それを食べさせられたら……どうなるんだろうねぇ？」


　艶つやっぽく小首を傾かしげた冴木。


　対照的に、朱雀は目に危険な光を宿しながら言う。


「何故……貴方は知っている？　人と異メ魔ギ人ド……互たがいに歪められた存モ在ノ……ならば、何故今戦っている？　この戦いの意味は何だ……!?」


「さあ？」


「答えろ」


　朱雀が二刀を抜ぬいた。〝神エ理クのス欠ト片ラ〟の解放すら辞さない。


　どうあっても──この男と剣を交え、問い質たださねばならない。


「四門クンさあ……」


　冴木は相変わらずやる気ゼロだが、こちらも危険な気配を発し始めていた。


「ちょっと目め醒ざめたからって、チョ～シ乗ってない？　格の違いってヤツ……実感してみる？」


「参る」


　朱雀が地を蹴けった。


　属性〝騎士アビル〟──四門朱雀対属性〝射手ツアラフ〟──冴木蘭丸。


　人知れず始まった死し闘とうは、開始直後に止まった。


　見えざる力が二人の動きを停止し、まったく同じ方向を向かせる。


　口をついたのも、同じ言葉だった。


「那な斬ぎり……!?」


「那斬クン……!?」








「蒼…………」


　上級レリウーリアと拳こぶしを交えつつ、要は驚おどろきと共に呟つぶやいた。


　蒼が、立ち上がっていた。


　右みぎ腕うでを断たたれながら、〝正宗〟を手放しながら、なおも彼は立っていた。その左手は断たれた右腕を携たずさえ、反はん攻こうの意志を捨てていない。


　そして、蒼茫の瞳ひとみが上級レリウーリアを射い貫ぬく。


「貴き様さま……誰だれだ？」


　上級レリウーリアは、怪け訝げんそうに首を傾かしげた。


　立っているのは手負いの少年、今し方軽く食した青い果実。


　なのに、違ちがう。




[image: ]


　今立ってそこにいるのは──何者だ!?


「シャアァァァッッッッッ!!」


　咆ほう哮こうがこだました。


　絶望から立ち上がり、少年は新たな言葉を口にする。


「〝智慧の禁果ボツクス・エデン〟大解放フルオープン」


　放たれた言葉に、要が顔色を変えた。


「待て、蒼！」


「魂源大領域ルーアハ・デイープ、接続コネクト」


「蒼！」


　要が鋭するどく制止するが、蒼に応じる気は無い。右腕を断たれ、王おう技ぎを破られ、〝神エ理クのス欠ト片ラ〟すら通用しなかった。


　人の身で勝てぬならば、人を超こえるしかない。


「やめろ、無理だ！　ここは俺おれに任せろ!!」


「駄だ目めだ」


　即そく座ざに否定し、〝王〟は〝軍師〟に命じる。


「第参鎖式シエリシーを外せ」


「無理だ……まだ早い」


「外さなければ勝てない。それに、俺が斃たおさなければ意味が無い」


「だが……！」


「ここで勝てないようなら、〝天てん剣けん〟と〝地刃〟を斃すこともできない。ここは俺の場だ」


　有う無むを言わさぬ勅ちよく命めいに、要は押し黙だまった。短い逡しゆん巡じゆんの後、諦あきらめたように吐はき捨てる。


「バカが……！」


　唯ゆい一いつの抵てい抗こうを口にし、急いで蒼の背後に回る。蒼のストラップシャツは脱ぬぎ捨てられ、露あらわになった背中の聖痕ステイグマータの中央に、要の左手が触ふれる。空白の部分が、要の左手に刻まれた紋もん章しようで補完された。


「星の王よ……御おん下くだれ！」


　要の左手から、放電に似た光が迸ほとばしり、第だい参さんの戒いましめが、解き放たれる。


「〝牡タ羊レ座ー〟」


〝王〟のみのために存在する、戒かい放ほう用の星せい拳けんが新たな扉とびらを開く。


「第参鎖式戒放シエリシー・リミツター・バースト」


　蒼の全身を、星々が彩いろどった。要の〝神エ理クのス欠ト片ラ〟を思わせる星の光に似た無数の光点が体表に明めい滅めつし、その一つ一つを繫つなぐ回路に似た光の筋が全身に浮うかび上がる。


「〝聖命の禁樹セフイロト・ゲート〟……開門ペテイハー!!」


　宣言と共に、蒼は断たれた右腕を傷口に押しつけた。同時に、接合が成なされる。神の御み業わざの如ごとく、傷口を残しながらも腕が繫つながっていく。


　眼前の奇き跡せきに、美亜は思わず涙なみだした。


「ウソ……」


　上級レリウーリアの前に進み出る蒼に、すでに敗北の面おも影かげは無い。


「ありえぬ、この魂源ルーアハの顕けん現げん量……人では不可能、〝智ち慧えの実〟しか、〝天剣〟の力のみしか持たぬ人の身で、何な故ぜそこまで!?」


　問いに答えず、蒼は悠ゆう然ぜんと地に刺ささる〝正宗〟へ歩を進める。愛刀を再び手に取り、その切っ先を上級レリウーリアに向ける。


「かつて、人は〝天剣〟と呼ばれる剣に出会った」


「…………」


「剣は神力を宿していた。その力で人に智慧を与あたえてくれた。そして、人はその智慧で魂源ルーアハの高みに近付き──余よは貴き様さまの領域に辿たどり着いた」


　蒼は漲みなぎる自負と殺気を叩たたきつけるが、上級レリウーリアは揺ゆるがず、傲ごう然ぜんと笑った。


「笑しよう止し……脆ぜい弱じやくな人の身では、我に辿り着けん。我は地刃の一欠片かけら。貴様らに無き因子、〝生命の実〟を宿すモノ。人は超えることあたわず!!」


　咆哮をあげながら、上級レリウーリアは突とつ進しんしてきた。その速度は、完全に「人」という種の速度を根本的に超えている。世界最さい高こう峰ほうのスプリンターの疾しつ走そうであっても、児じ戯ぎに等しい。


　だが捕ほ捉そくするはずの蒼は、もうその位置から消えていた。


　現れたのは──上級レリウーリアの背後！


「先の先の先」


　殺気に総毛立ち、上級レリウーリアは瞬しゆん時じに振り向いて〝正宗〟と刃はを打ち合わせた。


「貴様ァ!!」


　鍔つば迫ぜり合いを演じながら、蒼は冷然と言う。


「何故余の前に現れた？」


「…………!!」


「何故この世界に現れた？　何故己おのれに与あたえられた力のみで満足できなかった？　何故もう一つの可能性を求めた？　答えよ……〝地刃〟！」


　強力に弾はじき飛ばされ、上級レリウーリアは後方に下がった。


　すかさず蒼が距きよ離りを詰つめる。


　完全に人間の域を超えた高速戦せん闘とうは、ただ音と残像だけでその壮そう絶ぜつさを周囲に知らしめる。


「何よ……これ」


　美亜は、眼前の戦闘が理解できなかった。


　下級エナリアでさえ基本数値が人間を凌りよう駕がするゆえに、異メ魔ギ人ドは強敵だった。時に〝神エ理クのス欠ト片ラ〟という才能の持ち主が、その前提を覆くつがえすことはある。


　それでも、種の壁かべは厚い。現に蒼は敗れたのだ。


　だからこそ、どれだけ修練を重ねても、知ち恵えをしぼっても超えられない壁はある。


　人がどれだけ走っても、車には勝てない。


　鳥のように空は飛べない。


　そんな種の差を──今、蒼が埋うめていた。


　その人間離ばなれした動きは、むしろ異メ魔ギ人ドの──


「何なのよ、これ……何で、こんなの……」


　畏い怖ふと共に呟つぶやく美亜。その横で片膝を突ついている要は、唇くちびるを嚙かみ締しめながら地に拳こぶしを当てている。


「セフィラー」


「え？」


「チャクラ、経けい絡らく、仙せん道どう……呼び名と方法論は様々だが、古来、人はあらゆる文ぶん化か圏けんで研究してきた。神への道、人が人の肉体を超えるための技術。元来〝生命の実〟を持たず、脆ぜい弱じやくな肉体しか持たない人間には、叶かなうべくもない願い。だが、擬ぎ似じ的で限定的なものならばできる」


　要は両拳を握にぎり締しめながら、蒼と上級レリウーリアを見つめる。


　加速していく戦闘は、最も早はや介かい入にゆうを許ゆるさない。


「限りなく人という『種』の限界に近付いた、超ちよう人じん的な身体能力と知覚領域。それも才能──様々な文化圏の成果を相乗させ、互たがいの効果を妨さまたげあうことなく発揮できる稀け有うな肉体。蒼はそれを持ち合わせていた……属性〝王〟の〝神エ理クのス欠ト片ラ〟と共に」


「じゃあ、異メ魔ギ人ドにも……」


　芽生えた希望に、美亜の顔が綻ほころぶ。


　しかし、要は自じ嘲ちよう気味に鼻で笑う。


「所しよ詮せんは擬似的な金メッキだ。すぐに剝はがれて、脆ぜい弱じやくな肉体が覗のぞく。それに……見てみろよ」


　要に促うながされ、美亜は眼前の死闘を凝ぎよう視しした。


　時折おぼろげに浮うかぶ蒼の表情。


　それは──笑っていた。


　普ふ段だんの彼が戦闘でけして浮かべない、残ざん虐ぎやくで殺さつ戮りくを楽しむ笑えみ。


「あ、あれ……」


「好きこそものの上じよう手ずなれ、ってな。異メ魔ギ人ド殺しを極きわめたければ、それを好きになるしかない。けど、蒼にはできない。でも、それじゃ勝てない。だから……あの馬ば鹿か、多分自力で脳内麻ま薬やくいじって、無理矢理殺しを快楽だと脳に刷り込んでる」


「そんな……」


　偽いつわりの笑え顔がおの裏で、蒼は何を思う？


　忌いむべき行こう為いを快楽にすりかえ、血を吐はく思いで剣を振ふるうのか？


　人を超えるとは、人を捨てることか？


　ならば、自分の知る蒼はどこへ行く？


「やめて……」


　美亜の声にも、蒼は反はん応のうしない。ただ、笑顔のまま剣を振るうだけ。


　そして蒼と上級レリウーリアは動きを止め、互たがいの刃を重ねあう。


　再び、鍔つば迫ぜり合いが始まった。


「すばらしい……〝天てん剣けん〟はよく育てた！　喰くらうぞ人間!!」


「やってみな」


　不敵に笑う蒼。己の力を否定し続ける少年は、今自分自身を騙している。


「お前も地刃の欠片かけら……だが下級エナリアや中級クトニアとは違ちがう、地刃本体と繫つながってんだろ!?　本体はどこだ!?　出て来いと伝えろ！」


「そのような台詞せりふ、我に勝ってから言え……!!　吼ほえるな人間」


「だったら、とっととぶち殺してやっから本体に還かえれ！　そして余の名を伝えろ!!」


　蒼の両りよう腕うでの筋肉が一いつ瞬しゆん膨ぼう張ちようし、上級レリウーリアを弾はじく。


　左腕の刃を腕に戻もどし、上級レリウーリアは両腕を広げて摑つかみかかった。もう理り屈くつはいい。この極ごく上じようの獲え物ものを、ただ喰らい尽つくす！


　その動きを真しん紅くの殺気が停止──いや、無効化する。


「ギィィィッッッ!?」


　上級レリウーリアの全身が活動を止めた。


　筋肉が弛し緩かんし、あらゆる行動が停止される。


　思考すら、真紅の幻げん覚かくで靄もやがかかる。


　抗いを許さず、上級レリウーリアの全身に殺気が斬閃ラインとなって実体化した。


　それは鎖くさり。


　王に仇あだなす罪人を縛しばる、真紅の鎖。


　一いつ瞬しゆんのうちに叩たたきつけられた一筋の斬閃ラインは、束つかの間異メ魔ギ人ドの肉体をさらに真あ紅かく染め上げる。


「〝真紅の大獄デツドプリズナー〟!!」


　牢ろう獄ごくの顕けん現げんは、ごくわずかな時。


　しかし蒼はその瞬しゆん間かんを見み逃のがさない。


　囚とらわれた罪人は一いつ切さいの抗あらがいを許されず、ただ王の裁きを受ける。


　高速の一いつ閃せんが首を薙なぎ、音も無く上級レリウーリアは斃たおれた。


　全身で明めい滅めつする光は後光を思わせ、王は気高くその場に立ち尽つくす。


「蒼君！」


　美亜が駆かけ寄る。


　蒼は──笑ったように、見えた。さっきまでとは違う、いつもの笑みで。


　その表情は、すぐに苦痛で搔かき消された。


　背中から、聖痕ステイグマータから、すさまじい勢いで鮮せん血けつが噴ふき出す。


　同時に、糸が断たち切られた人形のように、蒼の体から力が抜ぬけて斃れ込む。


　さらに、絶ぜつ叫きようが蒼の口から漏もれた。


「ギャァァァァァッッッッッ!!」


　耳を塞ふさぎたくなる苦く悶もんの声をあげ、蒼が呻うめく。


　要によって解き放たれたはずの黒い鎖くさりが、今再び実体化し、蒼の体を締しめ上げる。さらにまだ続いている出血の中、彼は絶叫しながら血の海を転げ回る。


　その破は滅めつ的な光景に、勝者の栄光など欠片かけらも無かった。


　鎖で縛しばられ、苦痛に悶もだえる少年を何と呼べばいい？


　美亜は介かい抱ほうしようと駆け寄るが、のた打ち回る蒼に跳はね除のけられ、その場に尻しり餅もちを突ついてしまった。


　茫ぼう然ぜんとする彼女の横で、要が寂さびしげに呟つぶやく。


「まだマシな方だ……初めて戒かい放ほうしたときは、三日三晩生死の境を彷徨さまよったからな」


「なっ……」


「冷静に考えてみろ、体もできあがってないガキが、人類の限界に挑いどんだんだ……副作用はドーピングの比じゃない。ほっとくしかない……治まるまで」


　美亜が息を[image: ]のんだとき、蒼の動きが止まった。


　それまでの狂きよう乱らんぶりが噓うそのように、ピタッと停止し、仰あお向むけに横たわる。


　ようやく治まった……だが、まったく安心できない。


　美亜は顔を蒼そう白はくに染め、蒼に駆かけ寄る。


「しっかりして、ねぇ!!」


　涙なみだを浮うかべて揺ゆするが、何の反はん応のうもない。


　しかも──


「息、してない……」


　愕がく然ぜんと呟つぶやいたとき、要は苛いら立だちながら美亜を押しのけた。


「どけ！」


　拳こぶしを振ふりかざし、蒼の心臓に人差し指を立てた一いつ本ぽん拳けんを叩たたき込こむ。


「〝獅子座アルイエー〟!!」


　衝しよう撃げきに蒼の体は跳はね上がり、口から激しく血が吐はき出される。


　そのかわり、心臓は鼓こ動どうを刻み出した。


「あ…………」


　繫つなぎ止められた命に、美亜は子供のように泣きじゃくって蹲うずくまった。


　だが要は重い表情のままだ。


　勝ちはした。


　しかし──


「あ、スイマセーンちょっといいですか？」


　明るい声に振り向くと、白いシャツの似に合あう青年が立っていた。


「その上級レリウーリアの死体、もらっていっていいですか？　ある意味地刃の片割れなんで、他の個体に喰くわせるといいエサになるらしいんですよ。自分の肉を喰う感じでアレですけど、剣翁さんが言うもんで」


　にこやかな口調──だが要は新たな敵の出現を察知した。


「お前……」


「あ、違ちがいますよ？　僕は地刃じゃなくて──〝天てん剣けん〟の剣つるぎ守もり、御み塚づか七なな人とと申します」


　要が目を見開いたとき、七人は視界から消えた。


　すぐに要はその姿を捉とらえたが、すでに七人は上級レリウーリアの首を抱かかえている。


「重いんで、これだけでいいです。じゃ、また」


「待て……」


「いいんですか、そこの王様ほっといて？」


「…………」


「すぐに会えますよ。もう、極者アダム・バルフは揃そろった。地刃との約やく定じようも終わる。素す直なおに運命を受け入れなさい」


「その運命とやらを叩たたき潰つぶすために、俺達は存在する」


「それもいいでしょう。人の歴史は、神権と王権の争いです」


　そう言って、七人は去っていく。


　相見あいまみえた〝天剣〟の剣守りに未練を残しつつも、要は蒼を運ぶべく歩き出した。








　犠ぎ牲せい者しやは多数──死者数名。


　それが今回の異メ魔ギ人ド出現の結果だ。


　蒼のクラスからも、死者は一人出た。


　少ない、と言うべきだろう。上級レリウーリアが潜ひそんでいたことを考えれば、全ぜん滅めつの憂うき目を見た可能性もある。それでもほとんどの者は無傷で逃にげ去り、いち早く救出に来た四門工業の施し設せつ部隊の保護を受けた。


　彼らが戻もどるべき〈武街〉自体も襲しゆう撃げきは受けたが、外部の異メ魔ギ人ドは常じよう駐ちゆう部隊に駆く逐ちくされ、人知れず内部に侵しん入にゆうした敵も、二人の極者アダム・バルフにより斃たおされた。


　上々の結果──なのだろう。


　だが上級レリウーリア出現という未み曾ぞ有うの事態の被ひ害がいを最小限に留とどめた功労者は、未いまだ意識が戻もどらない。


　四門帯たて刀わきの配はい慮りよにより、蒼の病室には、副担任の教師が付き添そっていた。


　寝ね顔がおすら戦いの面おも影かげを留め、険しい彼に、彼女は口寄せて呟つぶやく。


「バカね……何があったって、キライになったりしない……ずっと、家族よ」





　姉の呟つぶやきを背に、要は見み舞まいをせずに病室から離はなれる。


　多分、琴美も同じように付き添いたいだろう。あちらも怪け我がは大したことがない。傷きず痕あとにしても、異メ魔ギ人ド襲来以降、急速に進歩した形成外科技術を用いればどうということもない。


　人ひと気けの無い廊ろう下かを進む途と中ちゆう、綾あや姫ひめとすれ違った。


　彼女はくるみの治ち療りようの付き添いで来ていたが、要にはそんな事情は知る由よしも無く、知ったとしても何も感じない。


　現に彼は綾姫にまったく反はん応のうを示さず、そのまま横をすり抜ぬけていく。


　そんな要の態度を見み咎とがめ、綾姫は挑ちよう発はつの意を隠かくさず声をかけた。


「あら……アンタもいたの？」


「…………」


「那斬蒼、重体ですって!?　まったく、壱いち年ねんのくせに無茶……」


「黙だまれ」


　その一言で綾姫の口を噤つぐませ、要は振り向いた。


　怜れい悧りな瞳ひとみは、いつもより冷たい。


　相手が女であることを加味しても二割増し、敵意を通り越こして殺意がこもっている。


「な、何よ……」


　たじろぎながらも、言葉を返せたのはさすがに生徒会長といったところだろう。しかし、今の要には太た刀ち打うちできない。


「次言ったら殺す。今の俺おれは、お前みたいなメスブタにやさしくしてやれるほど、余よ裕ゆうが無いんだ」


　最初で最後の警告は、素直な言葉だけに重い。


　綾姫は柳りゆう眉びを寄せ、自分を女どころか人扱いしない要に牙きばを剝むく。


「何よそれ……戦やる気？」


　綾姫が身構える。


　槍やりは無くとも、古流柔じゆう術じゆつの免めん許きよ皆かい伝でん、素手でも幾いく人にんもの男を叩たたきのめしてきた。人が通りかかる前に決着を着けるなど、造作も無い。


　だが、彼女は忘れていた。


　目の前にいるのが──飛流要だということに。


　要は物もの憂うげに右手の人差し指を上げた。


「……？　どういうつもり？　まさか、その指一本で相手するつもりとか？」


　嘲あざけりには、嘲りが返された。


　要が唇くちびるの端はしを吊つり上げ、邪じや悪あくに笑う。


「ハンデが足りなかったか？」


「…………!!」


　無言で激げつ昂こうする彼女に笑えみを崩くずさず、要は人差し指を下ろして、小指を上げた。


「では、小指一本で。これなら冴木さんも何も言えまい」


「何言ってんのよ……お兄ちゃんは関係無いでしょ!?」


「大アリだ。お前如ごときをぶち殺すのはわけないが、下へ手たに冴木さんを敵に回して、無む駄だな労力を増やすのはゴメン蒙こうむる。しかし、小指一本で手加減したうえでぶちのめされたなら、あの人も苦にが笑わらいするしかないだろう？」


　可愛かわいげに小首を傾かしげる要。


　綾姫は知らぬことだが、小指を上げる右手さえも利き手ではない。


　もっとも、そんなダメ押しの事実が無くても怒いかりの導火線に火を点ともすには充じゆう分ぶんすぎた。


　綾姫の掌しよう打だが飛ぶ。


　まずは掌底で鼻を砕くだく。


　よろめいたところに、考えうる打だ撃げきを全すべて叩たたき込こんで、プライドごと打ち砕くだく！


　だが、野望はあっけなく終わった。


　綾姫の掌底をあっさり見切って躱かわし、要は宣言通り、指きりげんまんの形で伸ばした小指を叩き込む。


　────！


　衝しよう撃げきは喉のどに来た。


　喉元に突つき刺ささる、細い釘くぎのような楔くさび。


　正真正しよう銘めい小指のみの一撃は、束つかの間綾姫の呼吸を止め、よろめかす。


　もつれる脚あしは要の脚にひっかかり、彼女はその場に倒たおれた。


　しまった、と意識した瞬しゆん間かん、すでに要の踵かかとは高く高く上がっていた。


「ヒッ……」


　思わず悲鳴を零こぼし、綾姫は目を瞑つぶる。


　容よう赦しやなく、踵が綾姫の顔面に振ふり下ろされる。


　だが、待てども鉄てつ槌ついの時は来ない。


　おそるおそる目を開けると、寸止めで脚を止めた要が、冷たくこちらを見み下くだしている。


　その瞳ひとみに、綾姫は初めて兄以外の男を畏おそれた。


　人──虫ケラ──汚お物ぶつ──いや、いかなる存在とも認にん識しきしていない、殺意を通り越こした空くう虚きよな目つき。


　こんな目ができる男に喧けん嘩かを売ったのが──間ま違ちがいだった。


　要は脚を下ろし、彼女に背を向けた。


　彼にとっては戦いと呼ぶにも値あたいしない、腕うでに止まった蚊かを血を吸われる前に潰つぶした程度の児じ戯ぎ。


「……待ちなさいよ！」


　立ち上がり、綾姫は叫さけんだ。


　屈くつ辱じよくに身を震ふるわせ、拳を握にぎり締しめる。


　こんな──こんな目に遭あわされるなんて。


「何でトドメ刺ささないのよ……？　私が女だから？　お兄ちゃんの妹だから!?　バカにするのもほどほどにしなさいよ!!」


　投げかけられる怒ど声せいに、要は人生曲がり角、出世を完全に閉とざされた中間管理職もビックリの深い深い溜ため息いきを吐ついて振り返る。


　その顔はすでにやる気ゼロ、倦けん怠たい期の夫婦の会話並みに物もの憂うげな口調で言う。


「何でそんなに上から目線かね……完敗したくせに」


「…………!!」


「お前には、ここで潰つぶす価値も無い。下へ手たに騒さわぎを起こしたくないしな。さっきも言ったことだが、冴木さんを敵に回す気もない」


「何でお兄ちゃんが出てくるのよ……!?　私は私、お兄ちゃんなんて関係ない!!」


　アイデンティティの崩ほう壊かいを食い止めるべく叫さけぶ綾姫を、要はむしろ憐あわれみを込めて見つめた。


　彼からすれば、滑こつ稽けいで仕方無い。


「……天才すぎる兄と比べられた、そこそこの妹ってか。わっかりやす」


「アンタ……!!」


「兄貴に勝ちたいなら、毒でも盛るか、笑え顔がおで近付いてナイフで刺せよ。身内なんだから簡単だろ？」


　事も無げに言う要。


　綾姫の顔色が変わる。


「な、何言ってんのよ……アンタ」


「何言ってんの？──は、お前だ、メスブタ。俺おれにとって、勝つとはそういうことだ。だからお前を含ふくめ、女に手加減するなんて発想が理解できない。むしろ、全ての女はそういう意味ですべからく有利だ」


　淡たん々たんと語る要に、綾姫はようやく己の愚ぐ行こうを理解し始めた。


　何でこんなヤツと戦ってしまったのか──性た質ちの悪さは兄をも凌しのぐ。


「あ、アンタの尺度で判断しないでよ！　私は……」


「正々堂々、実力で、ってか？　なるほど、そうなると『女』ってのは不利かもしれない。さっきのお前の言葉も正当性を帯びる。だが、『女』じゃ勝てない、戦ってもらえない、手加減される……そんなこと悩なやんでんなら、とっとと性せい転てん換かんでもしろよクズ。人工兵士マンメイドソルジヤーの技術を転用すれば、男女の基き礎そ能力差を埋うめることなんざ、造作も無い。知らないとは言わせないぞ？」


　容よう赦しや無い言葉に、綾姫は何も言い返せない。


　飛流要、属性ドＳにして口くち喧げん嘩か〈武ぶ街がい〉最さい凶きよう最悪の男。


「それも嫌いやってことは、女がいい……女でいたいってか？　じゃあ文句言うな。不満は神にでも吐はいてろ。大体何負けたくせに調子こいてんだタコ。勝負においては勝利こそが真理であり勝者こそが絶対者だ。お前の言ってることは、単に現実を見てない負け犬の遠とお吠ぼえだ。死ねメスブタ」


　完全に綾姫に興味を失い、今度こそ要が背を向ける。


　ペタン、とその場に尻しりを突つく彼女に、ダメ押しの言葉が届く。


「次俺や蒼に挑いどんでくるようなら、冴木さんに気き兼がねせずに、生まれてきたことを後こう悔かいさせながら殺してやるから安心しろ。誰だれもお前の死に辿たどり着けないように、一いつ切さいの痕こん跡せきを残さず消してやる」


　常識的にはぶっとんだ、しかし要的には大マジな言葉を残し、彼は去った。


　背後にいる綾姫のことなど瞬しゆん時じに忘れ去り、後はただ蒼のことのみが彼の心を占しめていく。




　終章







「オハロ～」


　朝なのに、[image: ]のん気きに蒼あおいが言う。


　共に校門をくぐりながら、要かなめは一応ツッコんでおく。


「死にかけてたよな？」


「治った」


「頭のネジも締しめ直せばよかったのにな」


　しみじみ言いながら、二人して玄げん関かんの下げ駄た箱ばこへ向かう。


　あれから一週間、蒼はとりあえず意識が戻もどり、退院した。


　毎日見み舞まい──というか、病状を病院に確かく認にんしに行っていた要は、事の経けい緯いを知ち悉しつしている。


「まだ、休んだ方がいいんじゃないか？　無理矢理退院だろ？」


「いいよ、別に。もう治ったし」


　無用の心配とばかりにうそぶくが、要には隠かくせない。


「……そんなに姉ねえさんに心配かけたくないか？」


「別に」


　例によって無表情で呟つぶやき、若じやつ干かん足早に歩く。


　意識を取り戻もどした直後、最初に見たのは泣きながら自分に抱だきつく美み亜あ。


　ほっとけば付きっ切りで看病しかねない彼女の姿は、早期の退院を決意させるのに充じゆう分ぶんだった。


「心配……かけちゃったな」


「今さらだろ」


　あっさり言い捨て、要は下駄箱の戸を開けた。


　真しん武ぶ学園の生徒用下駄箱は、全学年問わずきちんと戸がついている。


　だから……誰だれかが手紙を入れていても、おかしくない。


「…………」


　憮ぶ然ぜんと薄うすいピンクの封ふう筒とうを手に取る要。


　無ぶ遠えん慮りよに覗のぞき込む蒼。


「差出人は……会長!?　何であのパッツン女が？」


　本人の性格に反して、可愛かわいげな丸文字の宛あて名な書がきだが、字で人格の全すべてが語られるわけでもない。


「え、何、朝っぱらから果たし状？　つか何でお前に？」


「さあな」


「開けてみようぜ」


　要からひったくり、蒼は無遠慮に封を破る。


　要は特に咎とがめない。


　カミソリ的な物が入っている可能性を考えると、いい防ぼう波は堤ていになる。


　しかし、中に入っていたのは、ごく普ふ通つうの横書きの便びん箋せんだった。やたらと可愛いキャラクターをあしらっているが、女子高生の果たし状なんてこんなもんだろう。


　蒼と要は文章に目を通し──顔を見合わせた。








　飛ひ流りゆう君へ





　この前はごめんなさい……。いきなりケンカ売ったりして……でも、おかげで気づいたの。自分が、ただ甘あまえてただけだって。本当はお兄ちゃんが好きで、憧あこがれて、後を追っかけてただけだってことに。


　私の周りには、あんなにまっすぐ私を叱しかってくれる人、いなくて……その……ありがとう。正直、ちょっと嬉うれしかった。男って、飛流君って、あんなに……強かったんだ。


　その、えっと……いきなりなんだけど、年上、なんだけど…………よかったら、付き合って下さい。（始めは友達からでも……お試し的な……）







九く曜よう綾あや姫ひめ[image: ]







　二人の思考が完全に停止した。


　数秒後、完全なシンクロを達成しながら、はっと気配を感じて廊ろう下かを振ふり向く。


　綾姫が、陰かげに隠かくれて様子を窺うかがっている。


　すぐ二人の視線に気づいて身を引っ込めるも、またおずおずと顔を出す。


　もじもじと組み合わされる指先。若干うつむく視線。人目を気にしつつ、こちらを向く潤うるんだ瞳ひとみ。あとちょっと頰ほおが紅あかい。


　それは、確実に恋こいする乙女おとめ。


　天てん井じようを仰あおぎながら、蒼は呟つぶやいた。




[image: ]


「要君……どこでフラグを踏ふんだんだい？」


「……まったく身に覚えが無い」


　知的レベルは優に教師を凌しのぐ〈武ぶ街がい〉屈くつ指しの知性が、理解不能の難問に思いを巡めぐらす。


　でもさっぱりわからない。


　女心は複ふく雑ざつ怪かい奇き。


「……やっぱ殺やっときゃよかったかな」


　さらっと物ぶつ騒そうな一言を吐はく。


　なお、目が本気だ。


　剣けん[image: ]のんな友人からそっと抜ぬき足で遠ざかろうとした蒼だが、あえなく首根っこを摑つかまれた。


「どこへ行く？」


「いや、その……ほら、こういうのって、第三者が口を挟はさんじゃダメでしょ？」


「……正直に言え」


「ぶっちゃけ面めん倒どうそうというか……冴さえ木きさんの妹って月つき島しまに聞いたし、邪じや険けんにもできないわけで……とりあえずバックレようと思いました、まる」


「元はと言えば、お前が不用意に開かい封ふうしたせいだろうが……」


　朝っぱらから暗雲立ち込める〝王〟と〝軍師〟。


　誰だれも期待しないどうでもいい激げき突とつの中、意を決した様子の綾姫が、要に近付く。


　露ろ骨こつに顔をしかめる要と目を合わせないようにしながら、ほとんど聞き取れないような、小さな声で囁ささやく。


「返事……待ってる、から」


　そのまま顔をふせ、彼女はそそくさと去っていく。


　無言のまま天井を見上げる二人。


　何か、朝から疲つかれた。


　今日はもう帰っていい気がする。








　同日、世界各国で〈門〉が開いた。


　史上最大規模の異メ魔ギ人ド襲しゆう来らいに、世界が戦せん慄りつするのは、すぐのことだった。






　あとがき







　えーあれですね、今回でついにというか、ようやくあの男の〝神エ理クのス欠ト片ラ〟がお目見えです。


　担当編集をして、





「強すぎですよね、これ」





　と言わしめた力が解とき放はなたれました。しかもまだ全開じゃないっぽい感じです。つーか、まだ隠し玉を抱えてる感じの人です。基本卑ひ怯きようと捉とらえられても仕方の無い武器持ってるくせに、まだまだ底が見えません。


　さすがは、蒼あおいと要かなめに自分が女だったら抱だかれてもいいと言わしめた男です。


　しかも今回は表紙。


　ええ、脱いでますよ（笑）。


　世間様からは、何故毎度上半身裸だったり、シャツがはだけてるのか、という指摘を受けたりしますが、むしろちゃんと着てる方がおかしいと思うんだ（違）。


　シャツのボタンとか、むしろなくていいんじゃないですかね？　少なくとも第一、第二辺りは最初からなくていいような。


　それを汲くんで頂いているのか、イラストも毎回僕が指定するまでもなく、そんな感じになっているのです。確かにはだけてたり、半裸だったりする場面を多く書いてますけど、別にそんな場面じゃなくてもデフォルトで脱いでるし。


　毎回こっちの予想をいい意味で裏切って、斜ななめ上を行って下さってます。





　……要のフリルエプロンとかも。





　最初は僕が実際に使ってるような、男っぽい黒のシンプルなやつかな、と思っていたんですが、二巻の挿さし絵えを見たら、もうあれしかありえなくなりました。絵の魔ま力りよくは恐おそろしいです。





　そうそう、魔力と言えば、この三巻と同時に発売のドラゴンマガジンの七月号に掲載されているイラストもスゴイです。


　こちらに掲載のイラストは、実は僕が企画当初から担当に熱く語り続けた構図なのです。


　詳細は実際に見て頂くとして、こちらも本当に予想の斜め上をいくかっこよさ……そうだよね、絶対に要はあの位置だよね。あんな感じで跪ひざまずいてるよね。


　……とまあ、非常にうれしい形で妄もう想そう、もとい夢が実現したのですが、まだ叶かなってない構図が。


　何を隠そう、蒼と要のツーショット。


　え、よくあるじゃん、とか、基本いつも一緒でしょ？なんて声が聞こえてきそうです。実際、ドラゴンマガジンでもすでに半裸の二人が並んでるイラストが掲載されました。僕も予想してなかったその飛び道具に触発されて、担当に言いました。





「向かい合う形でもやりません？　キス寸前まで顔近づける感じで。つーか、キスまでなら……書きますよ？　人工呼吸的なノリで」





　ええ、基本ノリノリでやってくださる方なのに、





「やりすぎです」





　と、断られました。何でそう言われたのか、未いまだにその辺りは謎なぞに包まれています。


　まあ要は人工呼吸されてるところ自体が想像できないにしても、蒼が人工呼吸されるとしたら……要しかいないでしょ？　キスならさておき。あくまで人工呼吸ですし。


　キレイなものに、性別とか関係無いと思うんです。


　というわけで、僕と同じく二人のステキなイラストが見たい方は、後押しの声援、お願い致いたします。逆にタキシードとか、正装でキメる形とかもアリですよ？





　とはいえ、どうも僕の美的感覚がイマイチ皆さんに理解されてない気がするので、もっと踏ふみ込んで書きましょう。


　僕は全ての作品で、キャラを強さを含めた様々な観点でランク付けをしています。


　たとえば肉体美で言いますと、一番エロい体つきが冴さえ木き、芸術的観点でキレイなのは要。鍛きたえ込んでるのは蒼。そして、髪が一番キューティクルなのが朱す雀ざくです。


　指先が一番キレイなのは要で、瞳がキレイなのが蒼とか、まだまだ山ほどあります。


　女性が出てこないのはどーいうことだというツッコミが聞こえてきた気もしますが、ちゃんと考えてますよ？


　肌とかは……琴こと美みかな。要に競せり勝ちました。胸なんかは、もう新キャラのあの人ですね。総合的に見て、傍そばにいて楽しい女性は美み亜あなのかな、と蒼視点で見ると思います。なお、要視点で見ると、基本女性が人間と認識できないので、意味が無いです。


　などなど様々なランキングがあるので、興味のある方は質問を頂ければお答えします。


　捉え方は結局人それぞれだと思いますが、まあヒマ潰つぶし的な。





　大分閑かん話わが長くなりましたが、要は天あま野のさんのイラストが毎回ステキということですね。しかもどんどんレベルが上がっていくので、触発されつつも、追いてかれないように精しよう進じんしないといけません。


　応援して下さる読者の方々のためにも、今後とも頑張らねば。


　……とキレイにまとめたところで、次回予告。


　例によって、ナレーターは要に脳内変換してお読み下さい。





　加速する運命。


　蒼は過か酷こくなる戦いを前に、今一度己おのれの過去を問い質ただす。


　明かされる過去と、押し込めてきた想い。


　交こう錯さくし、激突する極者アダム・バルフ達。


　属性〝騎士アビル〟四し門もん朱雀対属性〝射手ツアラフ〟冴木蘭らん丸まる。


　人じん刀とうの〝剣つるぎ守もり〟飛ひ流りゆう要対〝天てん剣けん〟の剣つるぎ守もり、御み塚づか七なな人と。


　そして──〝刀とう神しん〟那な斬ぎり蒼対〝天剣〟・〝地ち刃じん〟。


　熾し烈れつな戦いの中、もう一つの戦いもまた、終局へ。


　揺れる琴美。


　焦こがれる綾あや姫ひめ。


　そして、美亜の想い。


　愛しき女性ひとと〈武街まち〉のため、少年は禁断の扉に手をかける。


　要、あと頼むわ。


　アイツは──そう言って笑った。





　今夏、刊行予定。







十月ユウ　





覇者の三剣トリスアギオン　３





十と月づきユウ
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